
　　17
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　　20
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鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）

鉄骨工作標準図－２

鉄骨工作標準図－１

図面番号 図 面 名 称縮 尺 縮 尺

　　６

　　７

　　８

　　９

　　10

　　11

　　13

　　14

図面番号 図 面 名 称 縮 尺図 面 名 称

　　12

建 築 工 事

（ 意 匠 図 ）

図面番号

Ａ－１

　　２

　　３

　　４

　　５

図面番号 図 面 名 称 縮 尺

建築工事特記仕様書（その2）

建築工事特記仕様書（その3）

建築工事特記仕様書（その4）

建築工事特記仕様書（その5）

建築工事特記仕様書（その6）

建築工事特記仕様書（その1）

（ 構 造 図 ）

電 気 設 備 工 事 機 械 設 備 工 事

Ｃ－１

　　６

　　７

　　２

　　３

　　４

　　５

建築工事特記仕様書（その7）

構造特記仕様書

　　２

　　３

　　４

　　５

Ｅ－１ 電気設備工事特記仕様書(1)

1:100

　　２

　　３

　　４

　　５ 1:100

Ｍ－１ 機械設備工事特記仕様書(1)

機械設備工事特記仕様書(2)配置図 1:250

分電盤リスト・凡例・接地工事一覧表・照明器具参考図

1:100

1:100

1:100

　　６

1:100

　　７

　　８

　　９ 電灯ｺﾝｾﾝﾄ・ﾄｲﾚ呼出設備図平面詳細図（便所・倉庫） 1:50

機械設備図配置図（改修後） 1:250

機械設備図配置図（改修前） 1:250

　　６

　　７

　　８

機械設備図平面詳細図（便所・倉庫） 1:50

浄化槽設備図詳細図 1:30

浄化槽設備図制御盤図、回路図 1:10

　　15

　　16

　　８

　　９

　　10

　　11

　　12

　　13

　　14

　　15

　　16

　　17

　　18

　　19

　　20

　　21

　　22

　　23

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事

電灯設備平面図　（屋内多目的グラウンド）

非常用照明設備図（屋内多目的グラウンド）

ｺﾝｾﾝﾄ・電話・ｲﾝﾀｰﾌｫﾝ設備図平面図（屋内多目的グラウンド）

自動火災報知設備系統図・凡例

自動火災報知設備図平面図（屋内多目的グラウンド）

機械設備図平面図（屋内多目的グラウンド）

工事概要書

配置図

膜構造建築物　設計概要書

敷地求積図・面積表

建物求積図・面積表

1:250

1:250

1:50

1:100

建具リスト（便所・倉庫）

仕上表・平面詳細図（便所・倉庫）

立面図・断面図（便所・倉庫）

矩計図（便所・倉庫）

展開図（便所・倉庫）

1:50

1:10,1:30

1:10

1:10,1:50

1:50

1:30,1:100

1:50

1:50

平面図・内部仕上表（屋内多目的グラウンド）

立面図・外部仕上表（屋内多目的グラウンド）

屋根伏図・断面図（屋内多目的グラウンド）

矩計図（屋内多目的グラウンド）

断面詳細図（屋内多目的グラウンド）

部分詳細図（屋内多目的グラウンド）

1:100

1:100

　　24

外構詳細図

（ 外 構 図 ）

外構配置図 1:250

図示

　　25

　　26

仮設計画図（参考図） 1:250

木質工事特記仕様書（１）（便所・倉庫）

木質工事特記仕様書（２）（便所・倉庫）

ボーリング柱状図（１）

ボーリング柱状図（２）

1:100

1:100

1:30

基礎伏図（屋内多目的グラウンド）

セメントコラム伏図（屋内多目的グラウンド）

ＳＳコラム工法特記仕様書

1:100

1:100

1:100

1:100

1:100

1:10

1:10

1:10

柱伏図・土台伏図（便所・倉庫）

ＲＣ断面リスト（屋内多目的グラウンド）

膜構造建築物　設計概要書（屋内多目的グラウンド）

小屋伏図（屋内多目的グラウンド）

軸組図（屋内多目的グラウンド）

鉄骨詳細図(1)（屋内多目的グラウンド）

鉄骨詳細図(2)（屋内多目的グラウンド）

鉄骨詳細図(3)（屋内多目的グラウンド）

梁伏図・小屋束伏図（便所・倉庫）

1:100

小屋伏図・屋根伏図（便所・倉庫）

軸組図（１）（便所・倉庫）

1:100　　24

　　25

軸組図（２）（便所・倉庫）

基礎伏図・布基礎断面図・土間断面図（便所・倉庫） 1:20,1:100



工事名称

図面名称

キタイ設計（株）
一級建築士319755号 小川 龍二

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事

建築工事特記仕様書（その１）

A-01

○

1,設計図書による。設計図書に記載されていない事項は、「標仕」のほか別記の適用基準による。

現場説明書（質疑回答書を含む）、本特記仕様書、図面、標準仕様書に示す範囲とする。

アスベスト成形板の撤去に当たり、あらかじめ事前の施工調査を次の

【１】 工 事 概 要

【２】 適 用 範 囲

２．敷 地 面 積

３．建築物概要

４．そ の 他

すべての設計図書は相互に補完するものとし、相違がある場合は、上記の順番を優先順位とする。

上記の標準仕様書とは、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 公共建築工事標準仕様書（建築工

棟 名 構 造 階 数

㎡

建築面積(㎡) 延べ面積(㎡) 備 考

発生材の処理等

(ｱｽﾍﾞｽﾄ成形板)

処理を行う範囲

施工調査

※

○

※

図示（仕上げ表による 床・壁・天井毎に種別を確認）

全ての室

事項について行う。調査結果は図面により記録し監督職員に提出する。

(1)

(2)

(3)

(4)

アスベスト成形板使用部位の確認

記載上の成形板及びその使用範囲以外についても

監督職員と協議の上確認を行うこと。

アスベスト成形板の種別、厚さ等の確認

アスベスト成形板使用数量の確認

施工範囲等の確認

○

建具工事 ﾋﾞﾙ用ｻｯｼ施工作業

(1.5.2)

仮設工事

鉄筋工事

コンクリート工事

鉄骨工事

ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事

工事種別

○

○

○

○

○

とび作業

鉄筋組立作業

左官作業

ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送工事作業

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工事作業

金属製ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ施工作業

適用する技能士の技能検定における選択作業

○型枠工事作業

ALCﾊﾟﾈﾙ工事作業

○ とび作業○構造物鉄工作業

防水工事 ○

○

○

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業

ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業

○ ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業

○

○ ｶﾞﾗｽ工事作業

○

○

ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業

FRP防水工事作業

石工事

タイル工事

木工事

○

○

石張り作業

大工工事作業

内外装板金作業 ○かわらぶき作業

○

○

○

ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業

合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業

塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業

改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事作業

屋根及びとい工事

(1.5.2)

金属工事

左官工事

塗装工事

○

○

○

鋼製下地工事作業

左官作業

○スレート工事作業

○

内装工事 ○ ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上工事作業

ｶｰﾍﾟｯﾄ系床仕上工事作業

○

○

○壁装作業

○

○ガラス工事作業 自動ドア施工作業

ﾎﾞｰﾄﾞ仕上工事作業

排水工事

舗装工事

○

○溶融ﾍﾟｲﾝﾄﾊﾝﾄﾞﾏｰｶｰ工事作業

ただし技能士に代わる者による施工の場合は監督職員の承諾を得ること。

○造園工事作業植栽工事

加熱ﾍﾟｲﾝﾄﾏｼﾝﾏｰｶｰ工事作業

ﾌﾞﾛｯｸ及びALCﾊﾟﾈﾙ工事

建築塗装作業

建築配管作業

化学物質の

○適用しない※

確認方法

処理方法

※

※

成形板の製造年等の確認

「非飛散性ｱｽﾍﾞｽﾄ廃棄物の取扱いに関する技術指針」に従い、

あらかじめ処理計画書を作成し、適切に解体処分等を行うこと。

○Ｘ線解析法

適用する （適用事項は、現場説明書による）

ﾋﾞﾙ用ｻｯｼ施工作業

内外装板金作業

濃度測定 (1.5.9)

中長期保全計画書 作成しない

作成しない

○

○

詳細は監督職員の指示による。部）

部）

部）

○

○

○

２部

２部

２部

※

※

※

（提出部数

（提出部数

（提出部数

主要材料の製造所名、所在地、連絡先、非常時の連絡体制一覧表

建物等の清掃の要点

建物、工作物、植裁等を管理する上での保全業務の要点

建物に設置されている家具、機器等及び部位毎の仕上げの概要説明

建物を使用する上での注意事項

建物の主要な構造部及び外構についての説明

敷地、建物の構造規模、主要な設備構成等の建物概要

作成する

「業務共通仕様書」を参考として作成すること。

建設大臣官房官庁営繕部監修「管理者のための建築物保全の手引き」建築保全

○

○

○

○

○

○

○

作成する

作成する

※

※

※

※

(1.7.3)

(1.7.2)

保全に関する資料

完成図

完成図等の電子データによる提出については、現場説明書による。

本書に特に記載のない事項にあっても、すべて、「標仕」の適用を受けるものとする。

事編）（平成25年版）をいう。（以下、これを「標仕」という。）

１

一

般

共

通

事

項

１

一

般

共

通

事

項
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(8.4.3、8.5.3)

(10.5.3)

(13.2.3～13.4.3)

建築基準法に基づき定められた風速及び地表面粗度区分等

風速（Vo)

地表面粗度区分

多雪地域の指定

※

○

※

Ⅰ

なし

○

○Ⅱ

あり

Ⅲ ○Ⅳ

(平成12年5月31日建設省告示第1454号)３２

現場代理人

※

しなければならない。

工事工程報告

※

※

※

月報は毎月末日に〆め、翌月5日までに提出する。

日報は監督職員の指示による。

週報は毎週（ ）曜日に提出する。

者又は監理技術者と同様、受注者と直接的かつ恒常的な雇用関係のある者を選任

に対する性能

※

適用基準等

※

※

○

○

○

○

○

○

（注：監修欄「国土交通省」は国土交通省大臣官房官庁営繕部を、「建設大臣」は建設大臣官房官庁営繕部を示す）

建築工事標準詳細図

敷地調査共通仕様書

公共建築改修工事標準仕様書

公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編)

公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編)

平成10年版

（監修：国土交通省）

（監修：国土交通省）

（監修：建設大臣）

（監修：国土交通省）

（監修：国土交通省）

（監修：国土交通省）

（監修：国土交通省）

平成22年版

建築鉄骨設計基準及び同解説

建築材料等

※

※

本工事に使用する建築材料等は、設計図書に規定するもの又はこれらと同等のも

のとする。ただし、同等のものとする場合は監督職員の承諾を受ける。

（評価名簿によるもの）

等品質性能評価事業建築材料等評価名簿（最新版）」 にある材料とする。

下記材料品目は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築材料・設備機材

また、同評価事業の評価を受けたものを使用する場合は、評価書の写しを監督職員

に提出し、その確認をもって、品質・性能の確認があったものとすることができる。

公共建築工事標準仕様書（建築工事編）

床型枠用鋼製デッキプレート（ﾌﾗｯﾄﾃﾞｯｷ）、鉄骨柱下無収縮モルタル、

成形伸縮目地材、乾式保護材(防水立上部)、陶磁器質タイル、既製調合モルタル

アルミニウム製建具、鋼製建具、鋼製軽量建具、ステンレス製建具、

錠前類（ｼﾘﾝﾀﾞ箱錠、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、ｼﾘﾝﾀﾞ本締り錠）、クローザー類(ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ、

ﾋﾝｼﾞｸﾛｰｻﾞｰ、ﾌﾛｱﾋﾝｼﾞ)、自動扉機構（制御装置・駆動装置、検出装置、

制御装置・駆動装置・検出装置）、自閉式上吊り引戸機構(手動開き式)、

重量シャッタｰ、軽量シャッタｰ、ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞﾄﾞｱ、ガラス(ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ、型板ｶﾞﾗｽ、

網入板ｶﾞﾗｽ・線入板ｶﾞﾗｽ、熱線吸収板ｶﾞﾗｽ、倍強度ｶﾞﾗｽ、熱線反射ｶﾞﾗｽ）、

ガラスブロック(中空)、防水剤、現場発泡断熱材、ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ（3000N、5000N）、

可動間仕切、移動間仕切(ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾄﾞｱ)、トイレブ-ス、煙突用成形ライニング材、

天井点検口、床点検口、グレーチング、屋上緑化システム（屋上緑化システム、

屋上緑化軽量システム）、トップライト、エポキシ樹脂、

タイル部分張替え用接着剤、ポリマーセメントモルタル、

平成25年版

平成25年版

平成23年版 （監修：国土交通省）

公共建築木造工事標準仕様書 平成25年版

平成25年版

平成25年版

鋳鉄製ふた（マンホールふた・弁枡ふた）

無収縮グラウト材（ﾌﾟﾚﾐｯｸｽ形、現場調合形）、押出成形セメント板、

（ﾀｲﾙ工事用）、既製調合目地材、ルーフドレン、吸水調整材（ﾓﾙﾀﾙ用）、

１

一

般

共

通

事

項

【３】 工 事 区 分

設計図書による。

別契約の施工上密接に関連する工事との取合い部分が発生する場合は、別紙工事区分表による。

【４】 工 事 仕 様

2,項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

3,特記事項は､●印の付いたものを適用する｡●印の付かない場合は､※印の付いたものを適用する｡

4,項目及び特記事項に記載の（ ）内表示番号は「標仕」の当該項目、当該図又は当該表を示す。

※印と●印の付いた場合は、共に適用する。※印が抹消された場合は、●印のみ適用する。

工事実績情報の

○適用しない

(1.1.4)

※適用する （適用事項は、現場説明書による）

登録

設備工事との

施工範囲

※

※

※

※

図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔、開口部の型枠及びそれらの補強

図示した壁、天井の仕上材、下地材の切込み及び下地材の補強

駆動装置が電動による建具類の二次配線及び操作スイッチ

自動閉鎖装置取付け箇所の切込み及び補強

施工図

設備機器の位置､取合等の検討できる施工図を提出し､監督職員の承諾を受ける。

取合い

8

特別な材料の工法

※

処理計画書等の提出

※

※

※

※

再生資源利用促進計画書、実施書を"CREDAS入力ｼｽﾃﾑ"により作成し、提出

産業廃棄物管理票（マニフェスト）制度により、適正な処理を行うこと。

産業廃棄物の処理を委託する場合は、運搬と処分についてそれぞれの許可業

者と処理委託料を記載した「処理委託契約書」により委託契約すること。

発生材の処理等

(1.3.8)

○

○

○

○

○

○

引渡しを要するもの

現場において再利用を図るもの、再生資源化を図るもの

○

○

指定副産物以外の搬出

特別管理産業廃棄物の処理

アスファルトコンクリート塊

指定地処分

自由処分

（

（

（

（

※

（

最寄りの再資源化施設へ搬出すること

構外搬出適切処理

）

）

）

）

）

○建設発生木材○セメントコンクリート塊

用ﾌｧｲﾙﾃﾞｰﾀと共に提出すること。

指定副産物の搬出（詳細は現場説明書による）

指定副産物の処分地（詳細は現場説明書による）

建設発生土及び建設副産物処理計画書、報告書を提出すること。

施工図等の

(1.2.3)

※施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲される。

取扱い

工事写真

(1.2.4)

※

※

完

成

時

※

※

○

るほかは監督職員の指示による。

下記のものを監督職員に提出する。

着 工 前

工 事 中

デジタル写真の撮影にあたり、完成写真については有効画素数300万画素程度、工

事写真は有効画素数130万画素程度とし、黒板の文字等の内容が判読できる精度

を確保するものとする。

完成写真撮影場所は、監督職員の指示による。

完成写真撮影業者は、監督職員の承諾する撮影業者（建築写真専門業者）とする。

(

(

)箇所

)箇所

※

※

※

※

部 数

１

１

２

２

○

○

○

○

(ネガ１枚につき)

※

※

※

○

※

○

カラーサービス版

カラーサービス版

カラーサービス版

カラーキャビネ版

カラーキャビネ版

カラーパネル半切

分 類 ・ 規 格

※

※

※

○

○

※

24×36以上

24×36以上

24×36以上

60×70以上

24×36以上

60×70以上

原版の大きさ（㎜）

適用しない○適用する※

(1.3.3)

施工条件

※

(1.3.5)

現場説明書による。

工事写真の撮り方（改訂３版）建築編（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）によ

屋 内

外 観

風圧力及び積雪

設計図書に記載されていない特別な材料の工法は、当該製品の指定工法による。

本工事の施工にあたっては、請負契約書第１０条に基づく現場代理人は、主任技術

1

１．工 事 場 所

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

技能士

2

3

4

5

6

7

9

10

11

電気保安技術者

13

1

12

18

17

16

15

14

京都府船井郡京丹波町篠原堂ノ下31

5831.71

屋内多目的グラウンド^6

木造

鉄骨造 1

○○ ○

○

タイル張り作業

●

●

○

○

○

○

屋外便所棟

20

総合図の作成 施工図の着手に際し、建築・設備・その他関連する工事（別途工事を含む）との相互

関係を把握し、各工事に含まれる器具備品等を同一図面（平面・展開・天井伏等）に

記入した総合図を作成し、監督職員の承諾を得る。

21

過積載の防止措置 請負人は過積載等の違法運行防止を図るため、道路交通法を遵守する旨を記載した

施工計画書を提出する。

22

不法無線局の排除 請負人は電波法を遵守し、不法無線局を搭載した工事車両を使用しないものとし、

工事現場において不法無線局を搭載していると疑わしい車両を発見したときは、

速やかに監督員にその旨を報告する。

23

騒音・振動の防止 低騒音型、低振動型建設機械指定要領に基づき指定された建設機械を使用する。

24

質疑と軽微な変更 標準仕様書、標準図に記載されている内容及び、機能上必要と思われるものに

ついては、設計書に記載が無くとも事前に仕様書を確認し請負金額の範囲において

施工者の責任において施工のこと。図面及び仕様書の内容に相違がある場合、

明記の無い場合又は疑いが生じた場合、監督職員と協議し、軽微な変更は請負金額の

範囲において施工者の責任において施工する。各部の納まり、取り合い等の関係で

材料の寸法、取付位置、取付方法、数量など多少の増減となる変更は、本工事範囲内

とする。

25

諸官庁への手続き 工事中に必要となる法的手続きは、関係諸官庁との充分な協議を行い、施工者の

責任において遅延なく申請手続きを行い、その費用は請負人の負担とする。

26

工事書類の提出 工事に必要な工事書類（施工計画書・施工要領書・材料承諾書等）は、監督職員の

指示により提出する。

27

設計変更 設計変更を生じた場合の請負代金額の変更は、次の算式による。この場合における

変更設計工事価格の計算は、本町の元設計単価によるものとする。

変更請負代金額＝変更設計工事価格×落札率＋消費税及び地方消費税相当額

○

(2.2.4)

足場その他

足場は、「手すり先行工法に関するガイドライン（厚生労働省 基発第0424001号)」

の 「手すり先行工法等に関するガイドライン」により「働きやすい安心感のある

足場に関する基準」に適合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する足場とし、

足場の組立、解体又は変更の作業は「手すり先行工法による足場の組立等に関する

基準」の２の(２)手すり据置方式又は(３)手すり先行専用足場方式を採用すること。

仮

設

工

事

２
1

）

）

工事用水

工事用電力

仮囲い等

設計ＧＬ

構内既存の施設

構内既存の施設

※

※

※

※建築工事施工チェックシート

○

○

※

※

設計ＧＬ＝現状ＧＬ

利用できない

利用できない

○

○

※

○

利用できる

利用できる

（

（

○

○

有償

有償

○

○

無償

無償

監督職員事務所

(2.3.1)

規模

仕上 床

内壁､天井

屋根

休憩室

10㎡程度

○合板張り素地

設けない

20㎡程度 ○

○

35㎡程度

設ける（畳敷き）

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ敷き

○ 65㎡程度

○鉄板張り調合ﾍﾟｲﾝﾄ塗り

○

○ ﾊﾟﾝﾁｶｰﾍﾟｯﾄ敷き

○ 100㎡程度

備品 机 いす 保護帽 ゴム長靴 雨がっぱ 衣類ﾛｯｶｰ

書棚

○消火器

冷暖房機器

温度計

○ 加入電話機

掛時計

○ 湯沸器○

○

○製図板

懐中電灯

黒板

○掃除具

○ ○ ○

図示による

図示による

コピー機 ネット回線 流し台

標仕（平成25年版）

工事写真の撮り方(改訂３版)建築編

合板又はせっこうﾎﾞｰﾄﾞ張り、合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

塗装溶融亜鉛めっき鋼板張り

建築工事監理指針 (平成25年版)

●●

●●

5

2

6

4

3

（上記６品、 ４ 人分程度）

建築工事標準詳細図 (平成22年版)

建 築 工 事 特 記 仕 様 書
章 特 記 事 項項 目 項 目 特 記 事 項 章 項 目 特 記 事 項章

章 項 目 特 記 事 項

○○○

○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○

○

○

○



工事名称

図面名称

キタイ設計（株）
一級建築士319755号　小川　龍二

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事

章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

建築工事特記仕様書（その２）

A-02

※ フレッシュコンクリートの試験  

６

コ

ン

ク

リー

ト
工

事

2 溶接金網

(5.2.1)

(5.2.2)

網目の形状、寸法

異形鉄筋 ※

※

○

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ３４５

種類の記号

Ｄ１６以下

Ｄ１９以上

径（㎜）

一般建築物の柱・梁の

主筋に適用する

備　　　　　　考

(表5.2.1)

鉄

筋

工

事

５

(5.3.4)

※ SD295AはＦｃ:21以上の場合、壁筋及びスラブ筋に適用する

○ 種類

品質確認方法、修正方法等

機械式継手 工法

○

○ 柱に取付る梁の引張り鉄筋の定着長さ

※ 構造図による

※ 構造図による

鉄筋継手位置

4 鉄筋のかぶり厚さ

(5.3.5)

※

施　工　箇　所　等 最 小 か ぶ り 厚 さ（㎜）

Ｄ１９以上

Ｄ１６以下

○

部　　　　　位 接　　合　　方　　法 重ね継手の長さ

○ 重ね継手

※ 重ね継手

○ 機械式継手

※

○

標仕表5.3.2

による

※

※

柱・梁の主筋

その他

圧接完了後の

試験 (5.4.9)

試験方法 引張試験※ 超音波探傷試験

○

６
コンクリートの

強度

設計基準強度 (Ｆc)

※

打　設　部　位

構造体

土間コンクリート

捨コンクリート

軽量コンクリート

無筋コンクリート

構造体コンクリートの発注強度は以下のとおりとする。

基礎

上部

※

※

※

Ｆc

○

○

○

(N/㎜２）

※

○

※

※

※

※

スランプ

○

※

○

○

○

○

(cm)

標仕6.14.1による

側溝・犬走り

備　　　　　　考

２１

１８

１８

２１

１８

１５

１５

１５

１５

１５

１５

１８

１８

１８

１８

１８

１８

｛Ｆｃ ＋構造体強度補正値（Ｓ）｝N/㎜２ 

（6.14.1によるもの及び土間ｺﾝｸﾘｰﾄは構造体強度補正は行わない）

混和材料 混和剤 ※

セメントの類別 ※

○

普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ

高炉セメントのＢ種

アルカリシリカ反応性による区分 ※ Ａ（無害） ○

○ 電気炉酸化ｽﾗｸﾞ※砂利(JIS A5308),砕石(JIS A5005) ○ 高炉ｽﾗｸﾞ骨材 粗骨材

○ 再生骨材H

細骨材 ※砂(JIS A5308),砕砂(JIS A5005) ○ 高炉ｽﾗｸﾞ ○ 電気炉酸化ｽﾗｸﾞ

○ 銅ｽﾗｸﾞ ○ ﾌｪﾛﾆｯｹﾙｽﾗｸﾞ

○ 再生骨材H

混和材 ※

※ Ⅰ類 ○ Ⅱ類類別

  3/11～  7/20 

※

予想平均気温

普通

南部地域（京都市(一部を除く)、旧八木町、旧園部町以南の市町村）

北部地域（宮津市、旧加悦町以北の市町）

早強

　(℃)

３

N/㎜２

６

N/㎜２

補正値

 11/16～ 3/5

南部地域 中部地域

 11/ 1～ 3/10

北部地域

構造体強度補正値 気温による構造体強度補正値（Ｓ）

中部地域（上記以外の市町、旧美山町及び旧京北町含む）

  9/11～ 11/15   9/1 ～ 11/5 

  3/11～  7/10

  9/1 ～ 10/31

期　　　間　　　（打　設　日）

 11/ 6～ 3/10

  3/6 ～  6/30

型枠（せき板） 合板の規格

合板の材種

厚さ（㎜）

打放し仕上げのせき板

※

○

合板せき板を用いる場合

合板せき板を用いない場合

○

○

せき板の種別

種 　別

Ａ種

Ｂ種

Ｃ種

※

※

※ ○

板　面　の　品　質

○

○

○

　　施　　　工　　　箇　　　所

１２

広葉樹合板、針葉樹合板又はこれらの複合合板

外部に面する打放し仕上げの打増し厚さ ○

コンクリートの

試験

軽量コンクリート

スリーブ スリーブの材種

水密を要する地中部分等

水密を要しない地中部分等

上記以外の円形スリーブ

適　　用　　箇　　所

※

※

※

○

つば付き鋼管

つば幅50㎜以上の鋼板を溶接したもの）

溶融亜鉛めっき鋼板

材　　　種　　（　規　格　そ　の　他　）

種別

施工箇所

○ １種 ※ ２種

寒中コンクリート ※

（寒中コンクリート）による。

日平均気温が25度を超える期間（打設日）地　　域

※

北　部　地　域

中　部　地　域

南　部　地　域 ７月 １ 日～９月１０日

７月２１日～８月３１日

７月１１日～８月３１日

補 正 値

暑中における構造体強度補正値（Ｓ）

※ ６N/mm２

○ ３N/mm２

ＪＩＳ形高力ボルト 

※ すべり耐力試験

試験方法等

○5

高力ボルト

セットの種類 １類（F8T相当）

摩擦面の処理

○ 図示による

溶融亜鉛めっき

アイボルト○両ねじボルト

パイプ式

○

○

羽子板ボルト

割枠式

※

※

ボルトの種類

胴の種類

(7.2.6)

ターンバックル

構造関係共通図（鉄骨標準図）による

溶接接合 開先の形状

(7.6.4)

(7.6.7)

○ 図示による

○

○

○○ 図示による（　　　　　）試験の要領

行わない技能資格者

(7.6.3) ○

※

行う

溶接作業者の技量付加試験

図示による　（図に無い場合は鉄骨設計基準による）※

高力ﾎﾞﾙﾄ、普通ﾎﾞﾙﾄのｹﾞｰｼﾞ､ﾋﾟｯﾁ、ﾍﾘあき等

(7.3.2)

工作図

仮組 (7.3.10) ○ 実施する

実施しない

部位（ ）

○

溶接作業者における

エンドタブの切除

構造関係共通図（鉄骨標準図）による

スカラップの形状

○ 改良型スカラップ

○ 図示による ○

溶接部の試験

○※ 行う 行わない

工場溶接の場合○

AOQL

検査水準

○

AOQL

(7.6.11)

完全溶込溶接部の超音波探傷試験

○ ○

○

○ ○

繊維混入ケイ酸カルシウム板

耐火被覆

(7.9.2)

種別

乾式吹付ロックウール

○

半乾式吹付ロックウール

耐火板張り ○

○

○ ○

○

高断熱ロックウール

○ ﾗｽ張りﾓﾙﾀﾙ塗り

○

-

適用箇所（部位･部分）材　料　・　工　法種　別

材料及び工法は、建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする

○

○

○

性 能

３０分耐火

１時間耐火

２時間耐火

３時間耐火

適　用　箇　所　（部　位　・　部　分）

性能

湿式ロックウール

耐火材巻付け

耐火材吹付け

工事現場溶接の場合

4.0% 2.5%

4.0% 2.5%

～(7.9.7)

アンカーボルト 適用

○

材質 ○ SNR400B

アンカーフレームの形状及び寸法

○

材質 ○ SS400

種別

柱底均しモルタルの厚さ

○ Ａ種 ○ ○Ｂ種 Ｃ種

○ ○５０mm ３０mm

(表7.10.1)

柱底均しモルタル モルタルの種別

(7.2.9)

○

○ ○

(7.10.3)

(7.2.4)

図示による

アンカーボルトの保持及び埋め込み工法

※ ○無収縮モルタル

※ 図示による

７

鉄

骨

工

事

鉄線の径 mm

径（㎜）

○

○ リン酸塩処理

すべり耐力等の確認方法

ブラスト処理（表面粗度５０μｍRz以上）

すべり係数試験 ※ 行わない

行う 試験方法等 ○ 図示による

(旧(社)全国鐵構工業協会）の「鉄骨製作工場の性能評価基準」に定める

７

鉄

骨

工

事

鉄骨の製作工場

※

○ 監督職員の承諾する工場

認可を受けた(株)日本鉄骨評価センター又は(株)全国鉄骨評価機構

受けた工場もしくは同等以上の能力のある工場

建築基準法第７７条の５６第１項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として

｢（ ○Ｓ  ○Ｈ  ○Ｍ  ○Ｒ  ○Ｊ　）グレード｣として、国土交通大臣から認定を

鋼材の種別

施工管理技術者

(7.1.3)(7.1.4)

(7.2.1)

高力ボルト ボルトの区分 トルシア形高力ボルト

適用しない適用する ○※

(7.2.2)

○ 省略する

(5.5.2)

(5.5.3)

○ 種類

品質確認方法、修正方法等

工法溶接継手

○ 機械式継手

○ 溶接継手

○ 溶接継手

機械式継手及び溶接継手のあき

○

※ 構造図による

○ 表5.3.3による

○ 表5.3.4による

鉄筋コンクリート用防錆剤(JIS A 6025)防錆剤 ※

コンクリートの

種類 (6.2.1)

(6.2.2)

(6.2.4)

(6.3.1)

(6.3.1) （適用箇所　　　　　　　　　　　　）

(6.3.1)

○

○

シリカセメント

）

○ コンクリート用シリカフューム(JIS A 6207)

○ コンクリート用高炉スラグ微粉末(JIS A 6206)

○ コンクリート用膨張材(JIS A 6202)

(6.14.1) 土間スラブを含む

(表6.2.1)

普通コンクリート※種類 ○

(6.3.2)

(表6.3.2)

(Ｓ）

※6.8.3(b)(1)

※6.8.3(b)(2)

※6.8.3(b)(2)

(6.8.2)

(6.8.3)

(6.2.5)

(表6.2.4)

「合板の日本農林規格」の「ｺﾝｸﾘｰﾄ型枠用合板の規格」による合板

ひび割れ誘発目地の位置、形状及び寸法 ○

(6.9.2)

～(6.9.5)

(6.10.1)

(6.8.3)

(表6.8.1)

所要気乾単位容積質量 t/m3

○ 不可○ 可常時土又は水に直接接する部分の使用

11

暑中コンクリート

(6.12.2)

12

13 マスコンクリート

(6.13.2)

施工箇所

セメントの種類 ○ 中庸熱ポルトランドセメント

○

○

○

○

低熱ポルトランドセメント

高炉セメントＢ種

フライアッシュセメントＢ種

普通ポルトランドセメントに混和材を混合したもの

混和材料 混和剤 AE減水剤又は高性能AE減水剤(JIS A 6204)※

○

混和材 ○ フライアッシュのⅠ種若しくはⅡ種(JIS A 6201)又は

○

高炉スラグ微粉末の3000又は4000(JIS A 6206)

スランプ ※ 15cm以下 ○

ｺﾝｸﾘｰﾄﾐｷｻｰ車の

過積載防止対策等 提出するとともに、検査時に提示しなければならない。また、ミキサー車１台毎の

積載量が把握できる集計表を検査時に提出しなければならない。

受注者は、出荷伝票等を整理・保管し、監督職員の請求があった場合は、遅滞なく

○

(7.4.2)

(7.2.2)

普通ボルト

(7.2.3)

○ボルト径

デッキプレート

(7.2.7)(7.7.8)

材質、形状及び寸法 ※ ○

10

11

○ 有 ○ 無

適用箇所 ※ ○

(7.10.3)

厚さ ○※

※ Ａ種工法 ○ Ｂ種

15

※ 図示による

図示による

ボルト径

○

(7.1.3)

材質、形状及び寸法 ※ ○図示による

(7.4.2)

ｶﾞｽ圧接継手

ｶﾞｽ圧接継手

硬質ポリ塩化ビニル管（JIS K6741 のＶＵ）

予想平均気温が表6.3.2に示す予想平均気温未満の場合には標仕第６章第１１節

図示による

構造用アンカーボルト

建方用アンカーボルト

（JIS G3452 の黒管に厚さ6㎜、

以上、径200㎜を超え350㎜以下は厚0.6㎜以上）

（径200㎜以下は厚0.4㎜

図示による

フライアッシュセメントのＢ種（適用箇所

AE剤、AE減水剤又は高性能AE減水剤のⅠ種(JIS A 6204)

フライアッシュ(JIS A 6201)Ⅰ種、Ⅱ種若しくはⅣ種

２０mm

塩害を受けるおそれのある部分等、耐久上不利な箇所の鉄筋のかぶり厚さは

下表による。

 8以上

 8未満

 5以上

 5未満

 0以上  0以上

第６水準（節全て）

鉄筋の継手

鉄筋の種類

○

○

●

○●

○

○ 遊戯室

14

10

1

3

5

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

9

8

7

6

16

14

13

12

9

8

7

●２４

●２４

●２４

２１○

○

○

●

○

○

○ ●図示

○

○

○

○

土間断熱材

地盤改良

※

○

※

※

押出法ポリスチレンフォーム３種ｂのスキン層付き

現場発生土を再利用する。

セメント及びセメント系固化材を使用した改良土を使用する場合、六価クロム溶出試

験を実施し、土壌環境基準を勘案して必要に応じ適切な措置を講じること。また、

再利用しようとする場合は、基準以下であることを確認すること。

とすること。

厚さ ※ ㎜ ○ ㎜

○

２５

土

工

事

３

杭の支持地盤への掘削深さ

基礎種別 ○ 杭基礎 杭の種別、本数等

工法

試験杭

※

※

※

構造図による

構造図による

地

業

工

事

４

2 地盤の載荷試験

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ地業

床下防湿層

(4.2.4)

(4.6.3)

 (4.6.4)

(4.6.5)

○

※

※

直接基礎

平板載荷試験

厚さ（㎜）

材料

厚さ（㎜）

ポリエチレンフィルム　厚さ0.15mm　重ね幅縦及び基礎梁際のみ込み 250㎜以上

施工範囲

※

※

○

※

杭の載荷試験

継杭溶接部試験

載荷試験

再生クラッシャラン

※

○

○

試験箇所数

設計地耐力

建物内の土間スラブ(土間ｺﾝｸﾘｰﾄ含む)の直下（ピット下を除く）

捨ｺﾝｸﾘｰﾄの直下

○

○

○

○

○

箇所

t/㎡

（試験位置図示）

６０

５０

砂利及び砂地業

※

ｱｰｽｵｰｶﾞｰの支持地盤への掘削深さ

杭継手

杭の水平方向位置ずれ精度

※

※

※

ｱｰｸ溶接 ○ 無溶接継手

構造図による

構造図による

構造図による

3 山留めの撤去

(3.3.3)

※

○

撤去する

在置する

施行規則第７条第３項１３号及び第４項に規定する方法

京都府土砂等による土地の埋立て等の規制に関する条例○

仮置場所

構外搬出適切処理

構内指示の場所にたい積

構内指示の場所に敷き均し

○

○

土壌調査

(3.2.5)

建設発生土 下記に定めるほかは、現場説明書による※

行う（受入場所指定の検査）※

※受入場所

構外指示の受入場所に処分○

※ 中丹東土木事務所管内及び丹後土木事務所管内で、

搬出土量が少量（５００m3以内）かつ緊急の場合等

○

埋め戻し及び

盛土 (3.2.3)

○

※

○

○

○

Ａ種　砂質土（山砂の類）を水締め又は機器による締固め

Ｂ種　根切り土の中の良質土を機器による締固め

Ｃ種　他現場の建設発生土の中の良質土を機器による締固め

Ｄ種　再生コンクリート砂を水締め又は機器による締固め

建設発生土（盛土材）の外部からの受入土量（

発生場所　（

ｍ3）

）

(表3.2.1)

切込砂利及び切込砕石

の処理

図示による

図示による

図示による

(一財)城陽山砂利採取地整備公社

○

○

行う（構造図による）

行う（構造図による）

行う（浸透探傷試験　　　　　　　本）

行う（下記以外は構造図による）

「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針」((一財)日本建築ｾﾝﾀｰ)を参考

１

●

改良方法

7

6

5

4

3

2

1

柱状改良

●

●

コ

ン

ク

リー

ト

工

事



工事名称

図面名称

キタイ設計（株）
一級建築士319755号　小川　龍二

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事

特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項項　　　　目章特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項項　　　　目章特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項項　　　　目章特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項項　　　　目章

建築工事特記仕様書（その３）

A-03

2

1

3

4

6

5

4

3

2

1

10

9

○●

●

●

●

○●○●●○

●○

施工後の確認及び

行う○行わない※

行う※行わない○

石の厚さ ㎜

(ただし、透湿係数を除く規格に適合するものとする)

(10.2.3)

(10.5.3)

(10.4.3)

(10.3.3)

接着剤のホルムアルデヒド放散量

材料(集成材、合板等)のホルムアルデヒド放散量

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

伸縮調整目地位置

一般目地幅

シーリング材の目地寸法

伸縮調整目地位置

一般目地幅

シーリング材の目地寸法

伸縮調整目地位置

一般目地幅

シーリング材の目地寸法

伸縮調整目地位置

一般目地幅

シーリング材の目地寸法

○

○

○

シーリング材の目地寸法

伸縮調整目地位置

一般目地幅

○○

施　　　　工　　　　箇　　　　所

(ただし、透湿係数を除く規格に適合するものとする)（機械的固定工法）

接着力試験機による引張接着強度の測定を行う

種　類（産地、名称、形状、寸法）

○

※

　　　　mm○

（接着工法）

Ａ種ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材の密度及び熱伝導率の規格に適合するもの

Ａ種押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材の保温板（機械的固定工法）

※

※

Ａ種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材の保温板２種１号又は２号(JIS A 9511)

厚さ

○

　　　　mm

※

○

Ａ種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材の保温板２種１号又は２号(JIS A 9511)

厚さ

対策

揮発性有機化合物

箇所

目荒し工法○MCR工法○

(11.2.7)ごしらえ

下地及びタイル

表11.1.1による

抵抗性

すべり

○※床面

(11.4.2)

(11.3.2)

(11.2.2)

タイルの試験張り 行わない※ 行う○

(11.1.5)

Ｄ種○

芯材樹種名 見付材面の品質 含水率

○

※15%以下

化粧板厚寸法化粧樹種名使用箇所

化粧ばり構造用集成柱○

芯材樹種名 見付材面の品質 含水率

○

※15%以下

化粧板厚寸法化粧樹種名使用箇所

化粧ばり造作用集成材○

※15%以下　○　　

含水率見付材面の品質寸　法樹　 種使用箇所

○ 造作用集成材

「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

5

○無節　※上小節

含水率

○ 下地用針葉樹製材

「製材の日本農林規格」による製材

○１級　※２級

等　　級 形　　状寸　法樹　 種使用箇所 含水率

製材

○小節　○並　　

造作用針葉樹製材

等　　級 形　　状寸　法樹　 種使用箇所 含水率

「製材の日本農林規格」以外の製材

○特等　※１等

○２等

広葉樹製材○

等　　級 形　　状寸　法樹　 種使用箇所 含水率

(表12.2.2)

材面の品質

※Ａ種　○Ｂ種

含水率難燃処理防虫処理寸　法樹　 種使用箇所

「集成材の日本農林規格」による造作用集成材(12.2.1)

芯材樹種名

芯材樹種名化粧樹種名 化粧板厚寸法使用箇所

化粧ばり構造用集成柱○

(12.2.2)

(12.2.1)

しない材料使用（化粧加工したもの）

非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散※

○

しない塗料使用（塗装したもの）

非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散※

非ホルムアルデヒド系接着剤使用（塗装していないもの）※表示がない場合

表示がある場合

タイルの試験張り 行わない※ 行う○

(11.4.2)

(11.4.3)

型枠先付け

陶磁器質タイル6

(11.3.3)

隔て板

㎜石の厚さ

㎜

㎜目地

行う○行わない※

行う○行わない※石材裏面の補強用モルタル（乾式工法）

石裏面処理

㎜石の厚さ

取付金物 ○

乾式工法○内壁空積工法○外壁湿式工法○取付工法

笠木、甲板等

行う○行わない※

㎜

㎜目地

㎜石の厚さ

裏面及び裏打ち処理

取付金物 ○(10.7.1)

～(10.7.4)

(10.2.2) 乾式工法○内壁空積工法○外壁湿式工法○取付工法

アーチ、上げ裏等特殊部位の石張り5

㎜

㎜目地

石裏面処理

㎜

㎜目地

㎜石の厚さ

裏面及び裏打ち処理

受金物の材質、形状及び寸法 ○

）ロッキング方式○スライド方式○(

( ）ロッキング方式スライド方式○ ○

㎜

㎜目地

あと施工ｱﾝｶｰ横筋流し工法あと施工ｱﾝｶｰ工法○ ○(10.2.2)

施　工　箇　所 形状・寸法等種石の大きさ

1.5～12mm※

㎜石の厚さ

 (表10.2.1)

(9.7.5)

(9.7.3)

(9.7.2)

表9.7.1

8 施工標識

○真鍮製エッチング仕上 150×100※

設置数量

材質

工事完了後に監督職員の指示する位置へ取り付ける。

表9.6.2

種 　別 施　　　　　工　　　　　箇　　　　　所防水層

7

6

C-UP

C-UI

○

○

(表9.6.2)種別

(9.6.3)

ｹｲ酸質系塗布防水5

表9.5.2

表9.5.1

防水層

PC部材入隅増張(※有り○無し)

PC部材入隅増張(※有り○無し)

SI-F2○

PCコンクリート部材下地の場合の目地処理 ○

材質

断熱材（断熱工法）

SI-M2SI-M1 ○○

S-F2○

SI-F1○

S-M3S-M2S-M1 ○○ ○

表9.4.2

～(9.4.4)

(表9.4.2)

S-F1○

防水層

材質

～(9.3.4)

設けない○設ける○防湿層

断熱材（露出防水断熱工法）

(露出防水絶縁断熱工法)

表9.3.3ASI-J1ASI-T1○○

AS-J2

AS-T2

AS-T4AS-T3 ○○ ○ 表9.3.2

表9.3.1AS-J1AS-T1 ○○ ○

(表9.3.1)～(表9.3.3)

表9.4.1

防水層

Ｂ種(18%以下)Ａ種(15%以下)

Ｂ種(20%以下)Ａ種(15%以下)

○※

○※

表11.1.1による

特注○無し○

標準※有り○

特注○無し

標準※有り○

特注○無し○

標準※有り○

色役 物

無し○

有り○

無し○

有り

無し○

有り

耐凍害性
形状・　施工箇所・　

せっ器○

施釉○陶器○

無釉○磁器○

せっ器○

施釉○陶器○

無釉磁器

せっ器○

施釉○陶器○

無釉磁器

釉 薬生 地
寸法(mm)ﾀｲﾙの種類 その他

工法

行わない○

図示による

○

○

図示による※

※外壁

屋内壁面(11.1.3)

伸縮調整目地等

張り

試験

タイルの見本焼き 行わない※ 行う○

タイルの種類陶磁器質タイル

タ

イ

ル

工

事

11
全面打診による確認を行う

※

※

接着力の試験

浮きの確認

(12.1.4)

Ｃ種○Ｂ種※ (表12.1.1)Ａ種○表面仕上げの程度表面仕上げ

工事完成までに、京都府内産木材証明書及びｳｯﾄﾞﾏｲﾚｰｼﾞCO2計算書を提出すること。

　　注)証明書は製材所、流通業者の全てが取扱い事業体でなければ発行されない。

使用木材のうち杉、ひのきについては京都府内産木材とする。

　証明書及び計算書の発行に係る手続きについては次の機関による。

造作材

下地材 (表12.2.1)

(12.2.1)

(12.2.1)

(12.2.1)

樹種

　　TEL：075-211-8895　URL：http://www.kcfca.or.jp/wood/index.php

　　京都府地球温暖化防止活動推進センター

工事完成までに、京都府内産木材の産地証明書を提出すること。

　　　 詳細は上記URLを参照すること。

○

可(表12.2.3)　(上記府内産木材の他、特記されているものは不可)

不可○

※代用樹種

※１等　○２等

樹　 種 寸　法 見付材面の品質使用箇所

○ 造作用集成材

集成材

○ 化粧ばり造作用集成材

※１等　○２等

見付材面の品質使用箇所 化粧板厚寸法化粧樹種名

F☆☆☆☆※ ○

○※ F☆☆☆☆

木

工

事

12

タイルの見本焼き 行わない※ 行う○

施工箇所・　

ﾀｲﾙの種類

形状・　

寸法(mm) その他

工法

特注○無し○

標準※有り○

特注○無し○

標準※有り○

色役 物

せっ器○

施釉○陶器○

無釉○磁器○

せっ器○

施釉○陶器○

無釉○磁器○

釉 薬生 地

タイルの種類

張付け用材料 接着剤のホルムアルデヒド放散量　 ※F☆☆☆☆ ○

屋内のワックス掛け

(10.6.3)

(10.6.2)石張り

床及び階段の4

行う○行わない※

※乾式工法○ 建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法を品質計画により定める。

）あと施工アンカー工法○あと施工アンカー横筋流し工法※

乾式工法

内壁空積工法  (

○

○工法

内壁石張り

ドレンパイプ

行う（表面処理の場合小口共）

○

○

ステンレスSUS304

行わない

※

※裏面及び裏打ち処理

）※ 流し筋工法(外壁湿式工法○工法

外壁石張り壁の石張り工法3

 (表10.2.2)

大理石※

種石の種類 表面仕上げ

(10.2.1)

テラゾ張り2

表面仕上げの種類

２等品

２等品

○

※

１等品

１等品

※

○

壁及びその他の石材

床用石材

施　工　箇　所

石の種類・表面仕上げ

石の品質

(10.2.1)

天然石張り1

石

工

事

10

石

工

事

10

目地寸法

)

)

○

○

○

（部位

（部位

引張接着性試験

簡易接着性試験

幅10mm以上、深さ10mm以上

幅5㎜以上、深さ5㎜以上

幅20㎜以上、深さ10㎜以上

○

※

※

※

※

その他の目地

ガラス回りの目地

コンクリートの打継ぎ目地及びひび割れ誘発目地

シーリングの試験

        による※ｼｰﾘﾝｸﾞ材の種類シーリング

壁張り式○据置式差込式○形状

適用範囲

材質止水板

受注者、防水施工業者、防水材料メーカーの連名による保証書を提出すること。

（保証年限は工事目的物引渡しより１０年間以上とする。）

※保証書

）屋外○屋内○（水張り試験を行う※漏水試験

シルバー ○

種 別

屋内防水

地下外壁防水

）※ 設ける 材種（脱気装置（絶縁工法）

１箇所／　　　㎡ ）

(表9.5.1)(表9.5.2)

仕上塗料

シルバー 

カラー

シルバー 

カラー

○

○

○

○

（設置数量）（材種

設ける

設ける

○

○

Y-2

Y-1

X-2

X-1

保護層 (Y-2)

脱気装置 (X-1)

○

○

○

○

種別

(9.5.3)

塗膜防水4

１箇所／　　　㎡ ）（設置数量）

○

（材種設ける

発泡ポリエチレンシート

○

※

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法を品質計画により定める。※

脱気装置

絶縁用シート

(露出の場合)

シルバー 

○

○

　(表9.4.1)

種　　　　　別

合成高分子系

ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水 仕上塗料

カラー○

種別

(9.4.2)

3

設置数量（１箇所／　　　㎡ ）

種　　　　　別 施　工　箇　所 仕上塗料

カラー○

種別

(9.3.2)

シート防水

改質アスファルト2

施　工　箇　所

タ

イ

ル

工

事

11

防

水

工

事

９

150便所床

●○ ● ●

●

便所壁 小口

○

鉄

骨

工

事

７
(18.3.2)

錆止め塗料 塗料の種別

鉄鋼面の錆止め塗料(7.8.3)

○

○

表18.3.1による Ａ種※ ○ Ｂ種

○ 亜鉛めっき鋼面の錆止め塗料

○

○

耐火被覆材の接着する面への塗装

鉄骨鉄筋コンクリート造の鋼製スリーブの内面（鉄骨に溶接されたものに限る）

表18.3.2による

○

○ 表18.3.1による

○※ Ａ種 ○ Ｂ種 Ｃ種

※ Ａ種 Ｂ種○

○ 行わない 行う

4 種類

○

○

外壁

間仕切り

施工箇所

※ 無石綿タイプ（タイプⅡ）

※

○

○

※

○

○

フラットパネル

デザインパネル(図示)

タイルベースパネル

フラットパネル

デザインパネル(図示)

タイルベースパネル

○

○

○

○

○

○

厚さ（㎜）

○

○

○

○

Ａ種

Ｂ種

Ｂ種

Ｃ種

工　法

※

（

○

○

（

※

有り

無し

有り

無し

耐火性能

時間）

時間）

３５

５０

６０

３５

５０

６０

８

・

コ

ン

ク

リー

ト

ブ

ロ

ッ

ク

・

Ａ

Ｌ

Ｃ

パ

ネ

ル

・

押

出

成

形

セ
メ

ン

ト

板

工
事

1 補強コンクリート

(8.2.2)

～(8.2.4)

ブロックの種類

コンクリートの設計基準強度 Ｆo（N/㎜２）

充填用及びまぐさ

上記以外

※ 16（Ｃ種）普通ブロック

※

※ 21 以上

○

○

○ 16-W（Ｃ種）防水ブロック

○ 床用 ○ 2350

押出成形ｾﾒﾝﾄ板

(8.5.2)

ブロック造

※

2 ブロックの種類

間仕切壁、地下二重壁、外壁、塀

外壁の化粧積み 空洞ブロック 16-W

(表8.3.1)

塀化粧ブロック

ブロック塀の基礎及び控壁のコンクリートの設計基準強度 Ｆo（N/㎜２）

※ 18 以上

○ 有 （ ）

各部の配筋 図示による

空洞ブロック 16

○

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ帳壁

及び塀

ＡＬＣパネル

(8.4.2)

～(8.4.5)

パネルの種類

外壁用

種　　　類

※

(表8.4.3)(表8.4.4)

1180

間仕切用 ※ 640

○ 屋根用 ※ 980

※

※ 建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法を品質計画により定める。

本特記仕様書「１章 一般共通事項　4 風圧力及び積雪に対する性能」を満足させること。

単位荷重(N/㎡)

○Ａ種

※Ｂ種

※Ｃ種

○Ｄ種

○Ｅ種

構法厚さ(㎜)

100※

○ 100

※

○

※ 100

○ 150

○

○ 3530

○ 1960

○

○

(ECP)

絶縁用シート

※ アルミニウム製 L-30×15×2.0  押え金物 ○

フラットヤーンクロス（70g/㎡程度）（保護防水断熱工法）

ポリエチレンフィルム厚0.15（保護防水工法）※

※

○

断熱材（保護防水断熱工法）

断熱材（露出防水断熱工法）

材質

材質

厚さ

厚さ

○

※

　　　　mm

○

○

※

　　　　mm

(ただし、特定フロンを含まないものとする。)

○

○ 乾式保護材

９

防

水

工

事

1 アスファルト防水

(9.2.2)

○

○

保護防水

露出防水

○

○

○

※

A-1

AI-1

B-1

BI-1

D-1

○

表9.2.3

表9.2.4

表9.2.5

表9.2.6

表9.2.7

防水層

○

○

○

○

A-2 

AI-2

B-2

BI-2

D-2

※

種　　　　　　　　 　別

○ 屋内防水 ※ E-1 ○ E-2

(表9.2.3)～

～(8.5.4)

21 以上

各部の配筋 ※ 図示による

(8.3.2)

(表8.4.2)

※

※ F種

F種

※ 有り（

○ 無し

耐火性能

時間）

※ 有り（

○ 無し

時間）

※ 有り（

○ 無し

時間）

※ 有り（

○ 無し

時間）

○

○

○

　　　　mm

こて仕上げ

床タイル張り等仕上げ

　　　　mm

　　　　mm

保護層　平場のコンクリート厚さ

Ａ種押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材の保温板３種ｂ(ｽｷﾝあり)

Ａ種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材の保温板２種１号又は２号(JIS A 9511)

※

ルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置

○ ○普通れんが 化粧れんが ○

※屋上排水溝

○ A-3

○ AI-3

○

○

B-3

BI-3

表9.2.9

表9.2.8

○ D-3

D-4○

○○ DI-1 DI-2

(表9.2.9)

～(9.2.5)

図示による

図示による ○

(ただし、透湿係数を除く規格に適合するものとする。)

立上り部の保護

適　　　用　　　箇　　　所 種  類　 の　 記　 号

表 　面　 形 　状

施　　工　　箇　　所

100

○

50

●

○●

1

17

3

○

○

○



工事名称

図面名称

キタイ設計（株）
一級建築士319755号　小川　龍二

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事

建築工事特記仕様書（その４）

A-04

章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

15

左

官

工

事

14

金

属

工

事

ステンレスの

(14.2.1)

(14.2.3)

陽極酸化皮膜の着色方法

○

○

溶融亜鉛めっき

電気亜鉛めっき

※ 二次電解着色

表面処理方法

○

○

Ａ種

Ｄ種

○

○

○

三次電解着色

種　　　　　　別

Ｂ種

Ｅ種

※

○

Ｃ種

Ｆ種

○

○

試　験

行う

行う

○

手すり 門扉

(表14.2.1)

(表14.2.2)

施　　　工　　　箇　　　所

※

○

○

ＨＬ程度

鏡面仕上げ

種  　　　 　類

下記以外の見掛り全て 

施　　　工　　　箇　　　所　　（手すり、タラップ、建具以外）

鉄鋼の亜鉛めっき

合金の表面処理

(14.2.2)

(表14.2.1)

表 面 処 理寸　法（㎜）

板幅

板厚

材 　　種

ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

○

※

ロール

押出し

○

○スパンドレル形○(14.6.3)

金属成形板張り

（施工箇所は図示） 設ける○設けない※伸縮調整継手

アルミニウム製

(14.7.2)

(14.7.3)

○

○

○

○

250 形

300 形

350 形

C-2 種（着色）

C-1 種（無着色）

D 種○

○

○

○

○

プレス※パネル形○

板厚(mm)

1.6

1.8

2.0

種　  類

B-1 種（無着色）

B-2 種（着色）

備 　　　　　　　　　　考表 面 処 理

(表14.7.1)

笠木

(表14.4.1)

25型

25型

※

○

19型

19型

○

※

屋外

屋内野縁等の種類

(14.4.4)

軽量鉄骨天井下地

屋外のはずれ留め補強 ※ 有り ○ 無し

屋外の野縁受け・吊りボルト・インサートの間隔

屋外の周辺部の端からの寸法

屋外の野縁の間隔

mm

mm

mm

屋外の軒天井、ピロティ天井等における耐風圧性を考慮した補強

○

○

○

○

天井下地材における耐震性を考慮した補強

天井のふところの補強（1.5m以上3m以下)

（3m超える）

※

※

吊りボルト間隔が900㎜を超える場合の補強方法

(表14.5.1)スタッド、ランナー等の種類

(14.5.3)

軽量鉄骨壁下地

スタッドの高さが5mを超える場合

※

表14.5.1におけるｽﾀｯﾄﾞの高さによる区分に応じた種類※ ○

○ 隅角部及び突当たり部等の役物は

本体製所造の仕様による｡

鏡面程度

○

○

Ｂ－１

ＨＬ程度

※

※

アルミニウム製

鋼製 亜鉛めっき

ステンレス製SUS304

○

○

※

(14.8.2)手すり 材　料　及　び　表　面　処　理 施　工　箇　所

タラップ及び丸環 材種 ※ ステンレス製SUS304（表面処理２Ｄ程度） ○

(14.8.3)

屋上点検口 寸法（㎜）

断熱材

○

○

φ600

有り

○

○

500角

無し

天井点検口 ※

○

アルミニウム製既製品（450 ×450 ）

アルミニウム製既製品（600 ×600 ）

床点検口 ○

○

○

アルミニウム製既製品（600 ×600 ）

ステンレス製既製品　（600 ×600 ）

鋳鉄製マンホール蓋

箇所

箇所

箇所

箇所

箇所φ型

(15.4.2)

※

○ セメント系

種類及び品質は表15.4.1による

○ せっこう系

○厚さ（㎜） 15※ 10

材塗り

左

官

工

事

15

モルタル塗り

(15.2.2)

～(15.2.5)

既製目地材

○ 適用する （形状 ）

仕上塗材仕上げ

(15.5.2)

仕上塗材の下地

(15.5.4)

ＡＬＣパネルの内壁目地部の形状 ※ Ｖ型目地付き ○

処理

ロックウール

ﾛｯｸｳｰﾙのホルムアルデヒド放散量

接着剤のホルムアルデヒド放散量

吹付け厚さ（㎜）

※仕上げ表による

※F☆☆☆☆

※F☆☆☆☆

施　　　　　　　工　　　　　　　箇　　　　　　　所

○

○

本特記仕様書「１章 一般共通事項　4 風圧力及び積雪に対する性能」を※性能

満足させること。16

建

具

工

事

建具見本の製作 ○ 行う （建具番号 ）見本の製作等

特殊な建具の仮組 ○ 行う （建具番号 ）(16.1.4)

外部に面するアルミニウム製建具の性能等級 　　(表16.2.1)アルミニウム製

性能等級 ※ Ａ種 ○ Ｂ種 ○ Ｃ種建具 (16.2.2)

耐風圧性 ※ Ｓ－４ ○ ※ Ｓ－５ ○ ※ Ｓ－６ ○～(16.2.4)

気密性 ※ Ａ－３ ○ ※ Ａ－４ ○

水密性 Ｗ－４ ○ ※ Ｗ－５ ○

枠見込み(㎜) ※ 100 ○

表面処理 (表14.2.1)

種　　　　　　別 色 施　　　工　　　箇　　　所

○

○

○

○ 防音ドアセット、防音サッシの適用 （遮音性の等級 ）

○ 断熱ドアセット、断熱サッシの適用 （断熱性の等級 ）

○ 耐震ドアセットの適用 （面内変形追随性の等級 ）

※

70 100○

※ 出入口のくつずりにステンレスを使用する場合は図示による。

(16.2.3) 防虫網 網の種別

形　　式

線径、網目

※

※

※

合成樹脂製

ステンレス製（SUS316）  

外部可動式

0.25㎜以上、16～18メッシュ

○

○

ガラス繊維入り合成樹脂製

固定式

○

外部に面する建具の耐風圧性

簡易気密扉の気密性、水密性

○

○

○

防音ドアセット、防音サッシの適用

断熱ドアセット、断熱サッシの適用

耐震ドアセットの適用

○

※

Ｓ－４

適用する

Ｓ－５

○ 適用しない

（遮音性の等級

（断熱性の等級

（面内変形追従性の等級

○ Ｓ－６

）

）

）

(表16.2.1)

めっきの付着量 ○※ Z12又はF12を満足するもの

鋼板

JISただし書き建具の寸法許容差（これ以外は標仕による）

※ 製造所標準製作規定寸法許容差による

○※ 図示による

図示による ○

防犯建物部品 開口部の進入防止対策上有効な措置が講じられた「防犯建物部品」を適用する箇所

(16.1.6) ・ ドア ( )

・ サッシ ( )

・ シャッター ( )

適用箇所

適用箇所

適用箇所

あと施工アンカーの引抜き試験

○

行う

行わない

箇所以上、 　 N/箇所（ ）1 一般事項

(14.1.3)

No.2 B程度

3

4

※

(14.4.2)

行う

行う 行わない

行わない

行う

行う（　図示による　）

開口補強

7

8

○※

9

10

12

13

床塗り

浮きの確認

外壁タイル張り下地等の均しモルタル塗りの確認及び試験

接着力試験

目地の設置

※ 全面打診による確認を行う

行う※ ○ 行わない

※ 有り

○ 無し

○※ 押目地 )( 種別マスチック塗材5 (表15.6.1)○ Ａ種 Ｂ種※

仕上塗り 種類 適用箇所(15.6.2)

(15.8.2)

(15.8.3)

※防火戸 (16.1.3)

○ 標準 ○ 特注

標準 ○ 特注

○ 標準 ○ 特注

○ 標準 ○ 特注

3

○※ 図示

水切り、ぜん板等 ※

外部に面する樹脂製建具の性能等級

性能等級

耐風圧性

気密性

水密性

※ Ｓ－４

Ａ種

○ ※ Ｓ－５

○ Ｂ種

○ ※ Ｓ－６

○ Ｃ種

○

○

※ ○Ａ－４

※ ○Ｗ－４ ※ ○Ｗ－５

）

）○T-2

○

○T-1

○

○

（断熱性の等級

（遮音性の等級

断熱ドアセット、断熱サッシの適用

防音ドアセット、防音サッシの適用

○

○

○H-4 H-5

枠見込み(㎜)

(表16.3.1)

(16.3.2)

(16.3.4)

樹脂製建具7

○図示※

表面色 ○ 標準色

ガラス ※ 複層ガラス ○

○ 特注色

単層ガラス ○ 三重ガラス ○

(16.4.2) (表16.4.1)

溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯（JIS G 3302による）

○ 溶融亜鉛－5%ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金めっき鋼板及び鋼帯（JIS G 3317による）

めっきの付着量 ○※ Y08を満足するもの

～(16.4.4)

図示による

4

図示による ○

○図示による

結露水の処理方法 ※ 図示による ○

鋼板類の厚さ

が950mm又は有効高さが2,400mmを超える場合は除く）

※

○

表16.4.2（片開き、親子開き及び両開き戸の有効開口幅

mm

建築基準法に基づき定まる風圧力・積雪荷重に対応した固定金具の間隔、固定方法等

Ｃ種※外部 Ｅ種※内部

※ F☆☆☆☆ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

外装薄塗材Si

外装薄塗材Ｅ

可とう形外装薄塗材Ｅ

防水形外装薄塗材Ｅ

（

外装薄塗材Ｓ

内装薄塗材Ｃ

内装薄塗材Ｌ

内装薄塗材Si

内装薄塗材E

内装薄塗材Ｗ

○ 増塗材 ）

○

○

○

○

着色骨材砂壁状

砂壁状じゅらく

平たん状

ゆず肌状

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

砂壁状

ゆず肌状

砂壁状

ゆず肌状

砂壁状

平たん状

ゆず肌状

砂壁状

平たん状

ゆず肌状

ゆず肌状

凹凸状

砂壁状

凹凸状

平たん状

ゆず肌状

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

ゆず肌状

さざ波状

ゆず肌状

さざ波状

ゆず肌状

凹凸状

さざ波状

吹付け

ゆず肌状

凹凸状

さざ波状

さざ波状

凹凸状

さざ波状

ゆず肌状

凹凸状

さざ波状

○

吹付け

ロｰラ-

吹付け

ロｰラ-

吹付け

こて塗

ロｰラ-

こて塗

吹付け

こて塗

ロｰラー

ロｰラー

吹付け

吹付け

吹付け

こて塗

ロｰラ-

吹付け

こて塗

ロｰラ-

工 法 備　考

 (表15.5.1)

○

○

○

○

○

○

○

○

外装厚塗材Ｃ

（

外装厚塗材Si

外装厚塗材Ｅ

（

内装厚塗材Ｃ

内装厚塗材Ｌ

内装厚塗材Ｇ

内装厚塗材Si

内装厚塗材Ｅ

○

○

上塗材

上塗材

）

）

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

吹放し

平たん状

ひき起し

吹放し

平たん状

ひき起し

吹放し

平たん状

ひき起し

平たん状

ひき起し

平たん状

ひき起し

吹放し

平たん状

ひき起し

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

凸部処理

凹凸状

かき落とし

凸部処理

凹凸状

凸部処理

凹凸状

かき落とし

凹凸状

かき落とし

凹凸状

かき落とし

凸部処理

凹凸状

○

○

○

○

吹付け

こて塗

吹付け

こて塗

ロｰラ-

吹付け

こて塗

こて塗

こて塗

吹付け

こて塗

ロｰラ-

工 法 備　考

 (表15.5.1)

○ 平たん状 ○ 凹凸状 こて塗

○ 京壁状じゅらく ○ ゆず肌状 吹付け

薄付け仕上塗材(JIS A 6909)

厚付け仕上塗材(JIS A 6909)

○

○

○

○

○

複層塗材ＣＥ

複層塗材Ｓｉ

複層塗材Ｅ

複層塗材ＲＥ

可とう形複層塗材ＣＥ

○

○

○

○

○

凸部処理

凹凸模様

ゆず肌状

凸部処理

ゆず肌状

○ 凹凸模様

吹付け

ロｰラー

吹付け

ロｰラー

工 法 備　考

 (表15.5.1)

○

○

○

防水形複層塗材ＣＥ

防水形複層塗材Ｅ 

○

○

凸部処理

凹凸模様

ゆず肌状

吹付け

（

ロｰラー

○

増塗材)

防水形複層塗材ＲＳ

複層仕上塗材(JIS A 6909)

○

○

砂壁状

平たん状

吹付け

こて塗

工 法 備　考

 (表15.5.1)

吹付用軽量塗材

こて塗用軽量塗材

○ 調湿形

○ 調湿形

○

○

耐アルカリ性

耐湿性

○ 調湿形

※複層仕上塗材の耐候性

溶剤系○

つや有

アクリル系

水系

※

※

※

外観

樹脂

溶媒複層仕上塗材の上塗材

メタリック○つやなし○

○

軽量骨材仕上塗材(JIS A 6909)

耐候形３種

Ｂ－１種

Ｂ－２種 ※ 図示による

図示による※ ○

○

可とう形外装薄塗材Sｉ

防水形複層塗材ＲＥ

○

弱溶剤系○

表面仕上げ 塗り

吹付け

内装塗材のホルムアルデヒド放散量

施　工　箇　所（手すり、成形板、笠木、建具以外）種  　別 種  　類ｱﾙﾐﾆｳﾑ及びｱﾙﾐﾆｳﾑ

形　　　状 製 　法

種　　類（呼び名）

種　　類（呼び名）

種　　類（呼び名） 仕　上　げ

仕　上　げ

仕　上　げ

仕　上　げ

種　　類（呼び名）

セルフレベリング

鋼製建具

網戸

○

○

11

6

5

2

1

2

3

4

6

1

2

5

8

6

● ●

○

○ ○

○

●

●

○

使用箇所

表面の品質

表面の品質

（ ）薬剤の塗布○薬剤の加圧注入○

～(12.3.2)

(12.3.1)

○表面化粧加工あり

○表面化粧加工なし

○天然木化粧加工　○塗装加工

○１等　○２等　○３等

「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材

※14%以下

含水率

○

使用箇所 厚さ

造作用単板積層材○

防虫処理

○

○表面化粧加工あり

○表面化粧加工なし

○天然木化粧加工　○塗装加工

「単板積層材の日本農林規格」以外の造作用単板積層材

○

厚さ等級使用箇所

※12㎜

○　ﾘﾝｸﾞ張り下地材

※畳床下地材、ﾌﾛｰ ※２級以上

その他処理板面の品質接着程度樹種名

※１類

○特類

※Ｃ-Ｄ以上

○

構造用合板

○防虫処理

厚さ 各種区分

○

○

※１３Ｐタイプ又は１３Ｍタイプ

使用箇所

※15㎜

パーティクルボード

厚　さ等　級使用箇所

構造用パネル

※Ｃ-Ｄ以上

針葉樹

○

○

※5.5㎜

○

※２等以上

広葉樹

板面の品質樹種名厚さ

○２類

※１類

接着程度

○防炎処理

○難燃処理

○防虫処理

その他処理

普通合板

(12.2.1)

※｢製材の日本農林規格｣による保存処理 K1）

○ 行わない

ラワン材等（範囲：行う※防虫処理

行わない○

行う※防腐・防蟻処理

防虫処理

防腐、防蟻及び8

使用箇所 厚さ 防虫処理

○ 造作用単板積層材

床張り用合板

木

工

事

12

７

1

2

5

6

●○

0.4

○

塗装溶融亜鉛めっき鋼板

断熱材張り　○行う

けらば変形防止材

軒先面戸板

材料による区分

山ピッチ （㎜）

山　　高　（㎜）

形式による区分

表13.5.5による ○

(表13.5.1)

粘着層付タイプ

複層基材タイプ

○

○

一般タイプ○

改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ下葺材○○

※ JIS G 3322の屋根用コイル横葺○

建築基準法に基づき定まる風圧力・積雪荷重に対応した工法を品質計画により定める。

役物瓦の種類

　(13.4.3) 無有○雪止め瓦の使用 ○

○Ｊ型 ５３Ａ※種類、大きさ、産地等

　(13.4.2)

粘土瓦葺4

※

）

○

施工箇所（行う※

防露材のホルムアルデヒド放散量　※F☆☆☆☆　　

鋼管製といの防露

（開放性のある自転車置場のといを除く）設ける※

（屋内といにＶＰ管は使用しない）

硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管 ○配管用鋼管○

掃除口

といの材種

　(13.5.3)

　(13.5.2)

とい（雨水）

受注者、屋根施工業者、屋根材料メーカーの連名による保証書を提出すること。

（保証年限：工事目的物引渡しより　10 年間以上とする。）

※保証書

屋

根

及

び

と

い

工

事

13

本特記仕様書「１章 一般共通事項　4 風圧力及び積雪に対する性能」を

満足させること。

※性能

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940

厚さ(㎜)

 　(表13.2.1)

下　葺　材　料材 料 の 種 類 等屋根葺形式

平葺

瓦棒葺

建築基準法に基づき定まる風圧力・積雪荷重に対応した工法を品質計画により定める。

○製造所の指定業者とする※

※

専門工事業者

　(13.2.3)

(13.2.2)

建築基準法に基づき定まる風圧力・積雪荷重に対応した工法を品質計画により定める。

有り(軒先面戸・換気面戸)

３０分

0.80.6

）

(表13.2.1）

ｽﾃﾝﾚｽ鋼製○

無し

）

○

○

嵌合形 ○

）　防火性能（

※

○

）　厚さ（

板厚（㎜）

耐　力

はぜ締め形○

鉄鋼製（上塗り ※折板色　○

重ね形

種類（

○

※

※

※

※

(13.3.2)

折板葺3

※

長尺金属板葺

7 カラーベスト葺

○

●

○

○

● ●

イリュージョンS-next舗装／長谷川体育施設（㈱）他同等品



○

工事名称

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事

図面名称

キタイ設計（株）
一級建築士319755号　小川　龍二

章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

建築工事特記仕様書（その５）

A-05

○

16

建

具

工

事

※

※ 防音仕様、断熱仕様及び耐震仕様については図示による。

防火戸のガラス留め材は建築基準法に基づく防火性能認定品とする。

鋼製・軽量鋼製・ステンレス製

木製

※ シーリング材(SR-1) ○

ガスケット○

材　　　　　　　　　　　　　　　　　質

シーリング材(SR-1)※

建　　具　　の　　種　　類

アルミニウム製

○

※ １種 ○ ２種

パテ（木製用）  

パテ

※

グレイジングチャンネル

ガラス留め材

16

建

具

工

事

自動ﾄﾞｱ開閉装置

補助センサを

併用する

そ　の　他

○

○

○

○

ﾀｯﾁｽｲｯﾁ

押しﾎﾞﾀﾝｽｲｯﾁ

ﾍﾟﾀﾞﾙｽｲｯﾁ

多機能　 ｽｲｯﾁ

○

○

○

○

○

○

ﾏｯﾄｽｲｯﾁ

光線ｽｲｯﾁ

熱線ｽｲｯﾁ

音波ｽｲｯﾁ

光電ｽｲｯﾁ

電波ｽｲｯﾁ

セ　ン　サ　の　種　類

○

※

※

○

自閉式上吊り

引戸装置

性能値等の区分

性能等

品質・規格

適用戸の総質量(kg)

手動開き力(N)

手動閉じ力(N)

 ○40以下

 ※15以下

 ※15以下

○

○

 ○40を越えるもの

 ※20以下

 ※20以下

○

○

重量シャッター 種　類

開閉方式

○

○

○

○

※

外壁用防火シャッター(ｼｬｯﾀｰｹｰｽ※設ける)

屋内用防火シャッター(ｼｬｯﾀｰｹｰｽ※設ける)

屋内用防煙シャッター(ｼｬｯﾀｰｹｰｽ※設ける)

上部電動式（手動併用） ○ 上部手動式 

（電動式シャッターには保護装置を設ける。）

耐風圧強度

耐風圧強度

一般重量シャッター　(ｼｬｯﾀｰｹｰｽ○設ける)

軽量シャッター 開閉方式 上部電動式（手動併用） ※ 手動式 

（電動式シャッターには保護装置を設ける。）

耐風圧強度

オーバーヘッド セクション材 ※ ｽﾁｰﾙﾀｲﾌﾟ ○ ｱﾙﾐﾆｳﾑﾀｲﾌﾟ ○ ﾌｧｲﾊﾞｰｸﾞﾗｽﾀｲﾌﾟ

開閉方式

収納形式

ガイドレール等

※

※

○

※

バランス式

スタンダード型

ハイリフト型

溶融亜鉛めっき鋼板

○

○

○

チェーン式

ローヘッド型

バーチカル型

○

○ 電動式バランス式

（電動式には保護装置を設ける。）

ガラス 材料

○○

線入板ガラス

合わせガラス

強化ガラス

複層ガラス

熱線吸収ｶﾞﾗｽ

熱線反射ｶﾞﾗｽ

倍強度ガラス

種　　　　別 種　　　　別

○

○

○型板ガラス

ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ

○

網入板ガラス

乳白

ガラスブロック

※

※ 建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法を品質計画により定める。

寸  法（㎜）

×

○

○ 図示

○

○

クリア ○

○

カラー（

熱線反射

※

○

なし

あり

防 火 認 定厚 さ（㎜）

)

パターン色　 　　調

○ 金属製化粧カバー ※材質

※寸法・形状 図示による

SUS304

ポリカーボネイト 種類
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塗

装

工

事

(19.2.2)(19.3.3)

(19.9.2)

(19.7.2)(19.8.2)

ビニル床シート

(19.2.2)

単層ビニル床シート

複層ビニル床シート

○

※

○

○

発泡複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

クッションフロア

区分

発
泡
層
無

発
泡
層
有

種　　　　　　類 記号

ＴＳ

ＦＳ

ＨＳ

ＫＳ

※※ 熱溶接※ 無地

○ マーブル

2.5

○

2.0

厚さ(㎜) 色　　柄 工　法 施工箇所

仕上表に

よる

3 ビニル床タイル

(19.2.2)

○

○

○

○

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

単層ビニル床タイル

置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

○複層ビニル床タイル

薄型置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

区分

接
着
形

置
敷
形

種　　　　　　類 記号

ＫＴ

ＴＴ

ＦＯＡ

ＦＯＢ

ＦＴ

品 質 ・ 規 格

2.5

○

2.0

○

※

厚さ(㎜)

帯電防止床シート

帯電防止床タイル

※

○

体積抵抗値  1.0×10 9 Ω以下 

帯電防止床シート、

床タイル(19.2.2)

(19.2.2)

○

○

塩化ビニル系

レジンコンクリート系

磁器又はせっ器質タイル

※

○

○

３００㎜角

１５０㎜角

(19.2.2)

耐動荷重性床ｼｰﾄ6

○

○ ○

○

備考

めっき

鋼面

鉄
　
鋼
　
面

○

○

※

－

○

※ －

１種水系さび止め

変成ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾌﾟﾗｲﾏｰ

鉛酸ｶﾙｼｳﾑさび止め

Ｃ種

Ｂ種

Ａ種亜鉛

１種鉛・ｸﾛﾑﾌﾘｰさび止めＡ種

－ ○

○－ 鉛・ｸﾛﾑﾌﾘｰさび止め ２種

水系さび止め －Ｂ種

※○

　見隠れ部分

Ｂ種Ａ種

Ｂ種○Ａ種※

　見掛かり部分

鉄鋼面

塗装工程種別塗料種類

(表18.3.1)～(表18.3.4)

規格名称屋内屋外種別塗面

錆止め塗料の種別

(18.3.3)

(18.3.2)

錆止め塗料塗り

塗装工程

 (18.4.1)

工程の種別

記　号

ＳＯＰ 合成樹脂調合ペイント塗り

名　　　　　 　　　　称

鉄鋼面

木部

ＤＰ 耐候性塗料塗り

NAD ○ Ａ種 ※ Ｂ種

Ｂ種※Ａ種○クリヤラッカー塗りＣＬ

ｱｸﾘﾙ樹脂系非水分散形塗料塗り

Ａ種

○※ Ａ種 Ｂ種

○ ※ Ｂ種

Ｂ種※Ａ種○

屋内

屋外

ｺﾝｸﾘｰﾄ及び押出

成形ｾﾒﾝﾄ板面

上塗り ○ １級 ふっ素樹脂系等

ＥＰ-Ｇ つや有合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

○ ２級 シリコン系等

３級 ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系等

Ｂ種Ａ種○ ○ Ｃ種○

○ Ａ種 ※ Ｂ種

ＥＰ

ＥＰ-Ｔ

ＵＣ

合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ模様塗料塗り

ウレタン樹脂ワニス塗り

○

○

○

Ａ種

Ａ種

Ａ種

※

※

※

Ｂ種

Ｂ種

Ｂ種

ＯＳ オイルステイン塗り

ＷＰ 木材保護塗料塗り Ｂ種※Ａ種○

(表18.4.1)～

種　　　　別

○ ○
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カー

テ

ン

ウ

ォー

ル

工
事

2

3

メタルカーテン

PCｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ

(17.1.3)

耐風圧性

耐震性

水密性

気密性

耐火性

遮音性

断熱性

材料

形状・寸法

断熱材

見え掛り仕上げ

耐風圧性

気密性

材料

○

水平方向(KH)

○

○

※

○

○

Ｓ４

Ｗ１

Ａ１

図示

Ｔ１

Ｈ１

※

※

耐震性

耐火性

取付

○

○

○

○

Ｓ５

※

Ｗ２

Ａ２

30分

Ｔ２

Ｈ２

○

○

○

○

○

○

Ｓ６

Ｗ３

Ａ３

1時間

Ｔ３

Ｈ３

○

鉛直方向(KV)

○

○

○

○

○

○

水密性

形状・仕上げ

ガラスの取付

Ｗ４

Ａ４

Ｔ４

Ｈ４

○

○

○

○

○

※

Ｗ５

Ｈ５

○

○ 80 ○ 70 ○ 60

1.0 0.5

4 シーリング材及び ○※

コンクリート ○ ○種類 品質

○

※

図示による

図示による

1 性能 ※

満足させること。(17.1.3)

ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

○○

本特記仕様書「１章 一般共通事項　4 風圧力及び積雪に対する性能」を

○ A-2種(着色)A-1種(無着色)

(17.2.2)(17.3.2)

5 構造用ガスケット

(17.2.2)(17.3.2)

形状

寸法

※

※

図示による

図示による

○

○

ウォール

塗

装

工
事

F☆☆☆☆※ ○

監督職員の承諾する塗装業者  

日本塗装工業会の会員 

塗料のホルムアルデヒド等の放散量

○

(18.1.3)

塗装材料

塗装業者

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ及びその他ﾎﾞｰﾄﾞ面

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面

(表18.2.1)～(表18.2.7)

継目処理工法はＡ種とする。

塗り工法に応じた節の規定による

塗り工法に応じた節の規定による

透明塗料の場合はB種とする

Ｃ種

Ｃ種

Ｃ種

Ｃ種

Ｃ種

Ｃ種

○

○

○

○

○

※

Ｂ種

Ｂ種

Ｂ種

Ｂ種

Ｂ種

Ｂ種

Ｂ種

※

○

※

※

○

○

○

Ａ種

Ａ種

Ａ種

Ａ種

Ａ種

Ａ種

Ａ種

○

○

○

○

○

○

※

ｺﾝｸﾘｰﾄ及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

ｺﾝｸﾘｰﾄ及びALCパネル面

モルタル及びプラスター面

木部

～(18.2.7)

(18.2.2)

素地ごしらえ

厚さ mm
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内

装

工

事

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ・ﾀｲﾙ、ｺﾞﾑ床ﾀｲﾙ、ｶｰﾍﾟｯﾄ、ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ、ﾎﾞｰﾄﾞ類、断熱材の接着に使用する

塗料、フローリング材、ボード類、壁紙、断熱材のホルムアルデヒド放散量

※ F☆☆☆☆ ○

※ F☆☆☆☆ ○

(17.2.2)

～(17.2.3)

(17.3.2)

～(17.3.3)

耐温度差性(℃)

引き戸

金　物　の　種　類 見　え　掛　り　部　の　材　質 そ　 の 　他

引戸用錠 木製建具の場合

:ｼﾘﾝﾀﾞｰｶﾗｰ等はｽﾃﾝﾚｽ

クレセント○

引手類

建具製作所の仕様による。

木製建具の場合:ｽﾃﾝﾚｽ

）(

取付位置○

（○黄銅）

レール

(上吊りの場合を除く)

ステンレス, 黄銅は木製建具用のみ

戸車

（上吊りの場合除く）

(表16.8.1)

(16.14.2)

(16.9.2)

～(16.9.4)

12

ﾄｲﾚ

表5.8.2

表5.8.1

○

○片
引
き

引
分
け

片
開
き

SSLD-1

○

○

○

○

SSLD-2

DSLD-1

DSLD-2

SWD-1

SWD-2

種類 開閉装置性能値

(表16.9.1)～(表16.9.3)

設けない○設ける○凍結防止装置

(16.10.3)

(表16.10.1)

(16.11.2)

～(16.11.4)

14

○ ○

材　質

スラット及びシャッターケース用鋼板

JIS G 3302 Z12又はF12を満足するもの ○

○ JIS G 3312

めっきの付着量

○ Z12又はF12を満足するもの ○

(16.12.2)

～(16.12.4)

スラット

JIS G 3312 Z06又はF06を満足するもの

○

○ ○

○

材　質 めっきの付着量

JIS G 3322 AZ90を満足するもの

形　状

インターロッキング形

○ オーバーラッピング形

16

(表9.7.1)

行う　行わない ○○

掛り代エッジクリアランス

○

○

ガラス溝の大きさ

種　　　　別

鋼製建具

アルミニウム建具

ステンレス建具

○ ○

○

面クリアランス

○

○

( )熱線反射ガラスの映像調整

　　(表16.14.1)

※ 表16.14.1 ※ 表16.14.1 ※ 表16.14.1

(16.14.5)

19

○ 壁用金属枠及び補強材

○ 力骨 ※材質

※寸法・形状

SUS304

径5.5mmのはしご形状複筋及び単筋

○

○

○ 化粧目地モルタルの色

○

○

○ 伸縮調整目地の位置

20

(19.5.5)(19.5.4)

(19.4.2)(19.5.2)

○

※

視覚障害者用

床タイル

○

※○

○※

○ C種B種A種

C種B種A種

鋼製建具

塗替え

※※

亜鉛めっき鋼面 ※ 表18.4.3による

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面 ※

※

表18.7.1による

表18.7.2による

○

※木部 表18.8.2による

ｺﾝｸﾘｰﾄ､ﾓﾙﾀﾙ､ﾌﾟﾗｽﾀｰ､

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ､その他

ﾎﾞｰﾄﾞ面

※

※

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

表18.8.3による

表18.8.4による

屋内

屋内

ＬＥ ラッカーエナメル塗り

※ 表18.13.1による

～(18.14.2)

(表18.14.1)

○ Ａ種 ※ Ｂ種

揮発性有機化合物

対策

耐風圧性能

ステンレス鋼板

表9.7.1による

（○ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金　　○黄銅 ）

(16.14.2)

～(16.14.4)

ドア (16.13.2)

～(16.13.4)

樹脂板

接着剤のホルムアルデヒド放散量

品質規格はJIS A 5212 による

ガラス取付材料

素　　　　　地 種　　　　別 備　　　　考

種　　　　　類 性　　　　　　　能 　　厚　　さ　（㎜）

種　　　　　類 　　寸　　法　　（㎜） 　　寸　　法　（㎜）

種　　　　　類 　　厚　　さ　（㎜） 備　　　考

種　類　等 種　類　等

張り

張り●○

○●

○●

○

○●

○●

○●

○

●○

4.0

17

15

13

18

3

2

1

18

4

5

5

4

2

1

木目柄

○

○

○

○

○

16

建

具

工

事

鋼製軽量建具

○

○

○

防音ドアセット、防音サッシの適用

断熱ドアセット、断熱サッシの適用

耐震ドアセットの適用

（遮音性の等級

（断熱性の等級

（面内変形追従性の等級

）

）

）

※ 適用する（Ａ－３） ○ 適用しない

ステンレス鋼板（屋外）

ステンレス製建具 外部に面する建具の耐風圧性

簡易気密扉の気密性、水密性

○

○

防音ドアセット、防音サッシの適用

断熱ドアセット、断熱サッシの適用

○

※

Ｓ－４

適用する

○ Ｓ－５

○ 適用しない

（遮音性の等級

（断熱性の等級

○ Ｓ－６

）

）

(表16.2.1)

（面内変形追従性の等級耐震ドアセットの適用○ ）

SUS430J1L○SUS304

JISただし書き建具の寸法許容差（これ以外は標仕による）

表面仕上げ

曲げ加工

※ 製造所標準製作規定寸法許容差による

※

※

ＨＬ仕上げ

普通曲げ

○

○

鏡面仕上げ

角出し曲げ

SUS304 ○ SUS430J1Lステンレス鋼板（屋内）

ステンレス鋼板

※

※

※ JIS G 4305

SUS430○

木製建具 建具材の含水率の種別

代用樹種の適用

○

※

Ａ種

可

※

○

Ｂ種

不可

○ Ｃ種

ｼﾘﾝﾀﾞｰｶﾗｰ：ｽﾃﾝﾚｽ本締り錠○

グレモン錠 ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ:亜鉛合金，(○ｽﾃﾝﾚｽ 

）(

○ 取付位置○

ﾋﾝｼﾞｸﾛｰｻﾞｰ(ﾋﾟﾎﾞｯﾄ型)

ドアクローザー

ﾋﾝｼﾞｸﾛｰｻﾞｰ(丁番型)

閉鎖順位調整器

鋼（焼付け塗装 ）

ｶﾊﾞｰ部：ｽﾃﾝﾚｽ，(本体は鋼 

本体：ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金

ｽﾃﾝﾚｽ，（○鋼 ）

ｱｰﾑ部：鋼（焼付け塗装 

○

○

○

）

あおり止め付き(○ｽﾃﾝﾚｽ，○黄銅 ○

鋼（ｸﾛｰﾑめっき），（○ｽﾃﾝﾚｽ

亜鉛合金程度，戸当り

ｱｰﾑｽﾄｯﾊﾟｰ○

○

上げ落し 亜鉛合金程度，(○ｽﾃﾝﾚｽ ）

（フランス落し）

○

開き戸

金　物　の　種　類 見　え　掛　り　部　の　材　質

シリンダー箱錠

○

そ　 の 　他

握り玉：ｽﾃﾝﾚｽ

ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ：ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金， ）(

○ 取付位置○

建具用金物 マスターキーの製作

※

○

作成する

在来マスターキーに合わせる

（ グループ、各グループ 個 ） ○ 作成しない

(16.5.2)

簡易気密型ドアセットの気密性

～(16.5.4)

鋼板 ※

○ カラー鋼板

○ ビニル被覆鋼板

○ ステンレス鋼板

(16.6.2)

○ SUS443J1

○ SUS443J1

(表16.4.1)

～(16.6.4)

9

10

(16.7.2)

フラッシュ戸

表面材の合板の種類の適用及び品質等

表面板の厚さ

かまち及び鏡板の樹種

見込み寸法

かまち戸

○

○

見込み寸法

○

○

ふすま

上張りの種類

○

○

見込み寸法 ○

戸ぶすま

見込み寸法 ○

紙張り障子

接着剤のホルムアルデヒド放散量 ※ F☆☆☆☆ ○

実用性能項目

※ ｸﾞﾚｰﾄﾞ３以上

(鋼製建具、鋼製軽量

建具、ｽﾃﾝﾚｽ建具)

○

実用性能項目

※ ｸﾞﾚｰﾄﾞ３以上

(鋼製建具、鋼製軽量

建具、ｽﾃﾝﾚｽ建具)

○

ケースハンドル錠 ステンレス

○空錠

○

握り玉：ｽﾃﾝﾚｽ

ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ：ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金， ）(

○ 取付位置○

○黄銅，○合成樹脂

点検口錠

丁番

のみ

亜鉛合金は木製建具用

○ 自閉装置付き点検口軸吊りヒンジ

フロアヒンジ ドアクローザー

遅延閉り機能付き○

押棒・押板 (○ｽﾃﾝﾚｽ，

亜鉛合金程度，

ｽﾃﾝﾚｽ，

ｶﾊﾞｰ部:ｽﾃﾝﾚｽ，(○亜鉛合金 

ｶﾊﾞｰ部：ｽﾃﾝﾚｽ，(本体は鋼 

(○黄銅 ）

(○ｽﾃﾝﾚｽ ）

）

○ 取付位置

( ）

○

○

○

ピボットヒンジ

(表16.8.1)

(16.8.2)

～(16.8.4)

※

※ 36mm

※

※ 19.5mm

※

※ 30mm

※ 30mm

図示による

図示による

図示による

鋼板類の厚さ

○

※

が950mm又は有効高さが2,400mmを超える場合は除く）

mm　

表16.5.1（片開き、親子開き及び両開き戸の有効開口幅

表面処理亜鉛めっき鋼板

）

）

）

）

）

（○ｽﾃﾝﾚｽ,　○黄銅 ）

（○ｽﾃﾝﾚｽ,　○黄銅 ）

）

建具製作所の仕様による

12

11

（　680　）N/㎡

● ●

●



工事名称

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事

図面名称

キタイ設計（株）
一級建築士319755号　小川　龍二
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20

○

断熱材厚さ ○ 50　mm

○

○

○

○

○

○

塩化ビニル製

15

ユ

ニ

ッ

ト

及

び
そ

の

他

の

工

事

2020

ユ

ニ

ッ

ト

及

び
そ

の

他

の

工

事

(表19.7.1)せっこうボード、

その他ボード

及び合板張り

種別

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

化粧せっこうボード(GB-D)

不燃積層せっこうボード(GB-NC)

シージングせっこうボード(GB-S)

強化せっこうボード(GB-F) 

ロックウール吸音ボード(RW-B)

グラスウール吸音ボード(GW-B)

ロックウール化粧吸音板(DR)

けい酸カルシウム板(0.8FK)

メラミン樹脂化粧板

難燃木毛セメント板

断熱木毛セメント板

普通合板

天然木化粧合板

特殊加工化粧合板

その他下張り用合板

※

種 　　　　　　　類

厚さ

厚さ

化粧板樹種

厚さ

表面性能　○Ｆ　○FW　○W　○WS

※

○

○

○

○

○

※

※

○

内部用

軒天用

タイプ２（無石綿）

JIS K 6903 による

○

○

12.5(不燃)

トラバーチン模様

模様なし

15(不燃)

21(不燃)

25

25

9.5(準不燃)

30

30

接着の程度

接着の程度

○

接着の程度

なら

○

○

フラット

立体模様

フラット

立体模様

○

○

25

25

○

○

しおじ

12.5(準不燃)

15(不燃)

○

○

9.5(準不燃)

○

○

20

20

12(不燃)

15(不燃)

12(不燃)

15(不燃)

○

※

○

○

表板樹種

化粧加工の方法

12.5(不燃)

9.5(不燃)

15

15

防虫処理○行う

防虫処理○行う

防虫処理○行う

※

12.5(不燃)

9.5(準不燃)

※

※

※

※

9(不燃)

12(不燃)

9(不燃)

12(不燃)

○

(軽鉄下地は専用のものとする)

吸音あなあきせっこうボード(GB-P)

※ 1.2

表19.7.1によるＪＩＳ規格品とする

軽量鉄骨下地ボード遮音壁の遮音シール材

(19.7.2)

19

内

装

工

事

○ ジョイントコンパウンド※ アクリル系シーリング

せっこうボードの目地処理 (表19.7.5)

合板類の張付け (表19.7.3)

壁紙張り

(19.8.2)

(19.8.3)

防火性能・品質・規格・施工箇所 ※ 図示による

(表18.2.7)

素地ごしらえ モルタル及びプラスター面 ○ Ａ種 ※ Ｂ種

○ Ａ種 ※ Ｂ種コンクリート面 (表18.2.5)

せっこうボード面

天井廻り縁 材質 ○ アルミニウム製

○ Ａ種 ※ Ｂ種

Ａ種 Ｂ種目地継目処理工法の場合 (表18.2.7)

(表18.2.4)

※ ○

突付け・目透し工法の場合

断熱・防露

(19.9.2)

(19.9.3)

ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材

ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ保温材

硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材A種

材　　　　　　　　　　料 そ　　の　　他

○

○

○

○

目透かし ○ 突付け 継目処理

○ Ａ種 ※ Ｂ種

スロープ及びボーダー

コンセント等の取付け

配線用取出し用開口

空調用吹出しパネル

※

※

※

○

製造所の標準仕様

製造所の標準仕様

対応品又は工場加工品

あり （ ※ 固定式 

○

○ 可変式 施工箇所は図示 ）

※

1 家具、ﾕﾆｯﾄ等の 収納家具その他ユニットに使用する材料で、合板、化粧合板、MDF等の

収納家具その他ユニットに使用する合板等の接着剤

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ等の放散量

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ等の放散量

※

※

F☆☆☆☆

F☆☆☆☆

○

○

含まれる可塑剤 ※ ﾌﾀﾙ酸-ﾌﾞﾁﾙ等を含有しない、難揮発性のもの ○

2 フリーアクセス

(20.2.2)

※ 建設技術評価制度｢耐震型ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱの開発｣の技術評価を取得した製品とする｡

寸法

(㎜)

フロア

高さ(㎜)

施　工　箇　所

20

ユ

ニ

ッ
ト

及

び

そ
の

他

の

工

事

遮音性能パネル圧接装置の操作方法パネル表面材・仕上パネル操作方法による種類4 移動間仕切

(20.2.4)

あと施工アンカー

引抜耐力試験 ※ 行う

3 可動間仕切

(20.2.3)

※

○

○

パネル式

スタッド式

ｽﾀｯﾄﾞﾊﾟﾈﾙ式

※

○

表　面　仕　上

アクリル樹脂焼付

メラミン樹脂又は

構成基材

ﾊﾟﾈﾙ内に取付ける建具

寸 法  ・  形 状遮 音 性

材質 寸法

5 トイレブース

(20.2.5)

表面材 ※

※

メラミン樹脂系化粧板

幅木型

（

（

※

○

標準色、アルミ製コーナーエッヂ付き

○ 足金物型

○ ポリエステル樹脂系化粧板

）

）

脚部

※ヒンジ グレビティーヒンジ

6 階段滑り止め

(20.2.6)

材種

形状

取付工法

※

※

ステンレス製（SUS304）

ビニルタイヤ入り

※ 接着工法 ○ 埋込み工法

※ あり （ ※ ビニル ○ SUS304 ）

幅 ※

7 階段手すり ○

○

ステンレス製　（SUS304　ＨＬ仕上）

集成材クリアラッカー仕上げ

ビニル製ハンドレール 

径

径

㎜

㎜

（仕様は金属工事参照）

○径 ㎜※ 丸型　 平型　 ㎜幅

8 黒板及び

(20.2.8)

○

○

額縁金属

品質・規格

黒板

※

※

○

※

○

アルミ製

焼付け

ほうろう

（表面処理の種別

寸 法（㎜）

※

※

○

※

Ｂ－２

色彩

緑

黒

白

○

○

○

○

○

曲面

スクリーン付引分け

曲面

スクリーン付引分け

Ｂ－１ ）

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

9 鏡 (20.2.9) 厚さ（㎜） ※ ５ ○

表示・標識

(20.2.10)

(20.2.11)

衝突防止表示

法令に基づく表示

10

室名札

※

○

※

○

５

外国語表現

寸 法（㎜）

５

寸 法（㎜）

※

○

○

※

材　　　　質

材　　　　質

○

○

行う

50×250

　印刷等の種類

※

○

150×150

色

シルク印刷

※

○

（

角太ゴシック

丸

○

○

英語

60×250

○

書　　　体

※

○

平付型

持出型

取付け形式

○

○

※

○

シルク印刷

備　　　　　　　　　　　　　　　 

○

○

）

平付型

持出型

取付け形式

考

※

○

５

外国語表現

寸 法（㎜）

※

○

材　　　　質

○

○

行う

600×600

色

※

○

（

角太ゴシック

丸

○

○

英語

100×600

書　　　体

○

○

　印刷等の種類

※

○

200×200

シルク印刷

○

○

○

）

平付型

持出型

取付け形式

館名板等

品質・規格

11 ブラインド

(20.2.12) ※

○

形 式

横形

縦形

※

○

ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金

ｱﾙﾐｽﾗｯﾄ

ス　ラ　ッ　ト　の　材　種

○ ｸﾛｽｽﾗｯﾄ

○ ※ ギヤ式

開　閉　方　式

○ コード式 ※

○

25

80

○ 35

100※

12 ロールスクリーン

(20.2.13)

操作方法

幅及び高さ

スクリーンの材種

品質・規格

○ スプリング式

○ 布製 ガラス繊維製

チェーン式

○ 木製

13 カーテン

(20.2.14)
取付箇所

形　　　式 開閉操作方法
ひだの種類

カーテン用切れ地の

(20.2.14)

引分片引ﾀﾞﾌﾞﾙｼﾝｸﾞﾙ 電動 ひも引 手引

○ ○ ○ ○

○

○

○

○○○

○○○

○○○

種別・品質・特殊加工等

消防法で定める防炎性能の表示があるもの

14 カーテンレール

(20.2.14)

材種

形式

形状

※

○

○

アルミニウム製

片引き

Ｃ型

○

○

引分け 

Ｄ型

○ ステンレス製

（暗幕用は300 ㎜以上の召合せの重ね掛けとする。）

○ 角型

○

15 ○

仕様等 溝幅×深さ（㎜）※ 90×150 ○ 150×80 ○ 120×80 ○

表面処理 ○ ○Ｃ－１（無着色） Ｃ－２（着色）

ブラインドボックス

ステンレス製（SUS304)（受枠とも）○

ゴム製（ステンレス製（SUS304）受枠）

硬質アルミニウム合金（受枠とも）

塩化ビニル製（コイル状　ステンレス製（SUS304）受枠）

○

○

○材種くつふきマット16

品質・規格鋼製書架及び棚17

品質・規格収納家具(木製)18

品質・規格

なし

あり

○

※

なし

あり

○

※

表面の材質枠　の　材　質

ｽﾃﾝﾚｽ製（SUS304）

ｱﾙﾐﾆｳﾑ製（B-2）

ｽﾃﾝﾚｽ製（SUS304）

ｱﾙﾐﾆｳﾑ製（B-2）

○

※

○

※

屋外

屋内

○

○

掲示板19

カウンター

21 洗面カウンター 材　　　種

奥行き（㎜）

○

○

メラミン樹脂化粧板張り（芯材：集成材）

約450 ○ 約600 ○

人工大理石（品質　図示）○

22 流し台ユニット

○

○

○

○

○

流し台

コンロ台

吊戸棚

水切り棚

部品寸法（㎜）

○

○

○

○

優良住宅部品

優良住宅部品

優良住宅部品

優良住宅部品

トラップ付き 

バックガード有り

高さ 約500 ㎜  

ステンレス製１段式

垂直式○傾斜式○

垂直降下式緩下機は消防法に基づく国家検定に合格したものとする。

品質・規格

形式

※非常用救助袋等23

120 個）（組用）○○

差込式○

6030

釣下式

○

※

（

形式市販品鍵箱24

○

○

○

銅版製　寸法 400×300×60

銅板製 両面文字掘込共 寸法Ｂ４版 厚さ５㎜

御影石 文字掘込共 寸法 450×600×30

○

○

○

定礎箱

定礎銘板

定礎石

 

定礎25

）箇所○１箇所※市販品（ステンレス鋼（SUS304）※

品質・規格

材種旗竿受金物26

アルミニウム合金

固 定 方 法

ベース式

埋込式

○

○

ロープ式

ハンドル式

○

※

　操 作 方 法

○

○

８

６

○

○

　地上高さ（ｍ）

同一断面型

テーパー型

形　　　　式

○

※

材　　　　質

品質・規格

○

※

旗ポール27

１０

６５０℃○４００℃※

品質・規格

最高温度(20.2.11)

煙突ライニング28 煙突用成形ライニング材及びキャスタブル耐火材

29 間知石及びｺﾝｸ

ﾘｰﾄ間知ﾌﾞﾛｯｸ

(20.4.2)

(20.4.3)

間知石の材種

ｺﾝｸﾘｰﾄ間知ブロック

地業の材料

練積みの工法

伸縮目地材の材種、厚さ

※

※

○

花こう岩

面の形状

質量区分

再生クラッシャラン

谷積み

○

○

○

長方形

ブロックＡ

○ 布積み

○

○

正方形

（

○

目塗り

ブロックＢ 

○ 六角形

○ 行う ）

○ Ｈ型

30 敷地境界石標 種別 ○ 花こう石類（文字記号入り） ※

31 車止め

※ 上下式鎖内蔵型

（ ○ ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ付き ）

※

○

ｽﾃﾝﾚｽ製（SUS304） ※

○

φ76.3 t=2.0

φ114.3 t=2.5 

柱径・肉厚（㎜）

※

○

GL+700

GL+850

高さ（㎜）

32 フェンス

※

○

亜鉛めっき

ビニル被覆

表　面　仕　上　等

○

○

樹脂塗装

○

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ

○

○

ｴｷｽﾊﾟﾝﾄﾞﾌｪﾝｽ ○

○

片開き

両開き

門扉の仕様

※

○

※

図示

なし

（ 市販品 ※ ）ステンレス製 径 30 mm

非常用進入口表示等は消防法に適合する市販品とし、その他は標準詳細図による。

○ ウレタン系シーリング

16

施　行　箇　所 品　質　・　規　格防火性能

○ 下表による

17

18

耐荷重性能

耐衝撃性能

ローリングロード性能

耐燃焼性能 ○

フリーアクセスフロアの試験方法

○

○

○

所定荷重 帯電防止 漏えい

抵抗性能

耐震性能

(※難燃処理○防炎処理)

(※難燃処理○防炎処理)

(※難燃処理○防炎処理)

表面仕上げ材の品質、規模等は、標仕１９章内装工事による。

図示による

（コンセント本体は別途設備工事）

（施工箇所は図示）

フロア

図示による

図示による

図示による

カーテンボックス

図示による ○ 市販品（アルミニウム製　押出し型材）

基礎 無筋コンクリート造３５０×３５０　H２５０程度

板面の品質

押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材

揮発性有機化合物

対策

構 造 形 式

約35mm

厚さ(mm)

厚さ(mm)

厚さ(mm)

ｺﾝｸﾘ-ﾄﾌﾞﾛｯｸ製（市販品）

規　　格　、　厚　さ（㎜）等

種　　　　　　　　　　類

両端ﾌﾗｯﾄｴﾝﾄﾞ

ホワイトボード

種　　類 備　　　　考

アクリル板

アルミ板

印刷等の種類

アクリル板

アルミ板

アクリル板

アルミ板

スラットの幅（㎜）

照明器具 施　錠

種　　　類 規　　　格 仕　　　様

形　　　　式 材　　　　質

種　　　　　　　類

せっこうボード(GB-R)○●

○

杉柾模様

トラバーチン模様 ○  9.5(不燃)

○

○

○

○ 6.0○ 8.0

○●

○ （底目地）

職員室

○

案内板（館内、各階、便所）

ピクトグラフ（便所、車いす、階段等）

○

○

防炎

保育室

遊戯室

相談室

休憩室

2倍

2倍

2倍

2倍

品質・規格

○●

●図示

○●

●

JIS A 9511

開口部等補修用接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量はJISで定めるＦ☆☆☆☆とする

特定フロンを使用しないものとする。※

※

発泡工法

断熱材現場 ※ ○

(難燃性を有するものとする)

Ａ種１
JIS A 9526

吹付け厚さ ○ mm

○

断熱材

打込み工法

グラスウール（24kg/m3）

○図示

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○図示

○

●

○

8

19

内

装

工

事

カーペット敷き

(19.3.3)

(19.3.4)

○ 弾性ウレタン樹脂系塗床材

※ 平滑仕上げ ○ 防滑仕上げ ○ つや消し仕上げ

塗厚（㎜） ○

合成樹脂塗り床

(19.4.2)

エポキシ樹脂系塗床材

※ 薄膜流し展べ仕上げ ○ 厚膜流し展べ仕上げ（ ○ 平滑 ○ 防滑 ）

○ 樹脂モルタル仕上げ ○ 平滑 ○ 防滑 ）(

フローリング張り

(19.5.2)

～(19.5.7)

15

○

○ モザイク ○ 接着工法○ ○

( 種別 ○ １種 ○ ２種 ○ ３種 ）

厚さ(mm)樹　種 下張り

○ １×６タイプ

フローリング ※ 15 ※ あり

○ ○ なし

○

下張りは合板張りによる。ただし、Ｃ種釘留め工法は下張りなしとする。

○合成樹脂発泡シート※接着工法のフローリング裏面の緩衝材

※

接着工法○

○ Ａ種 ○ Ｂ種

※ Ｃ種

釘留め工法

Ａ種 ○ Ｂ種

※ Ｃ種

単層フローリング

厚さ(mm)樹　種 下張り

○ フローリング ※ なら ※ あり

○ ○ なし

○ 接着工法

釘留め工法

15

○

○ フローリング ※ なら

○ ○ 接着工法

○ ﾓﾙﾀﾙ埋込工法 ○

複合フローリング

仕上げ塗装 ※

○

ウレタン樹脂ワニス塗り（１液形）Ｂ種

オイルステインの上ワックス塗り ○ 生地のままワックス塗り

縁甲板張り 樹　　種 等　　級 仕上程度 施工箇所

(19.5.1)

畳敷き (19.6.2) 種別 ○ Ａ種 ○ Ｂ種 ○ Ｃ種 ○ Ｄ種 (表19.6.1)

ゴム床タイル張り

(19.2.2)

ビニル幅木

(19.2.2) ○※ 60 ○ 75 ※ 1.5 ○ 2.0

10 ○ 織じゅうたん

種  別 織り方 パイル形状 帯電性

○ 適用

○ タフテッドカーペット

パイル形状 帯電性ﾊﾟｲﾙ長さ(㎜)

※ ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ工法 ○ 適用

○ ニードルパンチカーペット

厚さ(㎜) 帯電性

○ 適用

○ タイルカーペット

種別 パイル形状 寸法(㎜) 総厚さ(㎜)

※ 1種 ※ ループパイル ※ 500×500 ※ 6.5

タイルカーペットの敷き方 平場部分 ※ 市松敷き ○

階段部分 ※ 模様流し ○

下敷き材 ※ JIS L 3204(反毛フェルト)の　　　　　　呼び厚さ8㎜

○

見切り、押さえ金物 材質、形状等 ※

○

第２種２号

全面接着工法○

Ｃ種○

Ｂ種○

Ａ種○

厚膜型塗床材

(19.4.3)

薄膜型塗床材

○ エポキシ樹脂系塗床材

○ 根太張り工法

直張り工法

○ 8

○ 根太張り工法

○ 直張り工法

○ 8

○

○ 12

○ 8

○

(表19.5.1)～(表19.5.6)

13

14

9

○ ○

○

(19.2.2)

床タイル

防滑性床シート、

防滑性床シート

防滑性床タイル

図示による

厚　　さ（㎜） 寸　　法（㎜）色　　　　柄 品　質　・　規　格

防水処理足金物付

種　　　　　類 性　　　　　　　能 　　厚　　さ　（㎜）

種　　　　　類 　　寸　　　法　　（㎜） 　　厚　　さ　（㎜）

施　工　箇　所

種　　　別

種　　　別

工　　　法

工　　　法

備　　　考

備　　　考

施　工　箇　所

施　工　箇　所工　　法

施　工　箇　所

軟質 ○ 硬質

ボード

ブロック

パーケット

ボードタイプ

○
2.0

○ ○ 100●

○

○

○

なら

カバ

○

○

12

11

7



工事名称

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事

図面名称

キタイ設計（株）
一級建築士319755号　小川　龍二

建築工事特記仕様書（その７）
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23
22

行わない※行う○アスファルト混合物の抽出試験

舗装厚さの試験 行わない○行う※

～(22.8.6)

7 排水性舗装

舗装厚さの試験 行わない○行う※

透水性ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物の抽出試験 行わない※行う○～(22.7.6)

6 透水性舗装 

植

栽

及

び

屋

上

緑

化

工

事
常温系塗布工法

常温系ニート工法

常温系樹脂系混合物

○

○

○

舗

装

工

事

～(22.6.6)

(22.6.3)

カラー塗装 部　位種　　　　　　　　　　　　　類 配合その他

○ 自然石

○

※ 適用しない

※ 適用しない

石油樹脂（添加量　　　　）

車道部

歩道部

○

○

車道部の基層

適用する○

適用する○

ｱｽﾌｧﾙﾄ○

着色骨材○

ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物等の抽出試験

結合材

添加剤

加熱系ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物※

5

白線引き ○ペイント式  ○溶融式種　類

Ｂ種

Ｂ種

※

○

Ａ種

Ａ種

○

※

下敷きの使用材料は再生クラッシャランとする※

建物周囲その他

通　  路砂利敷き

(22.9.3)

規　格　品

２等品

○

※

工　　　　法

うろこ張り

○

※

厚さ（㎜）

80～100 

○

※小舗石（花崗岩）

舗石舗装

○

※

○

○ 100※ 80○ 60

○ 80※ 60

※ 80

厚　　さ（㎜) 色彩及び表面加工等

標準品 

○

○

※○

歩道部

車道部京ｴｺﾚﾝｶﾞ○

植生ブロック

透水性ブロック

標準ブロック

インターロッキングブロック舗装

○

○

※

○

8

６０

目　　　地

モルタル

砂

○

※

厚さ（㎜）

○

※

寸 法（㎜）

３００角

○

※

○擬石(S) 

カラー平板(C)

○洗出平板(W) 

普通平板(N)

コンクリート平板舗装

○

※

○ブロック系舗装

新植、移植樹木、 ※ 引渡しの日から１年 ○ 引渡しの日から 年

支柱材

○

○

○

○見切材

水抜き管

舗装材

ﾏﾙﾁﾝｸﾞ材

)

(

(

(

※

※

○

目地張り

目地張り

カット

○

○

○ ふるい ○ プラグ苗

)

)

○

樹木の種類、寸法、数量等

種　　類 寸　　法

※ 図示による ○

数　　量

下表による

備　　考

芝・地被類の種類

○

○

○ セダム類

図示による※

(厚さ      )(厚さ      )

(厚さ      )

屋上緑化 ○

○

屋上緑化ｼｽﾃﾑ

土壌層

屋上緑化軽量ｼｽﾃﾑ

※

※

軽量骨材

改良土

○

○ 人工軽量土

板状成形品排水層

)かん水装置 ○

○

設置する

設置しない

(

3 支柱材、幹巻き用

(23.3.2)

支柱材

幹巻用材料 

※

形式

防腐処理方法

※

杉(焼き丸太)

幹巻き用テープ

○

※

※

竹

加圧式防腐処理丸太

○

○

わら及びこも 

ひのき ○

○

○

から松(皮はぎ)

植込み用土 ※ 現場発生土の良質土 ○ 客土 （ ※ 畑土 ○ 黒土 ）

土壌改良材 ※

施工箇所

行う （ ※

※

パーク堆肥

植込み部分

○

○

）下水汚泥ｺﾝﾎﾟｽﾄ

2 樹木の種類等

(23.3.2)

※

樹木の種類、寸法、数量等

工法Ｄ種以外の工法で、現状地盤高と計画地盤高が同一でない場合は、計画地盤

高からを有効土層とする。 ただし、計画地盤高が現状地盤高より高い場合は、計画

地盤高まで植込み用土で盛土を行う。

種　　類 寸　　法

※ 図示による ○

数　　量

下表による

備　　考

1 植栽基盤整備

(23.2.2)

(23.2.3)

※ 行う

樹木の樹高

12ｍ以上

 3ｍ未満

芝、地披類

有効土層の厚さ（㎝）

※

工　　　　法

※

○

○

○

Ｂ種

Ａ種

Ｂ種

Ｃ種

Ｄ種

○

※

○

○

※

植込み部分

葉張りの範囲

図示

植栽範囲

(樹高7m以上)

整　備　範　囲

○

※ 100 ○ 120 ○ 150

※ 80 ○ 100

※ 60 ○ 80

※ 50 ○ 60

※ 20

 7～12ｍ未満

 3～ 7ｍ未満

23

植

栽

及

び

屋

上

緑

化

工

事

4 芝 (23.4.2)

(23.4.3)

○

○

種　　　　　別

※

○

※

○

べた張り

芝　張　り　の　工　法

※

○

筋芝張り

※

○

行わない

行う

客

※

○

土

畑土

黒土

図示による

図示による※ ○舗装構成及び厚さ

(22.8.2)

図示による※ ○舗装構成及び厚さ

(22.7.2)

歩道部

車道部(基層あり)

mm

mm

mm車道部(基層なし)舗装の厚さ

10

9

(22.10.2)

(22.9.2)

6

(23.5.5)(23.4.7)

(23.3.6)(23.3.4)

設置しない○

○ 設置する

※

形式

防腐処理方法

杉(焼き丸太) ○

※

※

竹

加圧式防腐処理丸太

○ ひのき ○

○

○

から松(皮はぎ)

材料

ノシバ

コウライシバ

～(23.5.4)

(23.5.2)

5

ノシバ

コウライシバ

図示による

目地張り

平地 切土法面 盛土法面

図示による

芝等の枯補償

品質・規格

品質・規格

品質・規格

材料

○

種　　　　　　　　類

　　種　　　　　　　類

種　　　　　　類

● 幅（㎝）● 15

○

○

材　種　（表21.2.1） 　　管　の　種　類1 排水管 (21.2.1)

遠心力鉄筋コンクリート管○ ※ 外圧管( ※ １種 ○ ２種)(21.2.3)21
※ ＶＰ ○ ＶＵ

○ ＲＳ－ＶＰ ○ ＲＳ－ＶＵ

排

水

工

事

○ ※ ＤＶ

早強セメント ※ 使用しない ○ 使用する

※ 低弾性タイプ ○ 高弾性タイプ

コンクリート版厚さの試験 ○ 行う ※ 行わない

○ ※2 側塊、排水桝及

排水枡の種類 ※(21.2.2)

○ 鋼鉄製マンホールふたの種類

種 類 　　適  用  荷  重 （安全荷量）

○ 水封形 ○ 密閉形(ﾃｰﾊﾟｰ･ﾊﾟｯｷﾝ式） ○ T- 2用（5KN） ○ T-6用(115KN)

○ 中蓋付密閉形 ○ 簡易密閉形(ﾊﾟｯｷﾝ式） ○ T-20用（50KN）

グレーチングふた

種 　　類 材　　　質 形 　　式 適用荷重 タイプ 上面形状

○ 溝ふた用 ○ 鋼製 受枠 ※ なし ○ 歩行用 ○ 普通目 ○ 平形

桝ふた用 ｽﾃﾝﾚｽ製 あり ○ T- 2用 ※ 細目 ※ 凹凸形

○ 嵩上げ用 ○ 鋳鉄製 ○ 図示 T- 6用

○ Ｕ字溝用 ○ 樹脂製 ボルト固定 ※ なし ○ T-14用

図示 ○ T-20用

歩車道境界ブロックのJIS による呼び名 ※ Ａ ○縁石

Ａ ○ Ｃ ○

砂利地業の厚さ ※ 100mm ○

○ 250A ※ 250Bコンクリート側溝

○ 250A ※ 250B ○

鉄筋コンクリートＵ形のJIS による呼び名 ○ 240 360A

現場打ちコンクリートの設計基準強度 Ｆc(N/㎜２） ○１８ ○

地業の材料 ○ C-40 ※ RC-40

1 路床

(22.2.3)

(22.2.5)22

舗

装

工

事

盛土に用いる材料 ○ Ａ種 ※ Ｂ種 ○ Ｃ種 ○ Ｄ種 (表3.2.1)

路床安定処理用材料 ※ 添加材料による安定処理 (表22.2.2)

種　類 ○ 地盤改良材 （ ） ○ 高炉ｾﾒﾝﾄＢ種

○ 普通ポルトランドセメント ○ 生石灰　特号 ○ 生石灰　１号

○ フライアッシュセメントＢ種 ○ 消石灰　特号 ○ 消石灰　１号

添加量 ㎏/m3

路床土の支持力比(CBR)試験 ○ 行う （ ※ 乱した土 ○ 乱さない土 ）

路床締固め度の試験 行う ○ 行わない

砂の粒度試験 ○ 行う ○ 行わない

2 路盤

材料 ※(22.3.3)

○ ○ ｸﾗｯｼｬﾗﾝ鉄鋼ｽﾗｸﾞ（CS-40) (22.3.5)

路盤締固め度の試験 行う

カラー舗装の種類3 アスファルト舗装

※ アスファルト舗装 ※ 顔料混入加熱アスファルト混合物(22.4.2)

～(22.4.6)

再生加熱アスファルト混合物の種類

区分

表層 ※ 密粒度アスファルト混合物（13) ※ 密粒度アスファルト混合物（13F)  

○ 細粒度アスファルト混合物（13） ○ 細粒度アスファルト混合物（13F)  

基層 ※ 粗粒度アスファルト混合物（20）

シールコート ※ 行わない ○ 行う （ 施工範囲 ）

アスファルト混合物の抽出試験 ○ 行う ※ 行わない

アスファルト締固め度、厚さの試験 ※ 行う ○ 行わない

舗　装　の　種　類

4 コンクリート舗装

(22.5.2)

～(22.5.6)

○

○

図示による

図示による

基床の厚さ呼び径

目地

種類 ○ 突合せ目地 ○ 収縮目地 ○ 伸縮調整目地 ○

間隔 ○ 5m程度ごと ○ 4m程度ごと ○ 3m程度ごと ○

注入目地材料

3 (21.4.2)

4

(21.4.2)

○ C-30 ○ RC-30 ○ C-20 ○ RC-20

路床の構成(22.2.2)

○遮断層 厚さ ○

材料 ○

○凍上抑制層 厚さ ○

○透水性舗装 フィルター層の厚さ 車道部 ○

歩道部 ○

路床安定処理 ○ 行う 行わない

※ (埋戻し部、盛土部)

路盤の厚さ mm(22.3.2)

※ ○ 行わない

施工

表層(mm) 基層(mm)

構成

スランプ(cm)厚さ(mm)部 位 設計基準強度(N/㎡)

○

○

○

図示による

図示による

図示による

図示による

図示による ○ 150mm

○ 50mm

○

○

硬質ポリ塩化ビニル管

硬質ポリ塩化ﾋﾞﾆﾙ管継手

再生クラッシャラン（RC-40,30,20)　

クラッシャラン（C-40,30,20）

ふた

舗　装　の　種　類

アスファルト ○ ストレートアスファルト※ 再生アスファルト

※ 一般地域 ○ 寒冷地域

鉄筋コンクリートL形のJIS による呼び名

コンクリートL形のJIS による呼び名

●

側塊の形状および寸法

●

●

●

●

● ●

●

●地先境界ブロックのJIS による呼び名

● 300B ● 180

○

150

11 クレイ舗装 ● コロニアルグラッサ　t=5.2mm／ケイミュー（株）他同等品以上



図面名称

工事名称

キタイ設計（株）
一級建築士 第319755号 小川龍二

膜構造建築物 設計概要書

A-08

－

上塗塗料のＪＩＳ規格（相当品）は 光沢品を規定している為、

種類・材質

＊摩擦接合では鉄骨の摩擦面の処理に注意する。摩擦面のすべり係数を０．４５以上（溶融亜鉛メッキ

された鉄骨の場合は０．４０以上）確保するため、「ブラスト処理・特殊塗料塗布、他」を行なう。

JIS規格品（SW付き）

F8T（溶融亜鉛メッキ高力ボルト）

F10T（S10T）

高力ボルト

アンカーボルト

中ボルト その他

注意事項

膜構造建築物 設計概要書

垂直積雪量

単位重量

階， 膜構造部分の階階， 地下地上

規

模
階数

設計荷重

鉄骨工事

構造用鋼材

風荷重

積雪荷重
長期

短期

コンクリート造

標準層せん断力係数 Ｃｉ＝地震荷重

躯体構造

高さ

鉄骨造 木造

建物概要

面積

工事種別 新築

建築用途

建築場所

物件名

改築増築 移転

階

N/（m ・cm）

cm

膜構造部分高さ

その他

m

塗装工事

（ ）

膜伏面積

その他

m

膜材溶着部

膜材料

2

（ ）

2

（ ）

膜工事

膜定着部

地表面粗度区分

速度圧 q =
2

風速 Vo =

N/m

m/s

N/m
2

2

N/m

サスペンション膜構造膜構造形式 骨組膜構造

（ ）

STK400

SSC400 ［軽量形鋼］

その他 （ ）

溶接構造用鋼材

SM490A その他

STKR490 ［角形鋼管］

STK490 ［炭素鋼鋼管］

STKR400

SS400 ［鋼鈑 ･ 平鋼 ･ 形鋼］

一般構造用鋼材

SN400B

その他 （ ）

SN400C

建築構造用鋼材

SN400A

SNR400B SNR490B

隅肉溶接のサイズ

s

s

30

18

２（両面溶接）

S

S

t

t

1511 13 17

25

43

19 22

4 5

5 5 6

28

76 8

s

t

s

s s

s

s

t ≦16

10

13

87

9 10

98

1211

10 11

14 15

12

16

t

t

6

0

°

-

2

S

S

2

-

S

2

-

S

2

-

16＜ t ≦32

2

S

3

-

t ≦16

１（片面溶接）

（単位：ｍｍ）

溶接

国土交通省告示第666号第二、2、二の表の（二）に適合する膜材料：

認定番号

国土交通省告示第666号第二、4、一のロまたはハに規定する接合とする

国土交通省告示第666号第三に規定する定着方法とする。

＜柱脚部塗装範囲＞

仕

上

塗

装

マ

デ

素

地

調

整

マ

デ

B.PL下端

根巻天端

5

0

100mmかつ7t以上

＜現場溶接部塗装範囲＞

塗装しない範囲

根巻

柱

塗装しない範囲

現場溶接部

t

100mmかつ7t以上

＜円周継手＞

1

0

20

（アカギ式）

3

2

竪樋

10

FB-t6×32

（溶融亜鉛メッキ）

組立式バンド

（長孔φ10×30）

2-M8

竪樋支持プレート形状

各部塗装範囲

その他 （ ）SS400 （M12のみ）

艶調整を行う場合はＪＩＳ規格（相当品）に該当しなくなります。

※一般社団法人日本膜構造協会第１種正会員であること。

※膜材料を製品使用後に引き取り、リサイクルされる仕組みを整えていること。

※一般社団法人日本膜構造協会の膜体加工工場認定制度に登録された工場（A種を除く膜材料

（単位：ｍｍ）

を加工する工場）で加工すること。

20mm溶着巾 40mm その他

溶着方法 ウェルダーライスター

膜定着部

中間

＃
3 4

＃
5
＃

＃100 その他ﾊﾄﾒ番号

中間層

酸化ﾁﾀﾝ光触媒層（TiO ）

膜材 概要

有機物の酸化分解

基布（ｶﾞﾗｽ繊維）

PVC層

2

光（紫外線）

光触媒反応ｼｽﾃﾑ

O 2

電子

e-

・

-

2O

・

TiO

OH

+

正孔

H O2

(h+)

2

材 質 形 状

樋工事 PL-3.2t

SUS

塩ビ竪樋

アルミ

VP100 溶融亜鉛メッキ

SUS

塩ビ軒樋

アルミ

溶融亜鉛メッキ

無し

無し

竪樋

軒樋

1400

1 1

8.505（材芯）

0.375

90

20

1160

32

SN490B

（ ）SN490C

合成樹脂調合ペイント中塗 ＪＩＳ Ｋ ５５１６

合成樹脂調合ペイント上塗 ＪＩＳ Ｋ ５５１６

鉛・クロムフリーさび止めペイント ＪＩＳ Ｋ ５６７４

２種ケレン（サンダー等）／ ＩＳＯ Ｓｔ ３

鉛・クロムフリーさび止めペイント ＪＩＳ Ｋ ５６７４

１ 素地調整

２ 下塗り（１回目）

３ 下塗り（２回目）

５ 上塗り

４ 中塗り

工 程

合成樹脂調合ペイント塗り

0.10

0.10

0.09

0.08

塗布量塗 料 名

吹付・はけ

はけ・吹付

はけ・吹付

吹付・はけ

現場

工場

塗装方法

（kg/m ）

2

施工区分

200kg/3cmｸﾗｽ

200kg/3cmｸﾗｽ

:

:

:

4

6

5

3

1

表

40

2

7

20

20

70

40

表

7

4

5

3

補強布

縫い込みロープ

ハトメ #4

PP. 6φ

1

2

本体膜

引き込み布

6

4本縫い

補強テープ ｴｽﾃﾙﾃｰﾌﾟ

:

:

:

本体膜

1

5

6

カスタム

ベース布

3

4

2

6

20 ※ 20

1

2

4

5

3

表

表

2020

:

縫い込みロープ

抱き込み布

PP.6φ

ハトメ

2本縫い

2本縫い

#3

:

:7

8

:

:

:

7

8

@100

1800

※胴縁材は下塗りまでとする。（カラーリップみぞ形鋼）

※関西地域に営業所もしくは支店を有している業者で、緊急時対応が可能な業者での

施工とすること。

※ISO9001を導入している企業とすること。

※膜材料を変更した場合、承諾図・構造計算書を提出し監理者の承諾を得て

製作・施工を行うこと。

有する工場とすること。

膜下地鉄骨の製作は、鋼管構造を主体とした膜構造建築物に関する加工経験を鉄骨製作工場

※プラスターボード内貼りはEP塗装とする。

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事

京都府船井郡京丹波町篠原堂ノ下31

スポーツ練習場

ABR400

@100

酸化チタン光触媒コーティング同等品 高NOｘ除去タイプ

PFS260

200kg/3cmｸﾗｽ

PFS260

PFS260

PFS260

ピュリファイファインスカイ（PFS260）（厚さ0.53mm）

外周

膜定着部

MMEM-0050（建築基準法第37条第二号）

NM-4003（建築基準法第２条第九号 不燃材料）



篠原体育館

※解体撤去

工事名称

図面名称

キタイ設計（株）
一級建築士319755号　小川　龍二

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事

有　・　無

附近見取図

□敷地概要

工　事　名　称

建　築　主

工　事　説　明

建　築　場　所

都市計画区域

内 市街化区域

外 市街化調整区域

都市計画区域

準都市計画区域

要
開発許可

不要

用　途　地　域
第一種中高層住専 ／ 第一種住居 ／第二種中高層住専 第二種住居

準住居 ／ 近隣商業 ／ 商業 準工業 ／ 工業 ／

防　火　地　域 準防火 ／ 指定なし防火 ／

その他地区･指定

日　影　規　制
ｍ

ｍ

時間

時間

有　・　無

・既存建物の有無：無　・　有

・環境条件：
(設計及び工事に影響する事柄)

敷　地　面　積

前面道路名称・幅員

許容建ペイ率

許容容積率

敷地の状況

□建築物概要

主要用途

工事種別

最高の高さ ※建築物+塔屋

新築　・　増築　・　改築　・　移転　・　大規模の修繕　・　その他

住　所： 工　事　工　期

氏　名：

最高の軒高さ

耐火種別

面　積　表
％

％

2

2

ｍ

ｍ

合計

　　　

2ｍ

ｍ2

2ｍ

ｍ 2

2

2

ｍ

ｍ

2

2

ｍ

ｍ

2

2

ｍ

ｍ

建築面積

延べ面積

構造形式

　　　

木造　・　Ｓ造　・　ＲＣ造　・　ＳＲＣ造　・　組積造　・その他（　　　　）

ｍ2 ｍ 2 2ｍ

ラーメン構造　・　ラーメン，ブレース構造　・　ブレース構造　・　壁構造　・　その他（　　　　　　）

2ｍ 2ｍ2ｍ

各階床面積表

□その他

・杭基礎・直接基礎 ※柱状改良杭基礎形式

構造種別

　　　

2ｍ

合　　計

ｍ2 ｍ 22ｍ 2ｍ2ｍ

敷地面積との比

階

合　　計

□構造概要

階　　数

増築予定

法第22条地域　　／　　法第52条第7項適用区域

設計ＧＬ

１階の床高さ

基準ＧＬ

　　　

ｍ※建築物

指定なし／工業専用

１

－　％

 －　％

・隣接地の状況：宅地等

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事

京丹波町長　寺尾豊爾

工事着工：平成２８年 　　７月 　１日

工事完了：平成２９年　 　３月 ２４日

期　　間：　 　年　 ９ヶ月

１．屋内多目的グラウンド、付属屋外便所新築等とそれに伴う外構整備を行う。

地名地番：京都府船井郡京丹波町篠原堂ノ下31

京都府船井郡京丹波町蒲生八ツ谷62番地6

その他（　　　　　　）

　5831.71㎡　

町道：　　　　　　　　W=4.000m　

・気象　気候条件：風速Vo=32　粗度区分Ⅲ　　積雪　H=90cm

・下水放流先：浄化槽

８．９８５ｍ

５．１３６ｍ

１４０．６５

設計GL±0

準耐火構造（ロ-2）スポーツ練習場

スポーツ練習場 地上　1　階　　

スポーツ練習場

1358.95 53.46

53.46

53.46

53.46

1358.95

1358.95

1358.95

1412.41

1412.41

1412.41

1412.41

24.22

24.22

附近見取図、工事概要
S=1:2500

(A3版 S=1:5000)

付近見取図　S=1:2500

京丹波町和知共同作業所
「ともども」

屋外便所

申請場所

A-09
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142.42

142.65

142.78

143.51

144.28

143.90

143.62

143.93

144.09

(140.75
)

141.15

(1
4
0 .

4
3
)

140.49

140.53

140.53

(
14

0
.
13

)

(140.15)
(139.47)

139.24141.33

143.03

144.20

143.36

143.18

141.41

(143.03)

141.18(143.71)

(
14

4.
54

)

(144.16)

(143.56)

(
14

3
.6

3
)

142.08

146.33

M

浄

桝 M
MM

桝

ﾊﾞﾙﾌﾞ

Gr

Gr

ﾀｲﾙ

F

As

As
桝

桝

ﾊﾞﾙﾌﾞ
ﾊﾞﾙﾌﾞ

量

ﾊﾞﾙﾌﾞ

Co

VPφ150

U240

140.20

138.49
138.51

140.31

As

As

U240水路跡

水路跡

丘

庭石

庭石

庭石

1
65

16
5

V
Pφ

1
50

VP
φ

15
0

U240

ﾀﾝｸ

止

ﾊﾞﾙﾌﾞ

U
2
4
0

桝

桝

桝

桝

桝

U
24

0

U240

As

As

As

As

看板

T

As

144.00

標

U300

布
団

籠

U
30

0

Co

桝

桝 桝

Gr

T

T

U
30

0

灯

ET

E

灯
量

U
30

0

U300

U
3
0
0

E

As

篠原体育館

小屋

小屋
プール

更衣室

花壇 花壇 花壇 花壇 花壇

Co

Gr

桝

桝

T

T
ET

HPφ
300

U2
40

As

As

H=139.521

桝

桝
桝

桝
桝

桝

Co

Co

桝

浄

M

M

桝

Gr

石桝
桝

桝

Co
Co

M

ﾊﾞﾙﾌﾞ

量

ﾊﾞﾙﾌﾞ

U1
50

As

As

140.52

140.78

140.36

U
30

0

ﾋﾞﾆｰﾙﾊｳｽ

倉庫
京丹波町　和知共同作業所「ともども」

139.86

Co

140.44

（1/12）

▼
延

焼
ラ

イ
ン

（
3 m

）

▼延焼ライン（3m）

▼
建

物
中

心
線

駐車場（16台）

4,50 0

工事名称

図面名称

キタイ設計（株）

S=1:250
(A3版 S=1:500)

一級建築士319755号　小川　龍二

申請以外建物 建物名称 構造 最高高さ

建物名称 構造 最高高さ

①

申請建物

鉄骨造

用途

スポーツ練習場

用途

1358.95m2

建築面積

建築面積延床面積

1358.95m2

延床面積

木造屋外便所 屋外便所 53.46m2 53.46m2

凡例

数字 現況地盤高を示す

計画高を示す数字

※敷地境界については、境界杭により明示

140.38

140.30

140.60

140.65

140.70

＊　外構工事に関する図示寸法・計画高さ等は工事概要を示すものであるから、

工事着手前に現場測量を行い十分に敷地状況を把握した上で施工を行うこと。

道路境界線

敷
地

境
界

線

敷地境界線

敷
地

境
界

線

敷地境界線

敷
地

境
界

線

▼
延

焼
ラ

イ
ン

（
3m

）

2,000

2,000

4,000

道
路

中
心

線
町

道

設計GL ＝ 140.65

140.36

2
,
39

0

140.70

11
,1

70
5,

40
0

5,
00

0

1,455

①

140.65

配置図

2
4
,4

9
0

140.50

140.50

140.60

140.30

屋内多目的グラウンド

140.40

140.20

スロープ

屋内多目的グラウンド

ｲﾝﾀｰﾎﾝ:通話機能付
(職員室へ)

敷地境界線

▲
延

焼
ラ

イ
ン

（
3 m）

屋外便所

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事

9,900
7,755

55,490

755

新設浄化槽

8.985m

4.430m

140.30

利用経路

＊　新設する点字ブロックは、明度差等の識別性を確保すること。

スロープ
（1/12）

スロープ
（1/12）

140.45140.45

A-10



工事名称

図面名称

キタイ設計（株）
一級建築士319755号　小川　龍二

S=1:250
(A3版 S=1:500)

1 24.25 5.17 125.3725 62.68625

2 24.25 9.86 239.1050 119.55250

3 31.35 14.22 445.7970 222.89850

4 31.35 3.71 116.3085 58.15425

5 28.80 2.77 79.7760 39.88800

6 26.79 2.19 58.6701 29.33505

7 54.58 1.24 67.6792 33.83960

8 53.35 1.87 99.7645 49.88225

9 50.70 0.89 45.1230 22.56150

10 48.00 0.75 36.0000 18.00000

11 45.91 0.95 43.6145 21.80725

12 59.60 23.10 1,376.7600 688.38000

13 43.40 1.48 64.2320 32.11600

14 40.29 1.29 51.9741 25.98705

15 37.14 1.72 63.8808 31.94040

16 34.29 1.48 50.7492 25.37460

17 31.07 1.14 35.4198 17.70990

18 29.26 1.26 36.8676 18.43380

19 27.86 3.01 83.8586 41.92930

20 24.43 1.42 34.6906 17.34530

21 23.54 5.24 123.3496 61.67480

22 66.88 14.43 965.0784 482.53920

23 17.04 2.26 38.5104 19.25520

24 15.25 1.61 24.5525 12.27625

25 81.43 45.52 3,706.6936 1,853.34680

26 81.43 5.12 416.9216 208.46080

27 80.41 6.11 491.3051 245.65255

28 7.57 3.62 27.4034 13.70170

29 73.02 13.08 955.1016 477.55080

30 7.57 2.43 18.3951 9.19755

31 60.29 6.18 372.5922 186.29610

32 4.13 1.48 6.1124 3.05620

33 4.19 1.53 6.4107 3.20535

34 58.12 7.48 434.7376 217.36880

35 52.76 11.91 628.3716 314.18580

36 26.69 6.47 172.6843 86.34215

37 16.84 7.10 119.5640 59.78200

合       計 5,831.71355

敷 地 面 積 5,831.71 m2

番号 底      辺 高      さ 倍     面     積 面          積

1

24.25

5.
17

2

24
.2

5

9.86

3

31.35

14.
22

4

31
.3

5

3.71

5

2
8
.8

0

2.77

6

26
.
79

2.19

7

54.58

1.
24

8

53.35

1.
87

9

50.70

0.
89

10

48.00

0.
7
5

11

45.91

0
.
9
5

12

59.60

2
3.

10

13

43.40

1.
48

14

40.29

1.
2 9

15

37.14

1 .
72

16

34.29

1.
4 8

17

31.07

1 .
14

18

29.26

1.
26

19

27.86

3.
01

20

24.43

1.
42

21

23 . 5 4

5 .
2 4

22

66.88

14
.4

3

23

17.04

2.2
6

24

1
5
.
2
5

1.61

25

81
.4
3

45
.5
2

26

81.43

5. 12

27

80.41

6.11

28

7.
57

3.62

29

73.02

13.08

30

7 .5 7

2.4
3

31

60.29

6.18

324.131
.
4 8 33

4.19 1
.
5
3

34

58.12

7 .4 8

35

52.76

11.91

36

26.69

6.47

37

16.84 7. 10

敷地求積図・面積表

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事
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工事名称

図面名称

キタイ設計（株）
一級建築士319755号　小川　龍二

1

Y1

Y2

Y2a

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

X1 X12X11X10X9X8X2 X3 X4 X5 X7X6 X6a

S=1:50
(A3版 S=1:100)

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11

Y2

Y1

55.490

55.490

2
4
.
49

0

2
4
.
49

0

1

2

1

2

2

Ｓ＝１：５０屋根付多目的施設　求積図

Ｓ＝１：５０便所・倉庫　求積図

9,900

9,900

5
,4

0
0

5
,4

0
0

構造制限 用途 階数 構造

その他建築物 1

屋根付多目的施設

便所・倉庫

合計

準耐火建築物 スポーツ練習場

屋外便所

1 S造

W造

建築面積

1,358.950100

53.460000

1,412.410100

（㎡）

1,358.950100

53.460000

1,412.410100

床面積

面積表

面積計算表

床面積 建築面積

符号 計算式 計（㎡）

 55.490 × 24.490

  9.900 ×  5.400

1,358.950100

53.460000

符号 計算式 計（㎡）

 55.490 × 24.490

  9.900 ×  5.400

1,358.950100

53.460000

建物求積図・面積表

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事
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図面名称

工事名称

キタイ設計（株）
一級建築士　第319755号　小川龍二

S=1:100

(A3版 S=1:200)

室名

内部仕上げ表

天井高

－ －

床 巾木 腰壁 壁 天井 廻縁 備考床高

0

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事

屋内多目的グラウンド
クレイ舗装　t=100

再生砕石　t=150 （下地鉄骨横胴縁：C-100x50x20x2.3）

せっこうボード　t=9.5（EP塗り）
コンクリート打放し補修（EP塗り） 鉄骨小屋組現し（SOP塗り） －

膜材カーテン

SOP塗り（鉄骨部見掛り）

平面図・内部仕上表（屋内多目的グラウンド）

▼延焼ライン（3m）

23
.
0

屋外への出入口に至る歩行距離　

24.0+23.0=47.0m＜80m

▼
延

焼
ラ

イ
ン

（
3
m
）

▼
延

焼
ラ

イ
ン

（
3m

）

± 0

屋内多目的グラウンド

1
2
,
0
00

1
2
,
0
00

2
4
5

2
4
,
0
00

2
4
5

2
4
,
4
90

2,
5
2
2
.7

2
,
5
22

.
7

2
,2

9
8

2
,2

9
8

4
,
71

7
.
2

2
,2

9
8

2
,2

9
8

2
,5

2
2
.
7

2
,
5
22

.
7

1,
3
0
8
.6

2
,1

0
0

1
,
3
0
8.

6

5,500 5,500 5,500 5,500 5,500 5,500 5,500 5,500 5,500 5,500

245 55,000 245

55,490

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11

Y2

Y1

平面図 Ｓ＝１：１００

±0

▼
壁

芯

▲
柱

芯

▲
柱

芯

▲
柱

芯

▲
柱

芯

▲
柱

芯

▲
柱

芯

▲
柱

芯

▲
柱

芯

▲
柱

芯

▲
柱

芯

▲
壁

芯

▼
柱

芯

▼柱芯

▲壁芯

▼壁芯

▲柱芯

2,
5
2
2
.7

2
,
5
22

.
7

2
,2

9
8

2
,2

9
8

2,
3
5
8
.6

2
,
3
5
8.

6
2
,2

9
8

2
,2

9
8

2
,5

2
2
.
7

2
,
5
22

.
7 ▼

延
焼

ラ
イ

ン
（

3m）

置
消 粉末消火器ABC10型を示す（置き型）

±0 設計GLからの高さを示す（設計GL=140.65）

3ｍ 延焼の恐れのある部分を示す（3ｍ）

屋外出口に至る歩行距離　80ｍ以下（重複距離30m以下）

凡例

置
消

置
消

置
消

置
消

置
消

消

置
消

置
消

置
消

置
消

出入口を示す

1

SD

シックハウス用吸気口の位置を示す

Ｎ

24.0

ス
ロ

ー
プ

1
/
1
2

ス
ロ

ー
プ

1
/
1
2

±0

-200

視覚障害者誘導用ブロックを示す

A-13

置

床：モルタル金コテ押さえ
土間コンクリート　t=150
補強筋：D10＠150（タテ、ヨコ）
砕石　t=100

500

3
,1

0
0

5
0
0

12,000

床：モルタル金コテ押さえ

砕石　t=100

土間コンクリート　t=150
補強筋：D10＠150（タテ、ヨコ）

±0



※外部の鉄骨見え掛かり部分は全てDP塗りとする

ＳＵＳ：ステンレス

工事名称

図面名称

キタイ設計（株）
一級建築士　第319755号　小川龍二

外部仕上げ表

巾木

（腰部分）

外壁

外壁

屋根

（SUS掴み金物）

軒樋

竪樋

不燃 Ｃ：コンクリート

Ｓ：鉄骨・鉄部

Ｍ：モルタル

凡例防火認定番号

北側立面図 Ｓ＝１：１００

X11X10X9X8X7X6X5X4X3X2X1

▲平均地盤高

▼設計GL

▼最高の軒高

▼最高の高さ

8
,9

8
5

8,
8
5
5

1
30

8
,
50

5
.
8

3
,
50

0
5
,
00

5
.
8

1,
8
0
5.

8
3
,
20

0

Ｓ＝１：１００南側立面図

X11X10X9X8X7X6X5X4X3X2X1

▲平均地盤高

▼設計GL

▼最高の軒高

▼最高の高さ

8
,9

8
5

8
,
8
5
5

13
0

8
,
50

5
.
8

3
,
50

0
5
,
00

5
.
8

1
,
8
05

.
8

3,
2
0
0

▲平均地盤高

▼設計GL

▼最高の軒高

▼最高の高さ

8
,9

8
5

8,
8
5
5

1
30

8
,
50

5
.
8

3
,
50

0
5
,
00

5
.
8

1
,
8
0
5.

8
3
,
20

0

Y2 Y1

Ｓ＝１：１００西側立面図

Y2Y1

▲平均地盤高

▼設計GL

▼最高の軒高

▼最高の高さ

8
,9

8
5

8,
8
5
5

1
30

8
,
50

5
.
8

3
,
50

0
5
,
00

5
.
8

1
,
8
0
5.

8
3
,
20

0

Ｓ＝１：１００東側立面図

凡例

625 625

625 625

－

スチールハンガードア

膜材カーテン

スロープ、ポーチ コンクリート金コテ押さえ

膜材（屋根） NM-3032
膜材　t=0.55　酸化チタン光触媒コーティング

せっこうボード　t=12.5下地

カラーVP管φ100

外部建具

1 屋根：膜材　t=0.55　酸化チタン光触媒コーティング

2

4

5

6

7

8

9

10

11

3
せっこうボード　t=12.5下地

水切り：カラーガルバリウム鋼板　t=0.5

竪樋：カラーVP管φ100

建具：膜材カーテン

建具：スチールハンガードア

鉄骨柱

（DP塗り）

有圧換気扇

ケラバ：屋根同材

1

45

3

6

7 10 8 8

3

6

457 10

11 11

45

3

6

7 10 8 8 457 10

11

1

11 6

3

5

5

2

1111

45 45

3 3

77

9

2

1111

45 45

3 3

77

S=1:100

(A3版 S=1:200)

腰壁：コンクリート打放し化粧仕上げ

コンクリート打放し化粧仕上げ

カラーガルバリウム鋼板（角波）　t=0.5

外壁：カラーガルバリウム鋼板（角波）　t=0.5

PL-3.2　曲げ加工　焼付塗装

軒樋：PL-3.2　曲げ加工　焼付塗装

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事

立面図・外部仕上表（屋内多目的グラウンド）
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工事名称

図面名称

キタイ設計（株）
一級建築士　第319755号　小川龍二

S=1:100

凡例

1 屋根：膜材　t=0.55　酸化チタン光触媒コーティング

2

3

ケラバ：屋根同材

▼
膜

分
割

位
置

▼
膜

分
割

位
置

▲柱芯

▼壁芯

▲壁芯

▼柱芯

▼
柱

芯

▲
壁

芯

▲
柱

芯

▲
柱

芯

▲
柱

芯

▲
柱

芯

▲
柱

芯

▲
柱

芯

▲
柱

芯

▲
柱

芯

▲
柱

芯

▲
柱

芯

▼
壁

芯

Y1

Y2

X11X10X9X8X7X6X5X4X3X2X1

55,490

24555,000245

5,5005,5005,5005,5005,5005,5005,5005,5005,5005,500

1
,3

0
8
.
6

2
,
1
00

1
,
3
08

.
6

2
,5

2
2
.
7

2
,
5
22

.
7

2
,
2
98

2
,
2
98

4
,
7
1
7.

2
2
,
2
98

2
,
2
98

2,
5
2
2
.7

2
,
5
22

.
7

2
4,

4
9
0

24
5

2
4,

0
0
0

2
4
5

1
2,

0
0
0

1
2,

0
0
0

1 3

1 3

22

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事

※膜分割位置は施工時に再検討とする。

屋根伏図 Ｓ＝１：１００

(A3版 S=1:200)

▲平均地盤高

▼設計GL

▼最高の軒高

▼最高の高さ

8
,
98

5

8,
8
5
5

1
30

8
,
5
05

.
8

3
,
5
00

5
,
0
05

.
8

1
,
8
0
5.

8
3
,
20

0

Ｓ＝１：１００断面図

R 2
2 3

2 1
. 4

R 2
0 8

21
. 4

245 24,000 245

24,490

Y2 Y1

仕上

ガラス

室名

備考

金物

焼き付け塗装

ハンガーレール、SUS引き手、戸先ゴム（指はさみ防止）

スチール三方枠　SOP塗り

屋内多目的グラウンド

－

全開固定装置、SUS沓摺り

40

建具符号

数量見込

S=1:50

1

1

SD
スチール引き分けハンガードア

姿図

▼FL

2
,4

0
0

シリンダー錠（内部サムターン）、SUSキックプレート

他付属金物一式

屋根伏図・断面図（屋内多目的グラウンド）

外付け枠タイプ（縦枠戸当り）

25 1,960890
（有効：1,700）

890 25

3,790

2
0
0

Ｎ

軒樋：PL-3.2　曲げ加工　焼付塗装
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工事名称

図面名称

キタイ設計（株）
一級建築士　第319755号　小川龍二

S=1:50

(A3版 S=1:100)

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事

矩計図（屋内多目的グラウンド）

5
0
0

2
,
7
0
0

3
,
2
00

1
,8

0
5
.8

5
,
00

5
.
8

3
,
5
0
0

8,
5
05

.
8

50

2
50

3
00

8
,
8
5
5

▼最高の高さ

▼最高の軒高

▼設計GL

4,544.5 4,927.1 2,528.4 2,528.4 4,927.1 4,544.5

12,000 12,000

500 24,000 500

25,000

矩計図（1） Ｓ＝１：５０

Ｓ＝１：５０矩計図（2）

3
,
2
00

1
,8

0
5
.
8

5
,
0
05

.
8

8
,
5
0
5.

8
5
0 2

50

3
0
0

8
,
8
5
5

3
,
5
0
0

▼最高の高さ

▼最高の軒高

▼設計GL

Y2 Y1

4,544.5 4,927.1 2,528.4 2,528.4 4,927.1 4,544.5

12,000 12,000

500 24,000 500

25,000

Y2 Y1

腰壁：コンクリート打放し化粧仕上げ

芯材カーテン

竪樋：カラーVPφ100

C1：□-300x300x9.0t
（角波）　t=0.5

内壁：PB　t=9.5の上、EP塗り

PB　t=12.5下地

外壁：カラーガルバリウム鋼板

B6：P-139.8φx4.5t

CG2：P-139.8φx4.5t

G3：2P-139.8φx4.5t

▼棟高さ

▼棟高さ

フランジ

B1：2P-139.8φx4.5t

G1：2P-190.7φx7.0t

フランジ

B1：2P-139.8φx4.5t

B2：P-190.7φx5.3t

面出し材：P-48.6φx2.3t

酸化チタン光触媒コーティング
屋根：膜材　t=0.55

□-50x50x2.3t

CG2：P-139.8φx4.5t

B6：P-139.8φx4.5t

フランジ

G3：2P-139.8φx4.5t

内壁：PB　t=9.5の上、EP塗り

C1：□-300x300x9.0t
（SOP塗り）

芯材カーテン
□-50x50x2.3t

竪樋：カラーVPφ100

外壁：カラーガルバリウム鋼板

PB　t=12.5下地
（角波）　t=0.5

ハンガーレール

ガイドレール

腰壁：コンクリート打放し化粧仕上げ

B1：2P-139.8φx4.5t

G1：2P-190.7φx7.0t

フランジ

B1：2P-139.8φx4.5t

クレイ舗装　t=100
再生砕石　t=150

※内部鉄部見掛りはSOP塗りとする

※内部鉄部見掛りはSOP塗りとする

酸化チタン光触媒コーティング
屋根：膜材　t=0.55

CG2：P-139.8φx4.5t

B6：P-139.8φx4.5t

外壁：カラーガルバリウム鋼板
（角波）　t=0.5
PB　t=12.5下地

竪樋：カラーVPφ100

G3：2P-139.8φx4.5t

C1：□-300x300x9.0t

腰壁：コンクリート打放し化粧仕上げ

フランジ

P1：□-150x150x6.0t P1：□-150x150x6.0t P1：□-150x150x6.0t P1：□-150x150x6.0t

フランジ
G2：2P-139.8φx4.5t

B5：□-125x125x3.2t

B5：□-125x125x3.2t
（X1軸のみ）

（X1軸のみ）
P2：□-100x100x3.2t

（X1軸のみ）
スチール製引き戸

2C-100x50x20x2.3t（@1820）
胴縁：

胴縁：
C-100x50x20x2.3t（@606.7）

有圧換気扇

ケラバ：屋根同材

外壁：カラーガルバリウム鋼板
（角波）　t=0.5
PB　t=12.5下地

竪樋：カラーVPφ100

腰壁：コンクリート打放し化粧仕上げ

1,308.5 2,100 1,308.5

2,522.7 2,522.7 2,298 2,298 4,717.1 2,298 2,298 2,522.7 2,522.7

軒樋：PL-3.2　曲げ加工　焼付塗装 軒樋：PL-3.2　曲げ加工　焼付塗装

軒樋：PL-3.2　曲げ加工　焼付塗装軒樋：PL-3.2　曲げ加工　焼付塗装
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工事名称

図面名称

キタイ設計（株）
一級建築士　第319755号　小川龍二

S=1:10,1:30

(A3版 S=1:20,1:60)

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事

面出し材
P-48.6φx2.3t

G2（上弦材）

面出し材
2□-50x50x2.3t

アルミL-30x30x3t押え

レーシングバー：RB-16φ
束材：FB-4.5tx32 @200

B4：P-139.8φx4.5t

ケラバ：屋根同材

レーシングバー：RB-13φ
束材：FB-3tx32 @300

アルミFB-3tx30押え

化粧プレートt=0.5

胴縁：C-100x50x20x2.3t

（角波）　t=0.5
PB　t=12.5下地

胴縁受け（両端2カ所）
L-65x65x6t

ｅ部詳細図

外壁：カラーガルバリウム鋼板
（角波）　t=0.5
PB　t=12.5下地

ケミカル面戸

B5：□-125x125x3.2t

P2：□-100x100x3.2t

ｆ部詳細図

ケミカル面戸

ケミカル面戸

化粧プレートt=0.5

水切りプレートt=0.5

捨て水切りプレート
シール処理

腰壁：コンクリート打放し化粧仕上げ 腰壁：コンクリート打放し化粧仕上げ

P1：□-150x150x6.0t
P3：□-150x150x9.0t 

内壁：PB　t=9.5の上、EP塗り

ｇ部詳細図

500

面出し材
□-50x50x2.3t

B4：P-139.8φx4.5t

外壁：カラーガルバリウム鋼板
（角波）　t=0.5
PB　t=12.5下地

f

ガイドレール

内壁：PB　t=9.5の上、EP塗り

内壁：PB　t=9.5の上、EP塗り

B5：□-125x125x3.2t

2P-139.8φx4.5t

G2：2P-139.8φx4.5t

面出し材
P-48.6φx2.3t

屋根：膜材　t=0.55
酸化チタン光触媒コーティング

面出し材
P-48.6φx2.3t

▼設計GL▼設計GL

B2：P-190.7φx5.3t

B3：P-165.2φx4.5t

8
,
50

8
.
8
6

胴縁：C-100x50x20x2.3t

外壁：カラーガルバリウム鋼板
（角波）　t=0.5
PB　t=12.5下地

1,
5
0
0

e

g

Ｓ＝１：１０

Ｓ＝１：１０

Ｓ＝１：１０

Ｓ＝１：３０Ｃ ～ Ｃ 断面図 Ｄ ～ Ｄ 断面図 Ｓ＝１：３０

面出し材
P-48.6φx2.3t

屋根：膜材　t=0.55

屋根：膜材　t=0.55

酸化チタン光触媒コーティング

酸化チタン光触媒コーティング

500

面出し材
□-50x50x2.3t

B4：P-139.8φx4.5t

胴縁受け（両端2カ所）
L-65x65x6t

G2：2P-139.8φx4.5t B1：2P-139.8φx4.5t

胴縁：C-100x50x20x2.3t

外壁：カラーガルバリウム鋼板
（角波）　t=0.5
PB　t=12.5下地

P1：□-150x150x6.0t
P3：□-150x150x9.0t 

内壁：PB　t=9.5の上、EP塗り

内壁：PB　t=9.5の上、EP塗り

腰壁：コンクリート打放し化粧仕上げ

2
,5

00

キープラン

C D

C D

外壁：カラーガルバリウム鋼板

（カラーガルバリウム鋼板）

（カラーガルバリウム鋼板）

（カラーガルバリウム鋼板）

Ｓ＝１：３０スロープ部詳細図

150

3
0

1
5
0

1
5
0

スロープ床：モルタル金コテ押さえ
土間コンクリート　t=150

捨てコンクリート　t=50

砕石　t=100

砕石　t=100
500

3-D13

D10＠200（タテ、ヨコ）

ベース筋：D10＠200

18
0

3
2
0

50

8
0
0

10
0

150

1-D13コンクリート打ち放し補修

支柱：SUSφ42.7×1.5＠1,000（HL）

0～
2
00 ▼設計GL

▲GL

16,700

150

断面詳細図（屋内多目的グラウンド）
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SUS製手摺りφ38

ハンガーレール
ハンガー車

スチールハンガードア

B5：□-125x125x3.2t

スチールハンガードア

補強筋：D10＠150（タテ、ヨコ）



面出し材：2□-50x50x2.3t面出し材：P-48.6φx2.3t

工事名称

図面名称

キタイ設計（株）
一級建築士　第319755号　小川龍二

S=1:10

(A3版 S=1:20)

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事

部分詳細図（屋内多目的グラウンド場）

レーシングバー：RB-16φ
束材：RB-16φ @200

軒樋：PL-3.2t 曲げ加工

樋受け：PL-4.5tx75

GPL-6t @500
2xM12

化粧プレートt=0.5

ケミカル面戸

（角波）　t=0.5
PB　t=12.5下地

胴縁：C-100x50x20x2.3t

屋根：膜材　t=0.55
酸化チタン光触媒コーティング

PL-6t ,@500

塞ぎPL-3.2t

G3（上弦）：P-139.8φx4.5t

B7：P-89.1φx3.2t

束材：P-60.5φx3.2t

内壁：PB　t=9.5の上、EP塗り

1
50

150

1
2
0

500

Y1

胴縁：C-100x50x20x2.3t

外壁：カラーガルバリウム鋼板
（角波）　t=0.5
PB　t=12.5下地

ケミカル面戸

胴縁：C-100x50x20x2.3t

G3（下弦材）：2P-139.8φx4.5t

GPL-6t,@600
L-50x50x4t,2xM12

天井受け：PL-4.5t　曲げ加工

ハンガーレール、＃3
ハンガー車、＃3

芯材カーテン：□-50x50x2.3t

内壁：PB　t=9.5の上、EP塗り

芯材カーテン：□-50x50x2.3t

C1：□-300x300x9.0t

ガイドローラー、＃5

ガイドレール
リップ付ガイドレール＃5（メッキ）
補強RB-9φ @1000

外壁：カラーガルバリウム鋼板
（角波）　t=0.5
PB　t=12.5下地

ケミカル面戸

水切りプレートt=0.5

腰壁：コンクリート打放し化粧仕上げ

▼設計GL ▼設計GL

C1：□-300x300x9.0t

ガイドレール
2L-65x65x6t
底、FB-4.5tx65

ガイドローラー、＃5

芯材カーテン
□-50x50x2.3t

40

縦胴縁：□-100x100x2.3t

外壁：カラーガルバリウム鋼板
（角波）　t=0.5
PB　t=12.5下地

内壁：PB　t=9.5の上、EP塗り

内壁：PB　t=9.5の上、EP塗り

C1：□-300x300x9.0t

内壁：PB　t=9.5の上、EP塗り

胴縁：C-100x50x20x2.3t

胴縁：C-100x50x20x2.3t

外壁：カラーガルバリウム鋼板
（角波）　t=0.5
PB　t=12.5下地

Y1

X1

245

2
4
5

内壁：PB　t=9.5の上、EP塗り

胴縁：C-100x50x20x2.3t

外壁：カラーガルバリウム鋼板
（角波）　t=0.5
PB　t=12.5下地

化粧プレートt=0.5

水切り下地：□-50x30x2.3t

カーテン膜

根付芯材：□-50x50x2.3t 一般芯材：□-50x50x2.3t

C1：□-300x300x9.0t

X1

レーシングバー：RB-16φ
束材：FB-4.5tx32 @200

アルミL-30x30x3t押え

B4：P-139.8φx4.5t

ケラバ：屋根同材

レーシングバー：RB-13φ
束材：FB-3tx32 @300

アルミFB-3tx30押え

化粧プレートt=0.5

胴縁：C-100x50x20x2.3t

外壁：カラーガルバリウム鋼板
（角波）　t=0.5
PB　t=12.5下地

内壁：PB　t=9.5の上、EP塗り

CG1：P-139.8φx4.5t

G2（上弦材）：2P-139.8φx4.5t

フランジライン

PL-6t,@500

屋根：膜材　t=0.55
酸化チタン光触媒コーティング

面出し材
P-48.6φx2.3t

面出し材
P-48.6φx2.3t

面出し材
P-48.6φx2.3t

PL-6t,@500

B1：P-165.2φx4.5t

抱込み掛り布
抱込み掛り布

PL-6t,@500

G1（上弦）：P-190.7φx7.0t
フランジライン

2
3
5

500

X1

X11

膜
分

割
位

置

X4

X8

面出し材：□-50x50x2.3t フラップ膜材

レーシングバー：RB-16φ
束材：FB-4.5tx32 @200

PL-6t,@500

フランジライン
G1（上弦）：P-190.7φx7.0t

レーシングバー：RB-16φ
束材：FB-4.5tx32 @200

屋根：膜材　t=0.55
酸化チタン光触媒コーティング

Ａ ～ Ａ 断面図 Ｓ＝１：１０ Ｓ＝１：１０Ｂ ～ Ｂ 断面図

※レール部には水抜き（目地等）を設けること。 ※レール部には水抜き（目地等）を設けること。

Ｓ＝１：１０Ｃ ～ Ｃ 断面図

Ｓ＝１：１０Ｄ ～ Ｄ 断面図 Ｓ＝１：１０Ｅ ～ Ｅ 断面図

5,500 5,500 5,500 5,500 5,500 5,500 5,500 5,500 5,500 5,500

55,000

2
4,

0
0
0

X1 X4 X8 X11

Y2

Y1

5,500 5,500 5,500 5,500 5,500 5,500 5,500 5,500 5,500 5,500

55,000

X1 X4 X8 X11

D D E E E E

D D

C C
C

C

B

B

屋根伏図 Ｓ＝FREE

Ｓ＝FREE立面図

外壁：カラーガルバリウム鋼板

（カラーガルバリウム鋼板） （カラーガルバリウム鋼板）

ケミカル面戸

化粧プレートt=0.5
（カラーガルバリウム鋼板）

（カラーガルバリウム鋼板）

シール処理
捨て水切りプレート

（カラーガルバリウム鋼板）

焼付塗装
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面台：桧　t=30

工事名称

図面名称

キタイ設計（株）
一級建築士319755号　小川　龍二

室名

男子便所

女子便所

カラーベスト葺き

下葺き：アスファルトルーフィング 940(22kg品)

透湿防水シート下張り

桧ドイツ下見張り　t=15　巾150（木材保護塗料塗り）

コンクリート打ち放し補修

コンクリート打ち放し補修の上アクリルリシン吹き付け

野地板：構造用合板　t=12及び杉板　t=15（下面木材保護塗料塗り）

構造用合板　t=9下地（耐力壁）

外部仕上げ表

内部仕上げ表

巾木

（腰部分）

外壁

外壁

屋根

（モルタル下地）

ノンスリップタイプ

磁器質150角タイル張り

（モルタル下地）

ノンスリップタイプ

磁器質150角タイル張り

天井高

－

－100

100 －

－

※タイル下地一部ラスモルタル塗り

（アスファルトフェルト（20kg品）下地）

※タイル下地一部ラスモルタル塗り

（アスファルトフェルト（20kg品）下地）

磁器質小口タイル張り（モルタル下地）H=1,200

磁器質小口タイル張り（モルタル下地）H=1,200

縦羽目板張り　t=15（木材保護塗料塗り）

（下地胴縁：15×45）

縦羽目板張り　t=15（木材保護塗料塗り）

（下地胴縁：15×45）

化粧野地板：杉板　t=15（木材保護塗料塗り）

小屋組現し（木材保護塗料塗り）

化粧野地板：杉板　t=15（木材保護塗料塗り）

小屋組現し（木材保護塗料塗り） （木材保護塗料塗り）

壁上部木製見切り

（木材保護塗料塗り）

壁上部木製見切り

トイレブース

トイレブース

床 巾木 腰壁 壁 天井 廻縁 備考

化粧鏡、洗面カウンター

化粧鏡、洗面カウンター

カラーVP管φ75

（SUS掴み金物）

塩ビ製既製品　W=130

木材保護塗料塗り

軒樋

竪樋

外部建具

化粧付柱

野地板

破風、垂木等

カラーベスト 不燃 NM-2093 Ｃ：コンクリート

Ｓ：鉄骨・鉄部

Ｍ：モルタル

ＳＵＳ：ステンレス

ＣＢ：コンクリートブロック

凡例防火認定番号

床高

Ｓ＝１：５０

シーリングを示す

平面詳細図

表記寸法は、仕上げ材・構造材とも仕上がり寸法とする

木材は、全て防腐処理の上木材保護塗料塗りとする

S

倉庫 モルタル金コテ押さえ－100 モルタル金コテ押さえ　H=100

（アスファルトフェルト（20kg品）下地）

※タイル下地一部ラスモルタル塗り

磁器質小口タイル張り（モルタル下地）H=1,200

（下地胴縁：15×45）

縦羽目板張り　t=15（木材保護塗料塗り）

小屋組現し（木材保護塗料塗り）

化粧野地板：杉板　t=15（木材保護塗料塗り）

（木材保護塗料塗り）

壁上部木製見切り

（モルタル下地）

ノンスリップタイプ

磁器質150角タイル張り

－100 － ※タイル下地一部ラスモルタル塗り

（アスファルトフェルト（20kg品）下地）

磁器質小口タイル張り（モルタル下地）H=1,200
縦羽目板張り　t=15（木材保護塗料塗り）

（下地胴縁：15×45）

化粧野地板：杉板　t=15（木材保護塗料塗り）

小屋組現し（木材保護塗料塗り） （木材保護塗料塗り）

壁上部木製見切り
多目的便所

手摺

手摺、汚垂れ石

棚（中段）

手摺、ベビーシート
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竪樋：カラーVP管φ75

化粧付け柱

床：磁器質150角タイル張り
ノンスリップタイプ
（モルタル下地）

床：モルタル金コテ押さえ

面台：桧　t=30

150

150 150

150
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（内法基準寸法）

化粧付け柱：桧　木材保護塗料塗り化粧付け柱：桧　木材保護塗料塗り

サッシ周囲：ブチルゴムテープ

外壁：桧ドイツ下見張り　t=15　巾150
木材保護塗料塗
縦胴縁（20×45）
透湿防水シート、構造用合板　t=9

シーリング
バックアップ材

1
2
2

アルミサッシュ
（半外付けタイプ）

木製額縁：桧
木材保護塗料塗り

▼壁芯

▼
壁

芯

▼
壁

芯

部分詳細図 Ｓ＝１：１０
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U
P スロープ（1/12）

+100 U
Pスロープ（1/12）

汚垂れ石（タイル）

ピクトサイン位置を示す（取付位置は打ち合わせによる）

X5a X7a

化粧鏡

S

軽量スチールシャッター（手動式）

アルミサッシュ

スチールハンガードア

スロープ、ポーチ
（モルタル下地）

磁器質150角タイル張り（ノンスリップタイプ）

ａ

ｃ

ｂｄ 展開方向

床：磁器質150角タイル張り
ノンスリップタイプ
（モルタル下地）

1
5
0

8
5

8
5

仕上表・平面詳細図（便所・倉庫） S=1:10,1:50
(A3版 S=1:20,1:100)

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事

※多目的便所のサインは、「車いすサイン」、「男女共用サイン」、
　「ベビーベットサイン（子育て支援サイン）」を設置のこと

視覚障害者誘導用ブロック

SUS手摺　H=800

Ｎ
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女子便所 倉庫

工事名称

図面名称

キタイ設計（株）
一級建築士319755号　小川　龍二

4
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7

8

9
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11

2

3

下葺き：アスファルトルーフィング 940(22kg品)

野地板：構造用合板　t=12及び杉板　t=15（下面木材保護塗料塗り）

屋根：カラーベスト葺き

外壁：桧ドイツ下見張り　t=15　巾150（木材保護塗料塗り）

透湿防水シート下張り

構造用合板　t=9下地（耐力壁）

腰壁：コンクリート打ち放し補修の上アクリルリシン吹き付け

竪樋：カラーVP管φ75

軒樋：塩ビ製既製品　W=130

水切り：カラーガルバリウム鋼板　t=0.4

巾木：コンクリート打放し補修

強化ガラス　t=5.0

1

化粧付け柱、梁

（木材保護塗料塗り）

凡例
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**側立面図 **側立面図
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**側立面図 **側立面図
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(A3版 S=1:100)
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破風、垂木、小屋束等
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※外部の木材見え掛かり部分は全て木材保護塗料塗りとする
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立面図・断面図（便所・倉庫）

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事
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支柱：SUSφ42.7×1.5＠1,000（HL）

工事名称

図面名称

キタイ設計（株）
一級建築士319755号　小川　龍二
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木製見切り縁：30×68

10

5

10

5

小屋束：105×105

（モルタル下地）

床：磁器質150角タイル張り

土間コンクリート　t=150

▼設計GL

▼FL

▼棟高

▼軒高

棟包み：カラーガルバリウム鋼板　t=0.4
下葺き：アスファルトルーフィング940

棟笠木（防腐処理木材）

水切り：カラーガルバリウム鋼板　t=0.4

屋根：カラーベスト葺き
下葺き：アスファルトルーフィング940
構造用合板　t=12
杉板　t=15

シーリング充填

垂木：60×60＠364

広小舞

軒先唐草
カラーガルバリウム鋼板　t=0.4

雪止め金具

軒樋：塩ビ製既製品

腰壁：コンクリート打ち放し補修の上
アクリルリシン吹き付け

火打梁：90×90

壁：縦羽目板張り　t=15
木材保護塗料塗り
（下地胴縁：15×45）

面戸　t=35

腰壁：磁器質小口タイル張り

（モルタル下地）
ノンスリップタイプ

一部ラスモルタル塗り
タイル下地

アスファルトフェルト（20kg品）下地

化粧付け梁

均しモルタル　t=20

アルミサッシュ（FIX窓）

木製見切り縁：30×45

木製額縁　t=25

断熱材：グラスウール　t=50（24kg/ｍ3）

透湿防水シート、構造用合板　t=9

木材保護塗料塗
外壁：桧ドイツ下見張り　t=15　巾150

土台：105×105

巾木：コンクリート打ち放し補修
H=300

縦胴縁（20×45）

砕石　t=100
防湿シート：ポリエチレンフィルム　t=0.15

750 7502,700 2,700

▼
棟

Y1

5,400

Y7Y4

900 900 900 900 900 900

Y2 Y3 Y5 Y6

Ｓ＝１：３０

シーリングを示す

※内部及び外部の木材見え掛かり部分は全て木材保護塗料塗りとする

矩計図（A-A'断面）

105×150105×150

倉庫

105×180

150150
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5
0

女子便所

1,
2
0
0

401,400

3
0
0

90
0

カラーガルバリウム鋼板　t=0.4
ケラバ水切り

登り淀：18×45

火打梁：90×90

壁：縦羽目板張り　t=15
木材保護塗料塗り

（下地胴縁：15×45）

野地板、垂木等小屋組現し
木材保護塗料塗り

腰壁：コンクリート打ち放し補修

モルタル巾木　H=100

一部ラスモルタル塗り
タイル下地

腰壁：磁器質小口タイル張り
（モルタル下地）

断熱材：グラスウール　t=50（24kg/ｍ3）

アスファルトフェルト（20kg品）下地

強化ガラス　t=5.0

水切り
カラーガルバリウム鋼板　t=0.4

破風板：30×120

化粧付け梁

アルミサッシュ（FIX窓）

面戸　t=35

105×180

2,700

900900900

X1 X2 X3 X4

Ｓ＝１：３０

シーリングを示す

※内部及び外部の木材見え掛かり部分は全て木材保護塗料塗りとする

断面詳細図（C-C'断面）
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X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12

C   C’ D   D’

倉庫
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B
  

B
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  E’E

棚 棚

X9X8 X11X10 X12

150

多目的便所

105×180105×180 105×180

3,800

900900900900200

男子便所

2
,
0
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0

断面詳細図（D-D'断面）

※内部及び外部の木材見え掛かり部分は全て木材保護塗料塗りとする

シーリングを示す

Ｓ＝１：３０

X11X10

900900900

2,700

X9 X12

105×180

77
0

3
0

H=300
巾木：コンクリート打ち放し補修

アクリルリシン吹き付け
腰壁：コンクリート打ち放し補修の上

面戸　t=35

アルミサッシュ（FIX窓）

面台：桧　t=30

ガラス周囲　押縁+シーリング

化粧付け梁

カラーガルバリウム鋼板　t=0.4
水切り

強化ガラス　t=5.0

腰壁：磁器質小口タイル張り

CB　t=100

（モルタル下地）

木材保護塗料塗り
野地板、垂木等小屋組現し

（下地胴縁：15×45）
木材保護塗料塗り
壁：縦羽目板張り　t=15

火打梁：90×90

登り淀：18×45

破風板：30×120

ケラバ水切り
カラーガルバリウム鋼板　t=0.4

3
0
0

90
0
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401,000

男子便所

150150

105×180
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倉庫

105×150105×150

8
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※内部及び外部の木材見え掛かり部分は全て木材保護塗料塗りとする

シーリングを示す

Ｓ＝１：３０断面詳細図（E-E'断面）
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105×240

汚垂れ石（タイル）
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105×180105×180
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小屋束：105×105

棟包み：カラーガルバリウム鋼板　t=0.4
下葺き：アスファルトルーフィング940

棟笠木（防腐処理木材） 屋根：カラーベスト葺き
下葺き：アスファルトルーフィング940
構造用合板　t=12
杉板　t=15

シーリング充填

垂木：60×60＠364

広小舞

軒先唐草
カラーガルバリウム鋼板　t=0.4

雪止め金具

軒樋：塩ビ製既製品

面戸　t=35

軽量スチールシャッター
（手動式）

スチール三方枠
SOP塗り

床：磁器質150角タイル張り

（モルタル下地）
ノンスリップタイプ

床：モルタル金コテ押さえ

SUSアングル　Ｌ－50×50×4　打ち込み
（アンカー付き）

化粧付け梁
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モルタル巾木　H=100

腰壁：コンクリート打ち放し補修
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床：モルタル金コテ押さえ

多目的便所

土間コンクリート　t=150

砕石　t=100
防湿シート：ポリエチレンフィルム　t=0.15

150

面台：桧　t=30

壁：縦羽目板張り　t=15
木材保護塗料塗り
（下地胴縁：15×45）
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Ｓ＝１：３０

シーリングを示す

※内部及び外部の木材見え掛かり部分は全て木材保護塗料塗りとする

矩計図（B-B'断面）
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小屋筋違い
90×90

小屋筋違い
90×90

登り梁：105×150登り梁：105×150

木製額縁　t=30 木製見切り縁　t=30

矩計図（便所・倉庫） S=1:30,1:100
(A3版 S=1:60,1:200)

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事

1,650150

スチールハンガードア

木製額縁：30×60

10
0

8
0
0
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工事名称

図面名称

キタイ設計（株）
一級建築士319755号　小川　龍二

S=1:50
(A3版 S=1:100)
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工事名称

図面名称

キタイ設計（株）
一級建築士319755号　小川　龍二

S=1:50
(A3版 S=1:100)

仕上

ガラス

室名

備考

姿図

建具符号
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全開固定装置、SUS沓摺り、アルミガラリ

シリンダー錠、SUSキックプレート

スチール三方枠　SOP塗り

外付け枠タイプ（縦枠戸当り）

表示錠（内部サムターン）
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型板ガラス　t=4.0

他付属金物一式

ハンガーレール、SUS引き手、戸先ゴム（指はさみ防止）

全開固定装置、SUS沓摺り、アルミガラリ

スチール三方枠　SOP塗り

外付け枠タイプ（縦枠戸当り）

男子便所、女子便所

2

2

（有効：900） （有効：900）

内部手摺取付（補強要）

▼FL▼FL

シリンダー錠

建具形式の符号 ガラスの略号

２：金物は全て見本提出か、見本並み資料提示の上係員の承諾を得る事。特記無き限りステンレス製（ＳＵＳ３０４）とする事

３：外部建具の結露水は、建具において排水可能な構造とする

４：アルミ製窓は結露受け付とする

５：ガラス留めはシーリングとする

建具凡例

建具特記

１：建具寸法は概略寸法にて、施工図作成の上係員の承諾を得ること

ＡＷ

ＴＢ

アルミ製窓

トイレブース

ＳＳ スチールシャッター

アルミ製ドアＡＤ 型板ガラスＦ

ＳＤ スチールドア

６：アルミ製サッシは特記なき限り木造（住宅）用とし、カラー（電解着色仕上）とする。サンプルにて決定

建具リスト（便所・倉庫）
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道路境界線

工事名称

図面名称

キタイ設計（株）

S=1:250
(A3版 S=1:500)

一級建築士319755号　小川　龍二

＊　外構工事に関する図示寸法・計画高さ等は工事概要を示すものであるから、

工事着手前に現場測量を行い十分に敷地状況を把握した上で施工を行うこと。

敷
地

境
界

線

敷地境界線

敷
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境
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線

敷地境界線

敷
地

境
界

線
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4,000

道
路

中
心

線
町

道

屋内多目的グラウンド

敷地境界線

屋外便所

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事
＊　新設する点字ブロックは、明度差等の識別性を確保すること。

凡例

新築工事対象建築物を示す

工事用車両進入経路を示す

工事進入口

大型車両等の出入りが多い時には、適宜スポットガードマンを増員のこと。

既存建築物を示す

ガードマン(常駐1人）(交通誘導員Ｂ）

※現況状況により鉄板養生、整地等を適宜行うこと

施設利用者動線を示す

特記事項

ガ

・本図面における仮囲い、工事車両の進入計画及び配置等の仮設計画については参考程度とすること

　現場確認の上、再度仮設計画を立案し、監督係員、施設職員と協議を行うこと

・施設利用を優先し工事をすすめること

・施設関係者と連絡を密にとること（工程等）

・各関係法規（規制等）を遵守すること（各官庁への申請は、請負者が行うこと）

・工事期間中、資材搬入に利用する公共道路周囲、工事敷地周辺住民及び関係者等に配慮し、工事により

　発生する騒音、振動、粉塵の制御に努めること

・常に整理、清掃を心掛けること

・安全管理は確実に行うこと

・工事範囲（仮囲い内）及び工事車両通行路にあたる既存建物、側溝、会所及びマンホール等については、

　工事車両の通行により損傷なきよう十分養生等の措置を講ずること

・既存施設を破損させないこと。万一破損させた場合は請負者の責務で復旧のこと

・工事車両進入路と施設利用者等の通路が交差する場合は、工事車両の通行を徐行する事、安全に配慮すると共に

　適宜交通誘導員を配置し、車両の誘導をはかること

・仮囲い内の雨水、排水処理は図示なくも適切に行うこと

・敷地内での工事車両の通行は最徐行とし、工事車両出入口付近は常に清掃すること

枠組本足場（手摺先行方式）　W=900（屋内多目的グラウンド）、W=600（屋外便所）を示す

※防炎シート張り（Ⅰ類）

＊8:30～18:00

ガ

仮囲い　ガードフェンス(H=1800）を示す

クロスゲート　H=1.8,W=4.5

仮設計画図（参考図）
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工事名称

図面名称

キタイ設計（株）

外構配置図

＊ 外構工事に関する図示寸法・計画高さ等は工事概要を示すものであるから、

工事着手前に現場測量を行い十分に敷地状況を把握した上で施工を行うこと。

密粒度アスファルト舗装

舗装工事

凡 例 名 称

D
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水路撤去

140.36

一級建築士319755号 小川 龍二

附帯工事

D

1-4

輪止めブロック

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事
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1/20

キタイ設計（株）

図面名称

工事名称基礎コンクリートのコンクリート強度は21N/mm2とする。

舗装の路床設計ＣＢＲは３％以上を標準とする。
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キタイ設計（株）

図面名称

工事名称

一級建築士319755号　小川　龍二

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事

（表層改良）

（セメントコラム）

1

溶接施工管理技術者により管理を行うこと。

＊　行わない行う本工事で代替タブを使用する場合は、代替タブ溶接技能者技量検定付加試験を２）

ＡＷ検定（工場・現場・代替タフ゛）の有資格者で、係員の承認を受けた者は技量検定付加試験を免除する。３）

使用する溶接ワイヤー、入熱量及びパス間温度等の仕様については鉄建協又は全構協の仕様で、専任の１）

５０

18

５０

24 ７－８ 溶接手法及び管理

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

ｍｍ ｍｍ 備　　考本数終局短期長期管厚杭　径 （拡底部）

４－５ 場所打鉄筋コンクリート杭，場所打鋼管コンクリート杭

５） 杭頭補強

かご筋 スタッド溶接 杭外周溶接

１）

２）

工法

アースドリル工法

リバース工法

拡底アースドリル工法

杭径，設計耐力，本数表（拡底部は施工径を示す）

ＢＨ工法

オールケーシング工法（　　ベノト工法　　　　　　　　　　　）

ｋＮ ｋＮ ｋＮ

３） 杭先端深さ ＧＬ－　　　　ｍ

４）

５）

孔壁測定 （

（ 全数 ％ ） 行わない

方向）２

＊　行う

１§ 一般事項
印を適用し、選択項目は 印が無い場合は　＊　印を適用する。

設計図書の優先順位は下記による。

本特記仕様書

設計図

標準図 　　　鉄筋コンクリート構造配筋標準図　　　鉄骨工作標準図

　　　鉄筋鉄骨コンクリート構造標準図　　　高強度せん断補強筋施工仕様書　

　　　鉄筋コンクリート壁式標準配筋図

設計図書に示されていない材料、工法等を採用する場合は文書にて工事監理者の承諾を得る。

各工事に際して、施工計画書及び施工図を提出し、工事監理者の承諾を得る。

構造関係材料及び各種試験成績書・検査報告書を作成し提出する。

日本建築学会標準仕様書　，　ＪＡＳＳ５　，　ＪＡＳＳ６

使用材料は原則としてＪＩＳ規格品、又は大臣認定品とする。

１－２

１－１

１－３

１－４

１－５

１－６

含まない　）

１－７

１）

２）

３）

４）

５）

○　印が複数有る場合は、共に適用する。

梁貫通位置、径、及び箇所数は（　　意匠図　　　構造図　　＊設備図　）による。

第三者機関による検査・試験費用は工事費に （　＊含む

仕様書（　　公共建築協会　＊日本建築家協会　）

§２

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

ｍｍ（拡底部）杭　径 ｋＮ ｋＮ ｋＮ長期 短期 終局 本数 備　　考

３） 杭径，設計耐力，本数表

４） 杭の構成は設計図による。

構造計算ルート

２－２

２－１
方　　向 構造計算ルート

ａ

４－１ 基礎及びスラブ下地業 （単位ｍｍ）

４－２ 設計地耐力

地耐力載荷試験

長期 ｋＮ／㎡ 短期 ｋＮ／㎡ 終局 ｋＮ／㎡　

＊　行わない

：

：

Ａ

Ｂ

（１）※

５０

６０

６０

６０

６０

６０

６０ １００

１００

１００

１００

１００

１００ Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

１００

１００

１００

１００

１００

１５０

１５０

１５０

１５０

１５０

１５０

場　　　所
砕　石

割栗石
厚 さ

基　礎
独立，布

ベ　　タ

地　中　梁

構造スラブ

土間スラブ
屋内

屋外 ６０

捨てコンクリート厚さ

（１）

（２）

注 アンカーボルト支持用フレームの、あと施工アンカーを打込む部分は１００以上とする。

端部ａは１００以上とする。

§４ 地業工事

埋戻し土、盛土、残土処分

埋戻し土

盛土

残土処分

搬入良土

搬入良土

山留め、根切り

＊　場外搬出処分（＊　自由　　　指定場所　）

＊　根切り土の中の良土

＊　根切り土の中の良土

場内地均し

３－１

３－２

§３ 仮設工事，土工事

使用材料

コンクリート （ 普通ポルトランドセメント 高炉セメント ）Ｂ種

鉄筋

Ｆｃ　　　　　

Ｄ

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ３９０

Ｄ ＳＤ３４５

以上

以上Ｄ 以下

ＳＫＫ４００ ＳＫＫ４９０鋼管（リブ付）

４－６

コンクリートの仕様は設計図による。特記のない場合ＪＡＳＳ５水中コンクリートによる。

杭打地業共通事項

２）

３）

１）

載荷試験 行う　（　　箇所，長期設計耐力の３倍を確認する）

（　　本） 行わない杭長決定用先行杭［ 試験掘 ］

ＳＬ塗布 行う

行う

＊　行わない

§５ 鉄筋工事

Ｄ　　

Ｄ　　

種　類

以下

以上

径

スパイラル

重ね継手

継　　　　手

工場溶接

機械継手（　　級）

５－１ 材種

＊溶接継手

＊重ね継手

Ｄ　　 以上

Ｄ　　 以上

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ３４５

ＳＤ３９０

ＳＤ４９０

Ｐ

Ｋ

ＵＤ ＵＲ

重ね継手

重ね継手 スパイラル 工場溶接１２７５級

　７８５級

　６８５級

溶接金網

高強度せん断

補強筋

機械継手（　　級）＊溶接継手

機械継手（　　級）＊溶接継手

混和材 減水剤 減水剤 躯体防水材 膨張材６－２

６－３

箇　　所 基礎，地中梁 一　　般 備　考

１５ １８ｃｍ

）

）

７）

６）

５）

４） Ｆｃ

Ｆｃ

Ｆｃ ＬＦｃ

ＬＦｃＦｃ

（ただし柱，壁等と同時に打込む場合は躯体の強度とする）

（気乾単位容積質量

（気乾単位容積質量

土間コンクリート

防水押さえコンクリート

かさ上げコンクリート

単位水量

以上２７０

以下１８５

以下　６０

単位セメント量

３
ｋｇ／ｍ

３
ｋｇ／ｍ

＊１８．５

＊１８．５

ＡＥ高性能＊ＡＥ

捨てコンクリート

スランプ

％水セメント比

６－５ 調合　（補正値は工事費に含む）

短期（１８）

＊　行わない

標準（２４）

調合管理強度

材齢２８日の調合強度Ｆは下記の両式を満足するものとする。

Ｆ≧Ｆｍ＋１．７３σ Ｆ≧０．８５Ｆｍ＋３σ

日２８

梁　　下

設計強度０ １２Ｎ／ｍｍまたは
２２

３ １７日 日

５ ２５日 日

８ ２８日 日

１５℃以上

５ ℃以上

０ ℃以上

５Ｎ／ｍｍ ．８５Ｆｃ

場合

圧縮試験による場合

基礎、梁側、柱、壁 スラブ下

コンクリート

の材齢による

６－６ せき板及び支柱の在置期間（普通ポルトランドセメントの場合）

７－３ 普通ボルト，アンカーボルト

１） 材質

Ｆｍ＝Ｍａｘ（Ｆｃ，Ｆｄ）＋Ｓ Ｓ＝３～６

６－７ 住宅性能表示

超長期（３６）長期（３０）

６－８

等級２ 等級３劣化等級

劣化等級２又は３を指定する場合は、鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）２－７かぶり厚さ

が変わる場合があるので注意すること。

日本建築学会　ＪＡＳＳ５（２００９），鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説

ＸＹ両方向共ルート３及び限界耐力計算の場合は、政令第７３条の仕様規定によらずＪＡＳＳ５（２００９），

計画供用期間の級（　）は耐久設計基準強度Ｆｄ

（ ）

ＬＦｃ１８ ＬＦｃ２１ ＬＦｃ２４ ＬＦｃ２７ ＬＦｃＬＦｃ３０

軽量コンクリート 気乾単位容積質量２種種＊１ ＊１８．５

５－３

５－４

梁貫通補強

その他

補強筋は原則として工場製品（評定品）を使用する。

不合格となった溶接部は切り取って再溶接を行う。また残り全数に対して超音波探傷試験を行う。

１検査ロットは１組の作業班が１日に施工した溶接箇所の数量で２００箇所以内

本

箇所

（ＪＩＳＺ３１２０）

３０

引張り試験

１

１

検査ロットにつき

検査ロットにつき

＊　３

抜取り検査

５－２ 溶接部の検査（第三者機関による）

溶接継手 突き合せ溶接（Ｄ１６以下は重ねアーク溶接でも可）＊　ガス圧接

コンクリート打設前に工事監理者の検査を受け不備な箇所は修正を行う。

コンクリートを２回打する部材は、初回の打設後に鉄筋の清掃を行う。

鉄筋の組立は適切な位置にスペーサーを使用し、組立後は形状保持のための養生を行う。

（ＪＩＳＺ３０６２）

径 長　　　さ 使　用　箇　所（ｍｍ）

梁柱

７－４ 頭付きスタッド

７－６

７－７

７－５ 溶接材料

継手

２） 使用する 使用しない

１）

２）

アーク溶接に使用する溶接棒，ワイヤ及びフラックスは母材の種類，寸法，及び溶接条件に相応

ガスシールドアーク溶接に使用するシールドガスは溶接に相応したものとする。

したものを選定する。

大臣認定柱脚（メーカー仕様による）

φ２２ １００ １２０ １５０

１９ φ ８０ １００ １２０ １５０

１６ φ ８０ １００ １２０ １５０

フランジ 高力ボルト 現場溶接 現場溶接

ウェブ 高力ボルト 現場溶接 現場溶接

スカラップ形状　　　＊　スカラップ工法　　　　　　ノンスカラップ工法

＊　高力ボルト

＊　高力ボルト

　　ＳＳ４００

　　ＡＢＲ４００

ＳＳ４９０

ＡＢＲ４９０ ＡＢＭ４９０

（　　　以上）Ｍ

（ＡＢＭは　　　以上）Ｍ２４ＡＢＭ４００基礎梁、基礎小梁の継手及び定着は原則として ①一般 ②地反力を受ける とする。

日本建築学会　ＲＣ規準２０１０

鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説及びＲＣ規準２０１０とすることができる。

熱間押抜き試験

原則　柱・梁の径毎に３本

超音波探傷試験

鉄筋の継手

構造計算ルート別による主筋又は、耐力壁の鉄筋の継手の重ね長さ

＊　建築基準法施行令第７３条（政令第７３条第２項）による仕様規定

高　力　ボ　ル　ト　の　種　類 使　用　箇　所

トルシア形高力ボルト 全般

トルシア形が使用できない部分

７－２ 高力ボルト

ＪＩＳ形高力ボルト

＊　Ｓ１０Ｔ

小梁、他

鉄骨工事７§

規　格　名　称

冷間成形角形鋼管

鋼　　　材　　　名 ブレース大梁柱 内ダイア

ＳＳ４００

ＳＭ４００Ａ ＳＭ４９０Ａ

ＳＮ４００Ａ

ＳＮ４９０Ｃ

ＳＮ４００Ｂ ＳＮ４９０Ｂ

ＳＮ４００Ｃ

７－１ 材種及び使用箇所

通　し
ダイア

ＢＣＲ２９５

ＢＣＰ２３５ ＢＣＰ３２５

ＳＴＫＲ４００ ＳＴＫＲ４９０

一般構造用圧延鋼材

溶接構造用圧延鋼材

一般構造用角形鋼管

ＳＴＫ４００ ＳＴＫ４９０一般構造用炭素鋼管

一般構造用軽量形鋼

ＳＨＣ４００ＣＳＨＣ４００Ｂ

ＳＨＣ４９０Ｂ ＳＨＣ４９０Ｃ

熱間成形角形鋼管

建築構造用圧延鋼材

建築構造用圧延棒鋼

ＳＳＣ４００

ＳＮＲ４００

溶融亜鉛メッキ高力ボルト

超高力ボルト

Ｆ８Ｔ

Ｆ１０Ｔ

Ｓ１４Ｔ

母材が亜鉛メッキされている部分

屋内環境

施行令第１２９条の２の４第３号の規定（建築設備の構造強度）に適合することを確認する。

(JIS G 3112）

６０Ａ

５０

５０

５０

６０

６０

６０

６０

１００

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

５０

５０

６－４

２）

３）

４）

５）

１）

空気量スランプ

］

］［

［

フレッシュコンクリート

躯体のせき板取り外し時期決定圧縮試験

コンクリートコア抜き取り圧縮試験

マスコンクリートのひび割れ照査（温度応力解析）

行わない

行わない

行わない

行う

行う

＊　行う

＊　行う

＊　行う

＊　行わない

＊　行わない

試験　（躯体コンクリートの２８日圧縮試験は公的機関において行う）

骨材　  　　　　　塩分含有量　　アルカリシリカ反応性

６） 単位水量測定 行わない＊　行う

（単位 ｍｍ）

行わない溶接部の検査（受入検査）

受入検査を行う第三者検査機関は、建築主、設計者、工事監理者又は工事施工者（元請）との直接契約による。

７－１１

７－１０

７－９ デッキプレート

コンクリートブロック・ＡＬＣパネル・押出成形セメント板・ＰＣａ板工事§８

Ｓ Ｈ Ｍ Ｒ Ｊ

国土交通省大臣認定（グレード）

７－１２ 鉄骨製作工場

８－２

８－３

８－４

縦

横

備　　　考使　用　箇　所構　　　　　法方　　向

方　　向 構　　　　　法 使　用　箇　所 備　　　考

縦

横

スライド構法

ロッキング構法

カバープレート構法

ボルト止め構法

ロッキング構法

スライド構法

現場打厚さ 合計厚さ 備　　　　　考

押出成形セメント板

外壁取付構法及び厚さ

ｍｍ ｍｍ ｍｍ

ＰＣａ板

１）

２）

素地こしらえ

１）

２）

３）

４）

床用

合成スラブ用 高さ 板厚

高さ 板厚

型枠用 タイプ形版高さ 板厚

防錆処理

ＡＬＣパネル

１００ １２０ｍｍ２）

内壁床 屋根 外壁使用箇所

厚さ

外壁取り付け構法

１５０１００ １２０ １７５ｍｍ

３）

２）

１）

床 屋根床及び屋根

合成板

厚さ ｍｍＰＣａ板単独

１）

外壁 厚さ 　ｍｍ２）

溶融亜鉛メッキ 行わない３）　

１）　

第三者検査機関は（社）日本溶接協会によるＣＩＷ検査事業者認定種別における超音波探傷検査部門の認定を２）　

取得した事業者とし、当該工事の鉄骨製作工場の社内検査を行っていない事業者とする。

３）

外観検査の合否判定は国土交通省告示１４６４号による。ただし告示に定めのないものは日本建築学会４）

５）

ｍｍ

ＰＣａ板厚さ

ブラスト

行う

行う

＊

ＪＩＳＫ５６２５シアナミド鉛錆止めペイント

ＪＩＳＫ５６２１一般用錆止めペイント

ＪＩＳＫ５６７４　　鉛、クロムフリ－錆び止め

室内室外

適用

Ｚ２７Ｚ１２亜鉛メッキプライマー

１種 ２種

１種 ２種

１種 ２種

塗　　　　　　　料 種　　別 標準膜厚

受入検査は目視による外観検査と超音波探傷検査とし、社内検査完了後に行う。

「ＪＡＳＳ６　鉄骨工事　２００７　付則６．　鉄骨精度検査基準」の限界許容差による。

６） 溶接箇所数の数え方は「ＪＡＳＳ６　鉄骨工事　２００７」表５．１溶接箇所数の数え方による。

超音波探傷検査は日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査規準・同解説」２００８により、合否

判定は７．２．１疲労を考慮しない溶接部のうち、引張応力が作用する溶接部の項を適用する。

７） 受入検査の抜取り方法及び抜取り率は以下による。

ⅱ． 抜取り数は各ロット毎に３０箇所をランダムにサンプリングする。

ａ）

現場溶接の場合ｂ）

工場溶接の場合

ⅰ． 検査ロットは各節、各工区毎に溶接箇所３００箇所以内で構成する。

ⅰ． 全数検査とする。

８） 検査により不合格と判定された溶接部はすべて補修を行い、再検査して合格とならねばならない。

９）

サンプリングの結果、不合格率が５％以内の場合はロットを合格とし、不合格率が５％を超えた場合

は更に同一ロットの中から３０箇所をサンプリングし、合計６０箇所の不合格率が５％以内の場合を

ずれ・食い違いの補修方法は、独立行政法人　建築研究所監修「突き合せ継手の食い違い仕口のずれの検査

・補強マニュアル」等を参考にする。

ⅲ．

合格とする。不合格率が５％を超えた場合は残り全数の検査を行う。

＊　ケレン

錆止め塗装（工場塗　＊　２回　　１回、現場タッチアップ程度とする）

錆止め塗料

８－１ コンクリートブロック

種類 Ａ種 Ｂ種１）

１５０ １９０

Ｃ種

＊＊

ＪＩＳＫ５５５２

３５μｍ

３５μｍ

３０μｍ

１５μｍ

§ コンクリート工事６

６－１ 設計基準強度 ）
２

（Ｎ／ｍｍ　

１）

３）

２）

普通コンクリート

（使用区分は設計図の軸組図に示す）

粗骨材

セメント　　　

最大径（ｍｍ）

躯体

２５ ４０

　　　　　　　再生骨材

　　　　　　　高炉セメントＢ種

低熱ポルトランドセメントＪＩＳＲ５２１０

　　　　　　　人工軽量骨材　　　　　　　高炉スラグ骨材　　　　　　　砂利　　　　＊　砕石

＊　２０

＊　普通ポルトランドセメントＪＩＳＲ５２１０

一般躯体

押えコンクリート　デッキ上コンクリート

Ｆｃ１８ Ｆｃ２１ Ｆｃ２４ Ｆｃ２７ Ｆｃ３０

Ｆｃ１８ Ｆｃ２１ Ｆｃ２４ Ｆｃ２７ Ｆｃ３０

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｋｓｅ－ｗｅｂ．ｃｏｍ／一般社団法人関西建築構造設計事務所協会 ＦＡＸ（０６）６７６３－８２０６ＴＥＬ（０６）６７６３－８２０５

２） 工法

打撃工法 油圧ハンマー

プレボーリングセメントミルク注入工法

ディーゼルハンマー

節杭

Ⅰ

Ａ

Ⅱ

Ｂ Ｃ

Ⅲ Ⅳ種

種

種

種

種

種

種

４－４

１）

ＰＨＣ Ａ Ｂ Ｃ種 種 種

杭種

既製コンクリート杭、鋼管杭、その他特殊杭

杭

行う　（　　箇所，長期設計耐力の３倍を確認する）

地盤改良４－３

行う

行う

＊　行わない

＊　行わない

六価クロム溶出試験 ］［

（　　箇所）一軸圧縮試験 ］載荷試験［

セメント系固化材撹袢 無筋コンクリート地業 ソイルセメント杭

行う

行う

＊　行わない

＊　行わない

六価クロム溶出試験 ］［

（　　箇所）一軸圧縮試験 ］載荷試験［

無筋コンクリート地業 ソイルセメント杭セメント系固化材撹袢

ルート３Ｘ

ルート３Ｙ

ルート1-1

ルート1-1

ルート1-2

ルート1-2

５０

ジンクリッチプライマー

Fc36を超える高強度コンクリートは別記特記仕様書（JASS5等）による。

（不許複製）

ＣＰＲＣ

16

杭

19

摩擦杭工法

ジオミキシングトップ工法（認定工法）

　２０１５年度版

２０１５年２月１日作成
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図面名称

工事名称

キタイ設計（株）
一級建築士　第319755号　小川龍二

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事

５．木材の加工（１）針葉樹の構造用製材、広葉樹の製材、枠組壁工法構造用製材
（数値は％を示す）

含水率測定 ヤング係数測定 （１）刻み時の注意１．一般事項 確認する 材種 外観 寸法2.2　ファスナー
部　材 確認者 表示 全乾重 含水率 表示 静的 動　的

仕　様 等級 検査 検査 製材に背割りのある場合、曲げ材は断面の弱軸と背割りの方向を一致させる。
量法 計 試験 試　験

（１）適用範囲 ここに示すファスナーや接合金物などは、木質構造の接合部に適用する。ファスナーや接合金物等 (例)梁 ベイマツ 社内 100 100 100 10本 100 10本 100 （２）加工寸法の精度（下記の値を標準とする）

G1 D20、E70 監理者 〇 〇 〇 〇 〇 〇本仕様書は建築物および工作物の構造上主要な部分に木材を用いる工事に適用する。 に錆を生じるおそれのある場合は適切な防錆処理を施す。鋼材の表面処理は特記による。
・構造用製材、枠組み壁工法用構造製材の断面寸法　 

検査後社内 10 10 10 10柱 ヒノキ
は適用項目を示すものとする。 標準メッキ処理は、溶融亜鉛メッキ：JIS H8641　2種　HDZ55、電気亜鉛メッキ：JIS 8610　とする。レ

　　□　図面表示が挽き立て寸法の場合：　±1.5ｍｍ以下　　　木口記入監理者 〇 〇 〇 〇

（２）設計図書 （１）くぎ、木ネジ、特殊ネジ 社内 10 10 10 10検査後梁・桁 レ　　□　図面表示が仕上がり寸法の場合：　＋1.5ｍｍ、－0ｍｍ以下
木口記入監理者 〇 〇 〇 〇設計図書とは本仕様書、設計図、指示書（現場説明書および質疑回答書を含む）をいう。

・構造用製材、枠組み壁工法用構造製材の材長材　質種　類 適　用　径 使用箇所　頭部／胴部の形状 検査後社内 10 10 10 10母屋
（３）標準仕様書 棟木Ｎ釘 ・鉄 N19～N150レ レ木口記入監理者 〇 　　□　軸組工法の継手仕口の場合：　±1.5ｍｍ以下

設計図書に記載なきものは「住宅金融公庫監修・木造住宅工事共通仕様書」及び「国土交通大臣 ・ｽﾃﾝﾚｽ鋼
　　□　ボルト接合工法の場合　　　：　±5ｍｍ以下

・監理者欄の〇は立会い検査が必要であることを示す。　ＣＮ釘 ・鉄 CN25～CN150 耐力壁、床板、屋根レ官房官庁営繕部監修・木造建築工事共通仕様書」に準ずる。
・集成材、構造用単板積層材

・材種・等級は表示を確認し、外観・寸法検査は日本農林規格に準じて行う。ＢＮ釘 BN25～BN125
上記の仕様書に記載なき場合は、公共規格かこれに準ずる規格を適用する。

　　短辺：　□　±1.5ｍｍ　　　
ＺＮ釘 ＺＮ４５～９０ ・含水率やヤング係数は刻印された表示の確認を原則とし、全乾重量法や動的曲げ試験は公的試験

（４）設計図書の優先順位
　　長辺：　□　±1.5％かつ±5ｍｍ以下ＧＮ釘 GNF25～GNF125 石膏ボード用

　場にて行う。含水率計は住木センタ－認定品を、曲げヤング係数は全国木材組合連合会の認定品
設計図書の優先順位は下記による。

ＳＮ釘 3.05 mm シージングインシュレイション 　　材長：　□　±5ｍｍ以下　　　□　（　　　　　　　　）
　を用いて測定することを原則とする。

１．指示書（現場説明書及び質疑回答書） ファイバーボード ・ボルト穴径：ｄ+1.5ｍｍ（ｄ≦M12）、ｄ+2.0ｍｍ（ｄ≧M16）　（dはボルト径）
・全乾重量法や静的曲げ試験は１荷口につき確認する試験本数を示す。試験体は実際に使用する同

２．設計図
・ドリフトピンの穴径：ｄ±0ｍｍ　（dはボルト径）木ネジ ・軟鋼線材レ JIS Z 2101　一部材の中から抽出し、木材の試験方法（　　　　　）に準ずる。

３．本仕様書 特殊ネジ ・ｽﾃﾝﾚｽ鋼 （３）表面仕上げ
・動的曲げ試験の判定基準は日本農林規格の針葉樹の構造用製材、合板、パネル、の強度区分材に

４．標準仕様書 コースレッド ・真鋳
 　□製材　　　化粧材：　　　　　　　　野物材：　　　　　　　　板材：

　準ずる。
（５）疑義 （４）面取り

含水率測定は、乾燥作業直後に行う。レ
（２）ボルト、ナット疑義を生じた場合や工法の提案を行いたい場合には監理者に申し出、その処理方法について協議 　□柱：（　　　）　mm

（２）構造用集成材、構造用単板積層材(LVL)
する。 　□梁：（　　　）　mm適　用　径種　類 材　質 表面処理、部品等級など

材　料 確認項目 確認の方法（６）製作要領書及び施工計画書の作成・提出 呼び径六角ボルト ・SS400 M3～M36 ・電気メッキレ

構造用 部材、断面、長さ、数量 ６．接合有効径六角ボルト ・SS400 M3～M20工事に先立ち、製作要領書や施工計画書を作成し、監理者の承諾を受ける。
製造工場の認定集成材 樹種、品名、強度、材面の品質、接着性能、ホルムアルデヒド放散量

全ネジ六角ボルト ・SS400 M3～M36
書等の写し（７）施工図及びプレカット図の提出 構造用 部材、断面、長さ、数量 （１）仕口、継手の原則

ステンレスボルト ・SUS304 日本農林規格ＬＶＬ 樹種、曲げヤング係数、水平せん断、接着性能、ホルムアルデヒド放散量工事に先立ち各種の施工図を作成し監理者の承諾を受ける。また、必要に応じて接合部のモック
・仕口、継手の方法は構造図による。特記無き場合は　１．（３）標準仕様書に示された在来工アンカーボルト ・SS400 M12～M24 ・電気メッキ（ユニクロ） (JAS)表示レ 構造用 寸法、数量

アップの作成を行う。プレカット工場を使用する場合には、プレカット図を施工図と位置づける。 の確認 　法用の一般的な適用慣例に従う。一般的な適用慣例については、８．軸組構法接合部標準仕様合板 強度、曲げ性能、板面の品質、接着耐久性、ホルムアルデヒド放散量

立会い目視検査（８）製作工場の選定、承諾 構造用 寸法、数量 　による。
・材質は鋼、ステンレス鋼、非金属。径と長さの組み合わせは「JIS B 1180」参照。

パネル 強度、ホルムアルデヒド放散量設計図書に基づき、当該工事の規模、加工内容に応じた技術と設備を備え、かつ自主管理能力を
・採用する方法は監理者の承諾を得る。

（３）座金
有した製作工場及び木工技能者を選定し、監理者の承諾を受ける。

・仕口、継手の各部に作用する応力を考慮し、部材の引き抜けが生じないように、原則として羽（３）ファスナー
材　質適　用 適　用　径 形状・表面処理　その他（９）各種試験・検査報告書の提出

　子板ボルトや木栓など、引張り抵抗をする補強部材を併用する。
確認項目 確認の方法ファスナーの種類座金 ・SPCC (JIS G 3131) M8～M24 ・角座金・丸座金レ

施工者は、各種工事の試験・検査結果ならびに施工記録を提出する。
（２）釘接合くぎ ・材質、胴・頭径部、長さ、仕上げ ミルシートの写しレ

・SPHC (JIS G 3141) ・電気メッキ
木ネジ類 ・材質、径、長さ、仕上げ 表示の確認レ レ

・釘は材の繊維に対して乱に打ち、割れを生じないように端距離、縁距離、釘間隔を大きく取る。２．材料の品質
ボルト・ナット ・材質、径、長さ、仕上げ 木栓曲げ試験レ・座金は用途ごと（引張、せん断）に下表により使い分ける。

・釘の長さは材厚の２．５倍以上とする。
座金 ・材質、径、仕上げレ

2.1　木質材料 ボルト径に対する座金の大きさ 8 10 12 16 20 24 ドリフトピン ・材質、径、長さ、仕上げ ・１ヶ所の釘の本数は２本以上とする。

引張を受けるボルト 厚さ コーチスクリューボルト ・材質、径、長さ、仕上げレ4.5 4.5 6 9 9 13（１）針葉樹の構造用製材、広葉樹の製材、枠組壁工法構造用製材 ・釘に錆を生じるおそれのある場合は、適切な防錆処理を施す。
スプリットリング ・材質、径、形状、仕上げ角座金の一辺 40 50 60 80 105 125本項の内容は特記無き限り、針葉樹の構造用製材及び広葉樹の製材及び枠組壁工法構造用製材等 ・自動釘打ち機を使用する場合は、面材に釘がめり込まないようにする。そのために、釘打ち機シアープレート ・材質、径、形状、仕上げ丸座金の直径 45 60 70 90 120 140

の日本農林規格に準ずること。 木栓など ・樹種、曲げ強度、比重 　の圧力を弱めるか、最後は手打ちを用いるなどの方法による。
せん断を受けるボルト 厚さ 3.2 3.2 3.2 4.5 6 6

部　位 ・構造用面材を耐力壁とする場合の釘打ち方法は「昭和56年建設省告示1110号」による。品　名 区分、等級 含水率樹　種 その他 角座金の一辺 25 30 35 50 60 70

土台 ・設計図書に明記されたファスナーであることを確認すること。同等性能のファスナーを用いる構造用製材 Ｄ20以下 丸座金の直径 ・構造耐力上主要な部分において、釘を引き抜き方向に抵抗させることは避ける。30 35 40 60 70 80

柱 構造用製材 Ｄ20以下 場合には、その主旨を監理者に申し出、承諾を得ること。また必要に応じて立会いによる性能 ・小口面に打たれた釘は、引き抜き方向に抵抗させることはできない。
（４）ドリフトピン、コーチスクリューボルト、ジベル、シアプレート、木栓梁 構造用製材 Ｄ20以下 　確認を実施する。 （３）木ネジ接合

小屋束 構造用製材 Ｄ20以下
材　質 （４）接合金物表面処理、その他種　類 適用径・長さ ・構造耐力上主要な部分において、木ネジを引き抜き方向に抵抗させることは避ける。

母屋・棟木・隅木 構造用製材 Ｄ20以下
・SS400 φ9～φ19 ・電気メッキドリフトピン

・小口面にねじ込まれた木ネジは、引抜き方向に抵抗させることはできない。確認の方法接合金物垂木 構造用製材 確認項目Ｄ20以下
・SWRCH10R φ9～φ19 ・電気メッキコーチスクリューボルトレ

Ｚマーク金物 ・材質、形状、仕上げレ ミルシートの写し筋違 スギ ・木ネジの先孔の径：針葉樹・・・主材　0.6ｄ　　、側材　0.8ｄ　　構造用製材 Ｄ20以下
(JIS G 3507)（ラグスクリュー） （dはボルト径）Ｃマーク金物 ・材質、形状、仕上げレ レ 表示の確認

　　　　　　　　　　広葉樹・・・主材　0.8ｄ　　、側材　1.0ｄ　
・SS400 φ64、φ102記入無き梁桁、母屋、タル木等の曲げ材のうち、見えがかり材は目視等級材の甲種２級、 スプリットリング 引き寄せ金物 ・材質、形状、仕上げレ

　　　　　　　　　　（先孔の深さは、主材へのねじ込み深さの２／３程度とする。）その他の金物 ・材質、形状、仕上げ、製造所レ・ ・電気メッキシアプレート見えない部分の木材は甲種３級とする。その他は乙種２級とする。
レ ミルシートの写し鋼材 ・材質、形状、仕上げ、溶接レ・堅木 M12～M24 ・ねじ込みには適切な道具を使い、ハンマーなどで打ち込んではならない。木栓

主要構造部には機械等級区分製材を用いることを原則とする。

・設計図書等に明記された接合金物であることを確認する。同等認定品や性能認定品を用いる ・ねじ込みを容易にしたり、損傷させないために潤滑油を用いてもよい。
乾燥の際背割りを行う。但し見えがかり部・相欠き部材・構造用合板の釘接合面には行わない。

場合には、その内容を監理者に申し出、承諾を得る。 （４）ボルト接合・木栓はナラ・ケヤキ・カシ等で気乾比重0.6以上の広葉樹とし、節や目切れ等の欠点の無い含水率は平均含水率とし下地材等に用いる場合でも含水率Ｄ20以下であることを確認する。レ

・締め付けに先立ち、ボルトの長さ、材質、呼び径、座金等が施工箇所に適しているものであるものとする。強度等級を指定した材料は特に、材料の欠点の節、目切れ等に注意して材料を選定し、仕口レ ４．耐久性（防腐・防蟻・耐候処理）
　ことを確認する。（５）接合金物、鋼材や接合部に欠点が当たらないように加工する。

・ボルト接合部付近に節・目切れなどの欠点がある場合は、ボルト本数を適切に増加する。（１）木材の防腐・防蟻処理材の曲がりについては、上記にかかわらず目視等級１級相当とする。 種　別 材　質 表面処理 適用、形状、その他

・ボルトの締め付けは、座金が部材にめり込む程度とし、めり込み音が発生した時点で締め付け・高耐久材の使用（注：製材の心材あるいは心持ち材又は集成材）・Ｚマークレ
（２）構造用集成材、構造用単板積層材(LVL)

　を完了する。・Ｃマークレ ・工場処理材（注：現場の加工、切断、穿孔箇所等は、現場処理に準じる）
本項の内容は特記無きかぎり構造用集成材及び構造用単板積層材の日本農林規格に準ずること。

・引寄せ金物 ・締め付けを完了したボルトは、ねじ部がナットから２山以上突き出ていることを確認する。レ 　　　ＪＡＳ保存処理材　：　　Ｋ５ 　　Ｋ４　　Ｋ３　　Ｋ２

その他の金物 ・品　名 レ曲げヤング係数区分 接　着材　面 ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ ・一度締め付けたボルトについても、木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだもの　　　ＡＱ認証保存処理材：　　　　　　１種　　２種　　３種部　位 樹　種
放　散　量 ・SS400品　質 ・溶融亜鉛メッキ鋼材性　能 ・設計図中の特記による水平せん断性能区分等　級

　については再度締め直しを行う。・現場処理（注：給排水用塩化ビニル管に接する部分は、管を保護する）

2 （５）コーチスクリュー接合　　　・　塗布　　・　吹付　　・　浸漬　（処理量300ml/m　、─処理回数2回）

・構造耐力上主要な部分において、コーチスクリューを引き抜き方向に抵抗させることは避ける。（６）接着剤（接着接合） 　　　日本しろあり対策協会または日本木材保存協会の認定品とする

・コーチスクリューの配置間隔、縁距離および端距離、使用する座金は同じ胴部径のボルトに準ここでいう接着接合とは、建設現場で用いるものを対象とし、内容は特記による。
使用部位 高耐久材 工場処理剤 現場処理剤

　ずる。レ レ土台 □K3 □（　　）（７）鉄筋ブレース □　塗布

レ外周柱下部1ｍ □　ひのき □K3 □（　　） レ□　塗布 ・胴部の先孔の径は胴部と同径とし、長さも胴部と同寸とする。ＪＩＳ５６７４（一般錆止ペイント）　ＳＳ４００
水周り □K3 □（　　） □（　　　）□　(   )

・ネジ部の先孔の径：比重0.4以上の樹種・・・ネジ径の60～70％
その他 □K4 □（　　） □（　　　）□　(   )（３）構造用合板、構造用パネル

　　　　　　　　　　その他の樹種・・・・・・・ネジ径の40～70％
本項の内容は特記無きかぎり構造用合板及び構造用パネルの日本農林規格に準ずること。

（２）土壌処理
　　　　　　　　　　（長さはネジ部の長さと同寸とする。）

強度 板面 接　着 寸法(mm) □防蟻薬剤による処理：薬剤（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ
・コーチスクリューは先孔にレンチなどで回しながら挿入し、ハンマーなどで打ち込んではなら部　位 品　名

放　散　量等級 品質 耐久性 厚（巾×長） 　特記無き場合は、日本しろあり対策協会または日本木材保存協会認定品、あるいはこれと同等
　ない。

屋根 構造用合板 ２級 　－　 C－D 特類 12mm F☆☆☆☆
　以上の効力を有するものとする。

・ねじ込みを容易にするためや、損傷させないために潤滑油を用いてもよい。
9mm構造用合板 ２級 特類 F☆☆☆☆C－D壁

レ□　防蟻薬剤による処理と同等以上の対策　（　土間コンクリート　）
（６）ドリフトピン接合

３．材料品質の検査方法 □　土壌処理省略 □北海道　□東北　□北陸
・ボルトやコーチスクリュー等と併用し、ドリフトピンの変形にともなう部材の開きを防止する。

注：処理範囲は、外周部布基礎の内側、内部布基礎の周辺２０ｃｍ、束石等の周囲２０ｃｍを標
・ドリフトピンは孔に密着させる。

現場または加工工場に搬入された製材等は、加工に先立ち下記の要領で受け入れ検査を実施し、
　　準とし、処理方法は日本しろあり対策協会の標準仕様書に準じる。

・一度締め付けた併用ボルトについても、木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだ
監理者に報告する。また監理者の立会いを要する検査については、指定された試験要領に基づい

（３）耐候処理（塗装）
・構造用合板はできるだけ大きい寸法のものを用いる。 　ものについては再度締め直しを行う。

て、適時抜取り検査を実施する。社内検査で試験本数や抜取り率の指定がない場合は原則全数と
□造膜型、　□含浸型、　・部位（　　　　　　　）

する。検査の結果、性能を満たさない材料については適用箇所を変更する等の措置を行うこと。

ヒノキ

　木質工事特記仕様書（１）

曲げ性能基準

合板１級

無等級材（京都府産材）

無等級材（京都府産材）

無等級材（京都府産材）

無等級材（京都府産材）

無等級材（京都府産材）

無等級材（京都府産材）

無等級材（京都府産材）

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

□　ひのき

－木質工事特記仕様書（１）（便所・倉庫）
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図面名称

工事名称

キタイ設計（株）
一級建築士　第319755号　小川龍二

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事

－

（７）ジベル接合

・木部材は接合部付近の割れ、節、目切れなどの欠点に注意し、彫込み・打ち込みまたは圧入に

　際して割れを生じないよう、ジベルの種類に応じた断面と余長をもたせる。

・接合材は十分圧着させる。木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだものについて

　は再度締め直しを行う。

（８）既成金物の接合

・羽子板ボルト、ひら金物、短冊金物、かね折り金物および箱金物などの取り付けは、それぞれ

　の仕様に基づき、接合両材の間が密着するように締め付ける。

（９）接着接合

・接合部の耐力は、使用材料および使用方法に適した接着性能の試験を行い確認する。

・接着剤を用いた接合を行う手順は、接着剤製造業者の推奨する接着仕様に従うとし、実験によっ

　て接合部に要求される耐力と耐久性が立証された場合はその際の作業条件を標準とする。

（１０）その他の方法による接合

・使用材料および使用方法は構造図によるものとし、監理者の承諾を得る。

７．運搬・建て方

（１）輸送計画

製品の輸送に当たっては、建方計画に支障がないように、道路状況、現場作業手順等を考慮し十分

な検討を行う。また、輸送時に製品の品質を損なわないようにする。

　　□　輸送計画書の提出　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

（２）集積・保管

集積の際は適当な受け台などを設け、材にねじれや曲がりの損傷を与えないように注意する。降雪

や降雨に対する保護としてシート養生を行う。ただし、エアコンの効いた室内は乾燥による割れが

レ発生するため避ける。　　　□　集積場の確認　  〔　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

（３）建方計画

レ　　□　建方計画書の提出　

アンカーボルトの施工方法、建方スペース、建方機械、搬入・仕分け、地組み、足場計画、建方、

養生、安全対策などについて検討し、建方計画書としてまとめる。

（４）施工時の安全性

建方作業中および作業後、横架材上に諸材料または機械などの重量物を積載する場合、あるいは

柱に大きな引張力を与えるなどの場合は監理者の承諾を受ける。また、強風などによる諸外力に

対しては、必要に応じて仮設補強等の処置を施す。

レ　　□　施工時の安全性に対する検討書の提出　　　□　施工時荷重条件の通知

（５）アンカーボルトの施工

・芯出しは、型板を用いて基準墨に正しく合せて適切な機器等で正確に行う。

・アンカーボルトは鉄筋等を用いて組立て、適切な補助材で固定しコンクリートの打ち込みを行う。

レ・アンカーボルトはダブルナットとする。　□適用除外　〔　　　　　　　　　　　　　　　〕

・土台の穴あけはコンクリート打設後、ボルトの通り芯からのずれを実測してから行う。

　　□通り芯からの誤差　　　　　　　　　：　□±3mm以下　　□〔　　　　　〕

（６）建方精度

・建方の精度基準は下記による。　

レ レ　　□建物の倒れ　　　　　：　□　e≦H／2500+10mm　かつ　e≦50mm

　　　　　　　　　　　　　　　□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

レ レ　　□梁の水平度　　　　　：　□　e≦Ｌ／  700+ 5mm　かつ　e≦15mm

　　　（節点間のレベル差）　　□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

レレ　　□建物のわん曲　　　　：　□　e≦L／2500mm　かつ　e≦25mm

　　　　　　　　　　　　　　　□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

レ　　□柱据え付け面の高さ及び位置

レ　　　　　柱据え付け面の基準高さからの誤差　：　□±3mm以下　　□〔　　　　　〕

レ　　　　　通り芯からの誤差　　　　　　　　　：　□±3mm以下　　□〔　　　　　〕

レ　　　　　階高　　　　　　　　　　　　　　　：　□－5mm≦△H≦+5mm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□〔　　　　　　 　　　　 　　〕

・建方精度に不具合が発生した場合は速やかに監理者に報告し対応策を協議する。

（７）施工状況の検査

・アンカーボルト施工時の立会い検査

　　□　目視による精度確認　　□　計測機器による精度確認　　□　アンカーボルト径、間隔

レ　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

・地組み時の立会い検査

　　□　目視による精度確認　　□　計測機器による精度確認　　□　材料の加工寸法検査

レ　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

・建方時の立会い検査

　　□　目視による精度確認　　□　計測機器による精度確認　　□　材料の加工寸法検査

レ　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

・建方後の施工状況の検査

レ レ　　□　防腐・防蟻処理　　　　□　材料の加工寸法検査　　　　□　ファスナーの施工状況

レ　　□　接合金物の施工状況　　□　その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

レ　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

・最終確認

　　工事中に発生するボルトの緩み、ファスナーおよび接合金物に影響する材の割れ、接着面の

　　はがれ等に注意を払い、不具合が発生した場合は是正する。補強の必要がある場合は速やか

　　に監理者に報告し対応策を協議する。

レ　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

（８）根太、捶木と横架材

片持ち梁
・落とし込み根太：横架材に大入れ or 根太掛け＋斜め釘

８．軸組構法接合部の標準仕様

・半欠き根太：横架材に大入れ腮掛け＋斜め釘

（１）横架材同士の継手 ・転ばし根太：根太が正角断面の場合、横架材に脳天釘止め

１．曲げ応力や引張力を負担しない継手：腰掛け蟻継ぎ、腰掛け鎌継ぎ 根太が縦長角断面の場合、斜め釘２本＋転び止め

・せん断力が大きい場合は台持ち継ぎとする。 ・捶木：横架材に捶木道を掘り、転ばし根太と同様に止める。

・長期荷重時のせん断力の向きを考慮し女木と男木を決める。 ・風の負圧の補強：許容応力度計算により必要耐力を有するひねり金物等を取り付ける。

・逆せん断と引張の補強として短冊金物等を併用すること。
根太彫り

垂木・柱からの持ち出し位置は、連続梁の長期荷重の反曲点付近とする。

ひねり金物

梁受け金物の例 転び止め
渡り顎掛け

（クレテック金物等）腰掛け蟻継ぎ 台持ち継ぎ

（４）柱と横架材の仕口
軒桁

半欠き根太
１．柱の上下端部：短ほぞ差し、長ほぞ差し込み栓止め

女木 女木
・短期の引張力に対しては、平12建告1460号、Ｎ値計算又は許容応力度計算により、 （９）間柱と横架材

必要耐力を有するＺマーク金物等を併用すること。男木 ・上下横架材に深さ3mm程度大入れ＋斜め釘上部ほぞ差し、下部突き付け＋斜め釘

男木 （１０）釘の最小間隔及び最小端あき距離
（d：釘径）

継手位置 P2加力方向 P1E1 P1P2 E2柱
繊　維 繊維直交横架材

E2腰掛け鎌継ぎ 方　向 方　向

繊
維
方
向

E2横架材短冊金物 山形プレート柱 E1 15d 10d

アンカーボルト
女木 男木

E2 P2P1 12d 10d女木

P2男木 E1
短ほぞ差し

繊
維
直
交
方
向

長ほぞ差し E1
P1E1 P1 E1＋

込み栓止め E2 5d 8d
山形プレート止め

E2

２．曲げ応力や引張力を負担する継手

P2

P2 5d 8d２．土台の出隅入隅部：追掛け大栓・金輪・尻挟み継ぎ、鋼板挿入ドリフトピン接合 E2

　　　：土台同士は襟輪小根ほぞ差し又は寄せほぞ差し、柱脚部は扇ほぞ差し又は寄せほぞ差し・伝達できるＭやＴは母材全断面の２割以下と考えること。

（但し、柱勝ちの場合、落とし蟻又は土台をて寄せほぞ差しとする。）
（１１）ボルトの最小間隔及び最小端あき距離

（d：ボルト径、t：主材厚）・短期の引張力に対しては、平12建告1460号、Ｎ値計算又は許容応力度計算により、

加力方向 E1 P1 E1必要耐力を有するＺマーク金物等を併用すること。落とし蟻の場合は、ＨＤ金物を用いる。 P2 e2材
幅
の
3～

3.
5倍

繊維方向 繊維直交方向

7d（荷重負担側）

繊
維
方
向

E1 7d
金輪継ぎ 4d（荷重非負担側）追掛け大栓継ぎ 襟輪小根

E2

落とし蟻扇ほぞ差し ほぞ差し 寄せ P2t/d=2 3dほぞ差し E2

E22≦t/d<6P1 7d 3d～5d E1

P1 E2t/d>6 5d P2
寄せ

t/d≦6 1.5d 特記による。特記のない
繊
維
直
交
方
向

ほぞ差し

E2場合は以下の数値とする。t/d>6E2

P2

1.5dかつP2/2 4d（荷重負担側）

E2P11.5d（荷重非負担側）３．通し柱と胴差し：小胴付きほぞ差し、傾ぎ大入れほぞ差し、梁受け金物
P1E1

P2 3d・梁受け金物以外の仕口には、引張の補強として短冊金物やかね折り金物等を併用すること。 E14d

鋼板挿入尻挟み継ぎ

ドリフトピン 傾ぎ大入れ
（１２）面材耐力壁

ほぞ差し かね折り金物
（２）柱の継手 １．大壁造の場合 ２．真壁造の場合

・伝達できるＭやＴは母材全断面の２割以下と考えること。

・やむを得ず柱の継ぎ手を設ける場合は、曲げと軸力による複合応力の検定を行い安全性を 小胴付きほぞ差し 受け材 30x40

釘 CN75 @300　確認する。

6mm以上 梁梁（３）横架材どうしの仕口

１．せん断力が母材全断面の３割以下の仕口：（大入れ）蟻掛け
短冊金物

150150・長期荷重時のせん断力の向きを考慮し女木と男木を決める。

・逆せん断と引張の補強として羽子板ボルト等を併用する。

（５）筋かい端部・男木の梁せいが女木の２／３以下の場合か、仕口直下に柱がある場合には、大入れとして

・平12建告1460号の例示仕様又は同等品とする。 30
0

　もよいが、そうでない場合は男木のせいの２／３程度の顎をかける。 15
0

15
0

15
0

15
0

（６）火打ち、方杖

15
0

15
0

筋かいプレート
・角材を用いる場合の端部は、 15

0

15
0

（同等認定品）

女木 女木 傾ぎ大入れほぞ差し＋ボルト締めとする。

・Ｚマーク鋼製火打ち又は同等品としてもよい。

土台土台（７）小屋束の上下端部
あご

2
・短ほぞ差し又は長ほぞ差し込み栓止めとする。h程3

度 構造用合板 構造用合板
・短ほぞ差しの場合、風圧力による引張力の補強として、かすがい２本又はひら金物又は山形

釘 CN50 @150 釘 CN50 @150
男木 男木 　プレート止めとする。 ・受け材は柱や横架材にＮ75-@300以下

柱
　で平打ちする。

羽子板ボルト 傾ぎ大入れほぞ差し

もや大入れ蟻掛け

２．せん断力が母材全断面の３割を超える仕口：梁受け金物 小屋束
ボルト（M12標準）

・既製品の場合は金物メーカーの許容せん断耐力の値を用い、特注品の場合は構造計算で

　許容せん断耐力を算出して安全性を確認すること。

小屋梁３．一方を片持ち梁とする場合：レベル差を設け渡り腮掛け ひら金物

・逆せん断の補強として羽子板ボルト等を併用すること。

　木質工事特記仕様書（２）

彫込引きボルト

木質工事特記仕様書（２）（便所・倉庫）
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キタイ設計（株）

図面名称

工事名称

一級建築士319755号　小川　龍二

Ｗ/Ｃ＝60～80％Ｆｃ×ｔｆ＝

※　変動係数を想定し、7項に規定する抜き取りヶ所数Ｎ、合格確率80%とした上表を用いて設定する。

４.掘削が完了したら固化材液の注入をやめ、撹拌ロッドを掘削時と正逆回転し、50㎝以上、練り返しを行う。

３.所定の位置まで来たら固化材液を撹拌ロッド先端より注入しながら掘削撹拌を行う。

１.コラムの中心位置を出し、その位置に撹拌ロッドの中心を据えるよう機械をセットする。

（１）工法概要　　（２）工事概要　　（３）施工場所　　（４）施工機械

本工事に先立ち、施工計画書を監督員に提出する。施工計画書には事項を明記する。

５.逆回転で再撹拌しながら引き上げる。

２.セットが完了したら撹拌ロッドを回転し、規定の速度で掘削を開始する。

（３）施工手順は以下の通りとする。

（２）掘削速度1.0ｍ/分、引き上げ速度1.0ｍ/分以下とする。

（１）固化材液の充填方法は、掘削時充填方法とする。

５.　施工

４.　施工計画書

（５）施工管理体制　　　（６）施工管理　　（７）安全対策　　（８）工程表

ｃＦ

ｔα
ｆＸ

設計基準強度（kN/㎡）

（kN/㎡）

：

配合強度

割増し係数：

：

25％

変動係数 ７～８１ ２ ４～６３ ９以上

（５）掘削深度　　（６）固化材の使用量　　（７）強度管理試験結果

（１）コラム配置図及び番号　　（２）施工年月日　　（３）コラム径　　（４）掘削長

工事完了後、次の事項について報告書をまとめ、監督員に提出する。

品質に支障があった場合は、監理者と協議し適切な判断を下す。

８.施工報告書

※　品質に支障があった場合の処理

Ｖ

qud

σｄ

Ｎ

ka

ｃＦ

ＬＸ

（kN/㎡）・qudＶｄσｄ＝

：想定した一軸圧縮強さ

：変動係数ｄ

（kN/㎡）

：設計で想定したコア強度の標準偏差

：検査対象層の抜取箇所数

：合格判定係数（下表による）

（４）本工事は、（財）日本建築センター発刊；建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針 平成14年7月改訂版 に準拠し、

本工法はセメント系固化材を固化材液として現地地盤に注入し、共回り現象を防止する撹拌翼(特許等で認められたもの)を

原則として現地土を採取し室内配合試験を行い決定する。

装着した撹拌装置を用いて混合撹拌することによりソイルセメントコラムを築造する工法である。

　　　公的機関 による性能証明を有する工法とする。

３.　固化材の配合及び配合量

（２）配合と配合量の検討

Ｘ

（１）固化材

（２）掘削深度

（３）設計基準強度

（１）コラム径

２.　特記仕様

セメント系固化材を使用する。

α

１.　工法概要

：　Ｎ箇所の一軸圧縮強さの平均値　（kN/㎡）

：袋数又は重量計で計測する。

本コラム又は採取用コラムより、100本毎に頭部・全長それぞれ1箇所の供試体を採取する。

合否の判定は、Ｎ箇所（抜取個数）の一軸圧縮強さの平均値ＸＮと合格判定地ＸＬの

材令28日における圧縮強度試験結果が下記の式をクリアしなければならない。

（６）支持層強度　　トルク計で測定し記録する。

（１）コラムの鉛直度　改良機本体の傾斜計で管理する。

（５）掘削速度　　　速度計計測し記録する。

（４）掘削深度　　　深度計で計測し記録する。

（３）固化材吐出量　流量計で計測し記録する。

：計量計又は水管計で計測する。

ＮＸ

ここに、

ＮＸ

大小関係を比較する事で行う。

７.強度管理試験

σ・ka＋ｃＦ＝ＬＸ≧ ｄ

（２）固化材液の作成　水の計量

固化材の計量

６.　施工管理

※全長コアは１箇所当たり3個/3セットの供試体を採取する。※ｺｱﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ採取とする

採取コアの採取率（連続性の確認）　

コア採取率は全長に対して砂質土系で９５％以上、粘性土系で９０％以上とし、

１ｍ当たりのコア採取率は、砂質土系で９０％以上、粘性土系で８５％以上とする。

　※材令7日にて圧縮強度試験を行う場合は材令7日から材令28日への伸び率値 1.3を用いる。

（３）配合試験実施時に六価クロム溶出試験を実施し、試験結果(計量証明書)を提出するものとする。

　　　尚、試験方法は平成3年8月23日環境庁告示第46号に準じる。

　　　検体数：1検体　基準値0.05㎎/L以下

 応じ変更した方が適切と判断される場合には、監理者の承認の上、変更する事が出来る。）

抜取ヶ所数

割増係数
2.163 1.6511.8151.918 1.719 1.594

（Ｎ）

（α）

９以上４～６ ７～８３２１Ｎ

合格判定

係数
1.9ka 1.61.7 1.41.5

抜取箇所数

1.3

：　合格判定値　　           （kN/㎡）

Ｖｄ =0.25

：　設計基準強度　Fc=1000（kN/㎡）

※頭部コアは1箇所当たり3個の供試体を採取する。※未固化土採取とする

ＳＳコラム工法特記仕様書

φ＝900 ㎜

3.0m～3.5m（ 但し、改良径・長さ・本数・位置及びセメントスラリーの配合等については土質や地盤状況に

ＳＳコラム工法特記仕様書（ＧＢＲＣ 性能証明 第１２-０７号）

3配合量仮定＝300kg/ｍ

Ｆc = 600kN/㎡

本工事では頭部コア2箇所、全長コアボーリング2箇所をそれぞれ採取する。

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事
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N

▽設計ＧＬ

5

0

混合土採取は１ヵ所当たり上、中、下の３個の供試体による。

・セメント系固化材は、六価クロム溶出量低減型固化材とする。

・試掘等により支持地盤に傾斜がある場合は、監督員との協議により、

セメントコラム長を調整すること。

Ｙ

Ｘ

(A3-S=1:200)

セメントコラム 伏図 S=1:100

設計GL = 140.65

1

,

2

0

0

3

,

5

0

0

～

3

,

0

0

0

2

,

2

5

0

～

1

,

7

5

0

・本工事に先立ち、施工計画書を提出し監督員の承認を得るものとする。

キタイ設計（株）

図面名称

工事名称

S=1:100

(A3版 S=1:200)

一級建築士319755号 小川 龍二

セメントコラム伏図・

ＧＬ－３、５００

セメントコラム先端はセメントコラム先端は

ＧＬ－３、０００

ＧＬ－３、５００

セメントコラム先端はセメントコラム先端は

ＧＬ－３、０００

・基礎ベース底にて 長期地耐力 １２０ｋＮ／ｍ^u2 以上

・頭部コアにより、一軸圧縮試験２ヶ所を行う。
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F1 F1 F1 F1 F1 F1 F1 F1 F1

F3

F3

F3

F3 F3

F3

F3

F3

・固化材添加量 ２００ｋｇ／ｍ^u3 以上

（ソイルセメントコラム設計基準強度 ＦＣ=６００ＫＮ/ｍ^u2以上）

・全長コアボーリングにより、一軸圧縮試験２ヶ所を行う。

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事
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ＳＳコラム工法同等工法

・深層混合改良工法（審査証明取得工法）

凡例・・・

P1

・基礎心は柱心とする。

・支持地盤は、砂礫であることを確認すること。(盛土以外）

セメントコラム φ９００

F1,F2,F3基礎ベース底はＧＬ－１,２００とする

Ｌ＝ ２、２５０ 計 ９４本

Ｌ＝ １、７５０ 計 ４６本

平均値として、改良土量の15％を発生残土として計上している。

・各改良箇所に付き、改良土量の10％～20％の残土の発生を見込んでいるが、



キタイ設計（株）

図面名称

工事名称

S=1:100
(A3版 S=1:200)

Ｙ

Ｘ
(A3-S=1:200)（基礎・１階梁床伏図）

はＲＣ断面部分を示す
特記なき限り下記による

共 通 事 項凡 例

本図は見下げ図とする

数値は１ＦＬからの床天端レベルを示す

土間コンクリート ○ア １５０ 

配筋Ｄ１０＠１５０シングルクロス

地中梁天はＧＬ－３００とする

基礎 伏図　　　　　S=1:100

基 礎 伏 図

一級建築士319755号　小川　龍二

壁は W18 とする

FC1,FC2,FC3 は柱型を示す

C1、P1 柱脚ＢＰ下はＧＬ－２５０とする

土間下は十分転圧を行うこと

F1,F2,F3基礎ベース底はＧＬ－１,２００とする

±0

床スラブは CS1 とする(GL+500レベル)

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事
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キタイ設計（株）

図面名称

工事名称

(A3版 S=1:60)

S=1:30

柱型断面リスト

断   面

主   筋

帯   筋

備   考

Ｙ

Ｘ

符 号

階

上    端    筋

下    端    筋

あ  ば  ら  筋

腹          筋

Ｆ

▽ＧＬ

地中梁断面リスト

S=1:30

符          号

位       　 置

断        　面

（A3-S=1:60）

S=1:30

柱断面 ロ-175x175x9

地中梁増打

D10@100(SD295)

D10@100

（A3-S=1:60）

全 断 面

2-D10

全 断 面

2-D10

6
5
0

4-D22

使用材料

コンクリート

鉄  筋

ＳＤ２９５Ａ　　　Ｄ１０～Ｄ１６

ＦＣ１８　  捨てコンクリート

ＳＤ３４５  　　　Ｄ１９～Ｄ２２

定　着

梁主筋の柱への定着長さは、政令第７３条３項とし、４０ｄ以上とする。

ＦＣ２４    一般躯体　土間コンクリート
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0
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350

14-D22(SD345)
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（鉄部は直接土に接しないこと）

根巻コンクリート（Ｄ１０＠１５０Ｓ,Ｃ）

（鉄部は直接土に接しないこと）

根巻コンクリート（Ｄ１０＠１５０Ｓ,Ｃ）

（鉄部は直接土に接しないこと）

根巻コンクリート（Ｄ１０＠１５０Ｓ,Ｃ）

共 通 事 項

▽ＧＬ （鉄部は直接土に接しないこと。）

根巻コンクリート
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和知第二小学校跡地整備設計

一級建築士319755号　小川　龍二

Ｒ Ｃ 断 面 リ ス ト

巾止筋はＤ１０＠６００以内とする
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キタイ設計（株）

図面名称

工事名称

一級建築士319755号　小川　龍二

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事

柱

根巻

100mmかつ7t以上100mmかつ7t以上根巻天端

50

仕
上

塗
装

マ
デ

t

素
地

調
整

マ
デ

塗装しない範囲 塗装しない範囲
B.PL下端

現場溶接部 ＜円周継手＞

＜現場溶接部塗装範囲＞＜柱脚部塗装範囲＞

2
1

3 4070

20

表
57

40

表 20
4 62-M8

（長孔φ10×30）
組立式バンド

1
0

（アカギ式）

32
10 20

FB-t6×32
竪樋

（溶融亜鉛メッキ）
- - --

-

膜材料物件名 旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事 国土交通省告示第666号第二、2、二の表の（二）に適合する膜材料：
膜工事建物概要 塗装工事 合成樹脂調合ペイント塗り

建築場所 京都府船井郡京丹波町篠原堂ノ下31
2

認定番号
工　程 塗　料　名 塗布量 塗装方法　 施工区分（kg/m ）

１　素地調整 ２種ケレン（サンダー等）／　ＩＳＯ　Ｓｔ ３建築用途 スポーツ練習場 MMEM-9023（建築基準法第37条第二号）　　　
２　下塗り（１回目） 鉛・クロムフリーさび止めペイント　ＪＩＳ　Ｋ　５６７４ 0.10 吹付・はけ 工場

NM-3032（建築基準法第２条第九号　不燃材料）３　下塗り（２回目） 鉛・クロムフリーさび止めペイント　ＪＩＳ　Ｋ　５６７４ 0.10 吹付・はけ

４　中塗り 合成樹脂調合ペイント中塗　ＪＩＳ　Ｋ　５５１６ 0.09 はけ・吹付工事種別 新築 増築 改築 移転 その他 現場（　　　　　　　） ｸﾘｰﾝﾏｯｸｽ220（CMX220）（厚さ0.55mm）酸化ﾁﾀﾝ光触媒ｺｰﾃｨﾝｸﾞ同等品
５　上塗り 合成樹脂調合ペイント上塗　ＪＩＳ　Ｋ　５５１６ 0.08 はけ・吹付

膜材　概要※胴縁材は下塗りまでとする。（カラーリップみぞ形鋼）

規
　
　
模

2面積 膜伏面積 1400 m
光触媒反応ｼｽﾃﾑ※プラスターボード内貼りはEP塗装とする。

2O1 1階数 地上 階，　地下 階，　膜構造部分の階 階 有機物の酸化分解-
・ 2OPVC層

e-電子

8.505（材芯）高さ 膜構造部分高さ m
・ OH光（紫外線）

2H O

+
2TiO躯体構造 コンクリート造 鉄骨造 木造 その他 （　　　　　　　　　）

(h+)正孔

基布（ｶﾞﾗｽ繊維）膜構造形式 骨組膜構造 サスペンション膜構造 上塗塗料のＪＩＳ規格（相当品）は 光沢品を規定している為、
2酸化ﾁﾀﾝ光触媒層（TiO ）注意事項

艶調整を行う場合はＪＩＳ規格（相当品）に該当しなくなります。 中間層0.375地震荷重 標準層せん断力係数　　　Ｃｉ＝
設計荷重

2 各部塗装範囲長期 垂直積雪量 cmN/m 90
※一般社団法人日本膜構造協会第１種正会員であること。積雪荷重

22短期 単位重量 N/（m  ・cm）N/m1800 20
※一般社団法人日本膜構造協会の膜体加工工場認定制度に登録された工場（A種を除く膜材料

2速度圧 　 q = N/m1160    を加工する工場）で加工すること。

※膜材料を製品使用後に引き取り、リサイクルされる仕組みを整えていること。風荷重 風速　 　 Vo = m/s32

※関西地域に営業所もしくは支店を有している業者で、緊急時対応が可能な業者での
地表面粗度区分  

　施工とすること。
一般構造用鋼材 建築構造用鋼材 ※ISO9001を導入している企業とすること。

SS400 ［鋼鈑 ･ 平鋼 ･ 形鋼］ SN400A ※膜材料を変更した場合、承諾図・構造計算書を提出し監理者の承諾を得て鉄骨工事
STK400 SN400B

　製作・施工を行うこと。構造用鋼材
STKR400 SN400C

種類・材質
STK490　［炭素鋼鋼管］ その他 （                    ）SN490B

STKR490　［角形鋼管］ （                    ）SN490C 国土交通省告示第666号第二、4、一のロまたはハに規定する接合とする膜材溶着部
SSC400  ［軽量形鋼］

その他  （                   ） 溶着巾 40mm 20mm その他
形　状材　質溶接構造用鋼材

SM490A その他 （                    ） 樋工事 PL-3.2t 塩ビ軒樋 溶融亜鉛メッキ
溶着方法 ライスター ウェルダー軒樋 アルミ 無し

F10T（S10T）
SUS

F8T（溶融亜鉛メッキ高力ボルト） 国土交通省告示第666号第三に規定する定着方法とする。
膜定着部VP100 塩ビ竪樋 溶融亜鉛メッキ高力ボルト

アルミ竪樋 無し ＃ ＃ ＃
3 4 5 ＃100 その他ﾊﾄﾒ番号SUS

JIS規格品（SW付き） その他中ボルト （　　　　　　　　　　　） 竪樋支持プレート形状

その他SNR400B SNR490B SS400 （M12のみ） （　　　　） 外周アンカーボルト

膜定着部隅肉溶接のサイズ
（単位：ｍｍ） （単位：ｍｍ）

１（片面溶接）t 4 5 6 7 8 9 10 11 12
溶接

t ≦16
S 3 4 5 5 6 7 8 8 9

t 13 14 15 16 19 22 25 28 30

10 10 11 12S 11 13 15 17 18
２（両面溶接）

t ≦16 16＜ t ≦32

S S SS
2 2 22

3
S

2

中間

膜定着部

鉄骨製作工場 膜下地鉄骨の製作は、鋼管構造を主体とした膜構造建築物に関する加工経験を

有する工場とすること。

1
表

3

4表20 205 8

7
2

6

s

s

s t

s

tt

60
°

　 　　 　s s

s s 　

20 ※ 20

:1 CMX220本体膜

2 : CMX220ベース布

3 :カスタム 200kg/3cmｸﾗｽ

4 : CMX220抱き込み布

5 2本縫い

6 :縫い込みロープ PP.6φ

:7 ハトメ #3 @100

8 2本縫い

:1 CMX220本体膜

:2 CMX220引き込み布

:3 補強布 200kg/3cmｸﾗｽ

:4 縫い込みロープ PP.　6φ

:5 ハトメ #4 @100

6 4本縫い

:7 補強テープ ｴｽﾃﾙﾃｰﾌﾟ

膜構造建築物　設計概要書

膜構造建築物　設計概要書

(0.30x1.25=0.375  I=1.25)

＊摩擦接合では鉄骨の摩擦面の処理に注意する。摩擦面のすべり係数を０．４５以上（溶融亜鉛メッキ

　された鉄骨の場合は０．４０以上）確保するため、「ブラスト処理・特殊塗料塗布、他」を行なう。

ABR400
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キタイ設計（株）

図面名称

工事名称

一級建築士319755号　小川　龍二

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事
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小 屋 伏 図　　      　S=1:100

小 屋 伏 図 S=1:100
(A3版 S=1:200)

：フランジ位置(継手）を示す ：現場溶接位置を示す

　フランジ位置と現場溶接位置は製作時に再検討とする。

水平ブレースは、V1 1-M16とする。
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キタイ設計（株）

図面名称

工事名称

一級建築士319755号　小川　龍二

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事

軸 　 組 　 図 S=1:150
(A3版 S=1:300)

X11  軸組図　　　　S=1/150

12000 12000

24000

8
50

5
.8

3
50

0
5
00

5
.8

1
80

5
.8

3
2
00

12000 12000

24000

8
50

5
.8

3
50

0
5
00

5
.8

18
0
5
.8

3
2
00

12000 12000

24000

8
50

5
.8

3
50

0
5
00

5
.8

1
80

5
.8

3
2
00

25
0

229822982522.72522.7 4717.1

21001308.5 1308.5

2298 2298 2522.7 2522.7 229822982522.72522.7 2358.5 2298 2298 2522.7 2522.72358.5

25
0
0 P2P2

G1

C1 C1

C1C1

C1C1

G2G2

P1P1P1P1 P1 P1 P1 P1P1P1P1P1P3P1P1P1 P3 C-100x50x20x2.3t

胴縁

（@607 @1820（ダブル）
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X2  ～ X10  軸組図　　　　S=1/150X1  軸組図　　　　S=1/150
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　フランジ位置は製作時に再検討とする。

B5

B5

符号 部材

ラチス材：P－89.1φ×3.2ｔ

束材：P－89.1φ×3.2ｔ

G2

束材：P－60.5φ×3.2ｔ

ラチス材：P－60.5φ×3.2ｔ

上下弦材：P－139.8φ×4.5ｔ D=1,500

束材：P－60.5φ×3.2ｔ

ラチス材：P－60.5φ×3.2ｔ

G3 上下弦材：P－139.8φ×4.5ｔ D=1,806

材質

BCR295

STKR400

STK400

STK400

STK400

STK400

STK400

STK400

STK400

STK400

PL類 SS400

G1 上下弦材：P－190.7φ×7.0ｔ D=1,500 STK400

STKR400

ラチス材：P－60.5φ×3.2ｔ

B1 上下弦材：P－139.8φ×4.5ｔ D=1,500 STK400

STK400

STK400B2 P－190.7φ×5.3t

STK400B3 P－165.2φ×4.5t

STK400B4 P－139.8φ×4.5t

STK400P－139.8φ×4.5tCG1

STKR400B5 □-125×125×3.2ｔ

V1 1-M16（ターンバックル締め） JIS A 5540

□-300×300×9ｔ

P1 □-150×150×6.0ｔ

P2 □-100×100×3.2ｔ

C1

STK400P－139.8φ×4.5tCG2

STK400B6 P－139.8φ×4.5t

STK400B7 P－89.1φ×3.2t

STKR400P3 □-150×150×9.0ｔ
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鉄骨断面リスト
X1 X11X10X9X8X7X6X5X4X3X2

X1 X11X10X9X8X7X6X5X4X3X2

Y1 Y2 Y1 Y2 Y1 Y2
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F2 F2 F2 F2F3 F3 F3 F3 F3 F3 F3 F3

F1 F1 F1 F1 F1 F1 F1 F1 F1

F1 F1 F1 F1 F1 F1 F1 F1 F1

 Y2   軸組図　　　　S=1/150

Y1    軸組図　　　　S=1/150
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共 通 事 項

特記なき限り下記による

凡 例

は増打部分を示す　

S=1:150

A3-S=1:300

軸組図

立上り壁はＷ１８する

柱脚ベース底は設計ＧＬ－２５０とする

地中梁天端は設計ＧＬ－３００とする

基礎ベース底はＧＬ－１,２００とする

▽GL
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00 30
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▽基礎ベース底

△FG天端
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：フランジ位置(継手）を示す

FG1
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（SN490B）

□-300x300x16t（BCR295）

接合部

G1：2P-190.7φx7.0t

C1：□-300x300x9.0t

割込みPL-16.0t

PL-22t
（SN490C）

PL-22t
（SN490C）

□-300x300x16t（BCR295）

接合部

PL-22t
（SN490C）

PL-22
（SN490C）

cG2：P-139.8φx4.5t

PL-22t
（SN490C）

□-300x300x16t（BCR295）

接合部

（SN490B）

割込みPL-16.0t

G1,G2

G3
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4040 185
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C1材、柱脚、柱頭　仕口図　　　S=1/10
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キタイ設計（株）

図面名称

工事名称

一級建築士319755号　小川　龍二

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事

鉄 骨 詳 細 図 (1 ) S=1:10
(A3版 S=1:20)
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キタイ設計（株）

図面名称

工事名称

一級建築士319755号　小川　龍二

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事

S=1:10
(A3版 S=1:20)

鉄 骨 詳 細 図 (2 )
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キタイ設計（株）

図面名称

工事名称

一級建築士319755号　小川　龍二

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事
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フランジPL－パイプ間は突きあわせ溶接とする。
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B1材　仕口詳細図　　　S=1/10

B2材　仕口詳細図　　　S=1/10

B3材　仕口詳細図　　　S=1/10

B7材　仕口詳細図　　　S=1/10

B5材　仕口詳細図　　　S=1/10

胴縁材　仕口詳細図　　　S=1/10

G1材 　フランジ詳細図　　S=1/10
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＊G2材との取り合い部はガセット割込みとする

＊G2材との取り合い部はガセット割込みとする
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1
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40

40

＊リブプレートが必要な場合はRibPL-6tとする。

S=1:10
(A3版 S=1:20)

cG1,G3材　仕口詳細図　　　S=1/10

・エレクションピースは鉄骨建て方計画に応じて枚数、配置を決定すること。

・エレクションピースは現場溶接完了後、5mm程度残してカットし、グラインダー仕上げのこと。

・ジョイント位置は製作時にトラック運搬 鉄骨建方等を考慮の上最終位置決定のこと。

裏当て

B6:P-139.8φx4.5t

エレクションピース、PL-6t

2PL-6t

仮ボルト　4xM16

裏当て

2PL-6t

仮ボルト　4xM16

G2,G3,G4 材　現場溶接詳細図　 S=1/10

B6

エレクションピース、PL-6t

鉄 骨 詳 細 図 (3)
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S=1:100

(A3版 S=1:200)

図面名称

工事名称

キタイ設計（株）
一級建築士　第319755号　小川龍二

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事

各階柱頭金物を示す

各階柱脚金物を示す

HD-B10： ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物(10KN用 )同等以上を示す。（柱頭・柱脚共）

HD-B15： ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物(15KN用 )同等以上を示す。

特記なき柱の柱脚は、短ホゾ＋かすがい打ち同等以上とする。

特記なき柱の柱頭は、長ホゾ＋かすがい打ち同等以上とする。

印は、化粧柱　を示す。

印は、通し柱　を示す。

※

※

特記無き柱：WC1（ 10WC10）　105× 105　を示す。

印は、壁筋違： WV2　 45× 90（Ｓ）　を示す。

WV2筋違は２倍筋違金物取付とする。

WV1筋違は２倍筋違金物取付とする。

印は、壁筋違： WV1　 45× 90（Ｓ）+　構造用合板ｔ＝9㎜片面貼り　を示す。

印は、壁筋違： WV3　 45× 90（Ｗ）+　構造用合板ｔ＝9㎜片面貼り　を示す。

WV3筋違は２倍筋違金物取付とする。

HD-B20： ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物(20KN用 )同等以上を示す。 （柱頭・柱脚共）

（柱頭・柱脚共）

印は、土台継手（腰掛け鎌継ぎ）を示す。

印は、土台取付用 ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ　 1-M12（ L=450）を示す。

（埋込み長さL=250㎜以上）

印は、ＨＤ金物取付用 ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ　 1-M16（ L=800）を示す。

（埋込み長さL=360㎜以上）

M16

印は、柱　 WC1： 105× 105　を示す。

印は、土台　10WD10： 105× 105（土台天端： D-GL+975）を示す。
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S=1:100

(A3版 S=1:200)

図面名称

工事名称

キタイ設計（株）
一級建築士　第319755号　小川龍二

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事

印は、一般梁天端高さの異なる梁を示す。

記入寸法は　基準梁天端よりの高さの差　を示す。

印は　梁下柱　を示す。

（×××）

（注） 特記無き基準梁天端は　GL+2,840　を示す。

（注）

印は　火打梁　90× 90　を示す。

特記無き梁は　10WG15（105×150）　を示す。

（注） 特記無き小屋束は　10WT10（105×105）　を示す。

印は、小屋筋違：WV4　 90× 90（Ｓ）を示す。
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S=1:100

(A3版 S=1:200)

図面名称

工事名称

キタイ設計（株）
一級建築士　第319755号　小川龍二

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事

（注）

印は　勾配梁　を示す。

印は　母屋下小屋束　を示す。

特記無き母屋は　10WM12（105×120）　を示す。
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（注） 特記無き母屋は　10WM12（105×120）　を示す。

印は　垂木60× 60　を示す。

部材リスト

部材記号 断面寸法 樹　種　・　等　級

無等級

（製材品は総て京都府内産とする）

WC1（柱10WC10） １０５×１０５ ヒノキ製材化粧

ＷＴ１（小屋束） 無等級

無等級10WD10（土台） １０５×１０５

１０５×１０５ ヒノキ製材化粧

ＷＶ１（壁筋違） ４５×９０ スギ製材 無等級

４５×９０ スギ製材 無等級ＷＶ２（壁筋違）

ヒノキ製材

９０×９０ ヒノキ製材化粧 無等級

△△ＷＧ□□ △△０×□□０ 無等級

無等級（例）10ＷＧ18 １０５×１８０

ヒノキ製材化粧

ヒノキ製材化粧

火打梁 ９０×９０ ヒノキ製材化粧

母屋（10WG24）

棟木（10WG18） １０５×１８０

垂　木

母屋（10WG21）

１０５×２４０

１０５×２１０

６０×６０＠３６４

ヒノキ製材化粧

ヒノキ製材化粧

ヒノキ製材化粧

ヒノキ製材化粧 無等級

無等級

無等級

無等級

無等級

４５×９０ スギ製材 無等級ＷＶ３（壁筋違）

ＷＶ４（小屋筋違）

小屋伏図・屋根伏図（便所・倉庫）
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(A3版 S=1:200)

図面名称

工事名称

一級建築士　第319755号　小川龍二

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事
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木造仕様規定による注意事項

（１）構造耐力上主要な部分に使用する木材品質は、節・腐れ・繊維の傾斜・丸身等による耐力上の欠点が無い物を使用する事。

（２）令４３条規定の「柱の小径」に基づいて算定した柱の所要断面積の３分の１以上を欠き取る場合は、その部分を補強する事。

（３）梁・桁・その他の横架材においては、材中央部付近の下側に、耐力上支障のある欠き込みをしない事。

（４）筋違には欠込みをしない事。又、筋違をたすき掛けにする為に欠込みをする場合は、必要な補強を行う事。

（５）構造耐力上主要な部分の継手又は仕口は、ボルト締め・かすがい打・込栓打その他の国土交通大臣が定める構造方法により

　　　その部分の存在応力を伝えるように緊結する事。

（６）ボルト締めには、ボルト径に応じ有効な大きさと厚さを有する座金を使用する事。

（７）木造の外壁には、軸組が腐らないよう下地に防水紙その他これに類するものを使用する事。

（８）構造耐力上主要な部分である柱・筋違及び土台のうち、地面から１ｍ以内の部分には、有効な防腐措置を講ずると共に、

　　　必要に応じて、白蟻その他の虫による被害を防ぐ為の処置を講じる事。

横架材接合部仕様

を取付ける事。

（２）横架材ｼﾞｮｲﾝﾄ部は特記無き限り総て、腰掛け鎌継ぎ仕口とし、短冊金物Ｓ取付とする。

（３）横架材と通し柱の接合は特記無き限り、小胴付きほぞ差し仕口とし、掘込み両引きボルト

横架材梁成がH＝270以上の梁は、両引きボルト２本引きとする。

　　　横架材梁成が H＝ 270以上の梁は、掘込み引きボルト２本引きとする。

（１）横架材接合は特記無き限り総て、大入れ蟻掛け仕口とし、掘込みボルト引きとする。

キタイ設計（株）

軸組図（１）（便所・倉庫）
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(A3版 S=1:200)

図面名称

キタイ設計（株）
一級建築士　第319755号　小川龍二

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事
工事名称

Ｄ-ＧＬ

4
,
1
9
0

1
,
3
5
0

2
,
8
4
0

1
,
9
9
0

8
5
0

棟木天端

軒桁天端

基礎天端

Ｘ１ Ｘ12

Ｙ１通り　軸 組 図 S=1/100

9,900

900 900 900 900 900 900

9
7
5

1
,
8
6
5

2
,
8
4
0

1
,
3
5
0

軒桁天端

土台天端

500 9,900 500

10WG18 10WG18

W
C
1

W
C
1

W
C
1

W
C
1

W
C
1

Ｄ-ＧＬ

4
,
1
9
0

1
,
3
5
0

2
,
8
4
0

1
,
9
9
0

8
5
0

棟木天端

軒桁天端

基礎天端

Ｘ１ Ｘ6ａ Ｘ12

9,900

900 900 900 900 900 900 900 900

9
7
5

1
,
8
6
5

2
,
8
4
0

1
,
3
5
0

軒桁天端

土台天端

500 9,900 500

10WG18 10WG18

10WD10 10WD10

WV
1

WV
1WV1

WV1

WC
1

WC
1

WC
1

WC
1

WC
1

WC
1

WC
1

WC
1

Ｙ７通り　軸 組 図 S=1/100

2,700 4,500 2,700

900 900

2,700

1,350 1,350

6
0
0

2
0
0

4
0
0

4
0
0

2
0
0

6
0
0

ＦＬ

ＦＬ

1
0
0

1
0
0

WV3

W
C
1

10WD10

W
C
1

W
C
1

10WD10

10WG27

10WD10

10WD10
WV3

W
C
1

W
C
1

W
C
1

1,400 900 1,1001,100

2,700 2,7001,100 1,150 1,150 1,100

10WG27

10WG10

2
,
0
0
0

7
4
0

W
C
1

W
C
1

9 00 900 900

10WD10 10WD10

WV3

Ｘ４ Ｘ９

Ｘ5ａ Ｘ7ａ

Ｘ４ Ｘ９

10WG18

一級建築士登録番号　第 102651号　松井　哲　　印

Ｄ-ＧＬ

4
,
1
9
0

1
,
3
5
0

2
,
8
4
0

1
,
9
9
0

8
5
0

棟木天端

軒桁天端

基礎天端

Ｘ１ Ｘ6ａ Ｘ12

9,900

9
7
5

1
,
8
6
5

2
,
8
4
0

1
,
3
5
0

軒桁天端

土台天端

500 9,900 500

Ｙ４通り　軸 組 図 S=1/100

10WD1010WD10

2,700 2,700

2,700 2,250 2,250 2,700

1,350 1,350 1,350 1,350

通
W
C
1

通
WC
1

W
C1

W
C
1

W
T1

W
T1

10WG18 10WG18

登10WG15登10WG15登10WG15登10WG15登10WG15

W
T
1

4
0
0

2
0
0

6
0
0

10WG24 10WG24

10WG18 10WG18

ＦＬ1
0
0

Ｄ-ＧＬ

4
,
1
9
0

1
,
3
5
0

2
,
8
4
0

1
,
9
9
0

8
5
0

棟木天端

軒桁天端

基礎天端

Ｘ１ Ｘ6ａ Ｘ12

9,900

9
7
5

1
,
8
6
5

2
,
8
4
0

1
,
3
5
0

軒桁天端

土台天端

500 9,900 500

2,700 4,500 2,700

6
0
0

2
0
0

4
0
0

ＦＬ1
0
0

Ｙ2ａ通り　軸 組 図 S=1/100

Ｘ４ Ｘ９

WC
1

WC
1

10WD10 10WD10

2,700 2,700

10WG18 10WG1810WG18

登10WG15登10WG15登10WG15登10WG15 登10WG15

6
7
5

6
7
5

6
7
5

6
7
5

1 ,100 1,150 1,150 1,100

W
T1

1 ,100 1,150 1,150 1,100

WV
2 WV2

10WG24

WT
1

WT
1

WT
1

10WG24

10WD10 10WD10

W
C1

W
C1

W
C1

WV
4 WV4 WV

4 WV4 WV
4 WV4 WV

4 WV4

棟木10WG18棟木10WG18

10WD10

10WD10 10WD10 10WD10

10WD10

10WD10

10WD10

10WG24

1,100 2,300 1,100

1,100 1,150 1,150 1,100

10WG18 10WG1810WG1810WG18

WC
1

WC
1

Ｘ４ Ｘ９

Ｘ5ａ Ｘ7ａ

軸組図（２）（便所・倉庫）

C-24



図面名称

工事名称

キタイ設計（株）
一級建築士　第319755号　小川龍二

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事
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図面名称

工事名称

一級建築士319755号　小川　龍二
キタイ設計（株）

パナソニックシチズン セイコ－電 気 時 計

ケ ア コ ムア イ ホ ン

北    勢福    西長 谷 川小    島

平和ｺﾝｸﾘ-ﾄコ － ワケ イ コ ン

ＪＩＳ規格等適合品製造者

マ ン ホ － ル 蓋

コンクリ－ト（二次製品）

コンクリ－ト柱

自 家 発 電 機 器

避  雷 針

沖電気工業

パナソニック

三菱重工

東    芝 西   芝 日立製作所

日本避雷針

ヤンマー

塚本避雷針
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大岩避雷針

明電舎
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電 線 管 ・ 付 属 品 

Ａ Ｖ 機 器 

テ レ ビ 機 器

電 磁 開 閉 器

拡 声 機 器

電 話 機 器 沖電気工業
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（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　） 付近電波障害 設　備

防火戸自動閉鎖

自動火災報知

ガス漏れ警報

自 家 発 電

避  雷  針

警 備 保 障

設　備

設　備

設　備

設　備

設　備

設　備

緊 急 呼 出

非 常 警 報

（　）

（　）

（　）

設　備

設　備

設　備

電灯コンセント

幹      線

Ｆ）　工事概要 ※工事項目は№記入、工事概要は　印の付いたものを本工事に適用する。

（　）

高圧気中開閉器

3φ3W 6600V 60Hz

引込ケーブル

配管配線

本工事は下記の事項に従って電力引込設備工事の一切を施工する。

高周波抑制装置

工事概要

借室用引込管路協議事項

引込機器

電力会社柱

建物外壁構内柱地中引込架空引込

電気方式

引込方式

耐圧・継電器試験機器別途機器取付配管のみ工事範囲

そ の 他

ＮO 工 事 概 要項目

計　　kvar　計　　　　ｋVA　計　　　　kVA

油入自冷型

第Ｂ種接地抵抗

電力ヒューズ

電力会社借室電気室

（　屋内　 　屋外）

本工事は下記の事項に従って受変電設備工事の一切を施工する。

高周波抑制装置

工事概要

遮断容量協議事項

附属予備品

設備容量

変電方式

受電形式

本本 絶縁マットフック棒

コンデンサー電灯動力

モールド型

キュービクル

耐圧・継電器試験機器別途機器取付配管のみ配管配線工事範囲

（　）

そ の 他

フレーム組立開放型

13

鋼板製メラミン焼付

本工事は下記の事項に従って電灯動力幹線設備工事の一切を施工する。

形式（　 露出型　　埋込型　　半埋込型　）

第Ｄ種接地工事（　ＥＬＢ用共用　　ＥＬＢ用単独　）

既製盤

1φ2W 210V 60Hz1φ3W 210/105V 60Hz3φ3W 210V 60Hz

コロガシ（ 配管　ケーブル

調整工事

工事概要

ラック ）配管配線

接地工事

工事方式 分岐付ケーブル

電気方式

機器別途機器取付配管のみ配管配線工事範囲

（　）

そ の 他

盤 仕 様

盤以降単独接地

3φ3W 210V 60Hz

コロガシ（　ケーブル

電源接続機器取付

1φ2W 210V 60Hz

本工事は下記の事項に従って動力設備工事の一切を施工する。
工事概要

ラック ）配管配管配線

進相ｺﾝﾃﾞﾝｻｰ

機器接地 共通母線式接地金属管接地単独接地

無有

試運転調整

工事方式 分岐付ケーブル

電気方式

配管のみ配管配線工事範囲

（　）

そ の 他

電
灯
コ
ン
セ
ン
ト
設
備

1φ3W 210/105V 60Hz

機器姿図

配管配線

各種試験及び測定機器取付

JIS大角型（白色）

１φ2W 105V 60Hz1φ2W 210V 60Hz

本工事は下記の事項に従って電灯コンセント設備工事の一切を施工する。
工事概要

　）による。別紙（

分岐付ケーブル（ 配管　ケーブル

機器リスト照明器具

配線器具

機器別途

工事方式

電気方式

配管のみ配管配線工事範囲

（　）

予備配管

そ の 他

そ の 他

（　）

工事範囲 配管配線 配管のみ 機器取付

工事方式

機器別途 調整試験

ノーズルプレート

アルミ製 フラット型銅合金製

電話受口

機器仕様

接地工事

機器姿図

配管配線 ケーブル　 配管（ ）ラック コロガシ

別紙（

工事概要

）による。

モジュラージャック６極４芯

本配線盤用 EA＜10Ω引込保安器用 ED＜100Ω

モジュラージャック８極８芯

凡例

本工事は下記の事項に従って拡声設備工事の一切を施工する。

そ の 他

工事範囲 配管配線 配管のみ 機器取付 機器別途 調整試験

工事方式

壁掛型 ラック型 デスク型
増幅器形式

増幅器出力

機器姿図 機器リスト

配管 ）ラック

工事概要

一般放送用 非常放送用

）による。

非常用（　　　回路　　　W）

その他

（　）

　（ コロガシ配管配線 ケーブル

卓上型

別紙（

20

本工事は下記の事項に従って監視カメラ設備工事の一切を施工する。

コロガシ配管

調整試験

工事概要

工事方式 ラック ）（　ケーブル配管配線

機器別途機器取付配管のみ配管配線工事範囲

（　）

Ｃ）　建物概要

延面積　㎡階数

１

NO 構 造名　　称 備　　考

㎡

㎡

㎡合　　計

監視カメラ

トイレ呼出（　）

ＮO 工事項目 新設 増設 改修工事項目ＮO

Ｂ）　工事項目

新設 増設 改修 ＮO

工事項目は、No記入項目を適用する。※

設　備

設　備

電 気 時 計

テレビ共聴

動      力

受  変  電

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

拡      声

設　備

設　備

設　備

設　備

設　備

設　備

設　備

設　備

設　備

着工　　平成　　年　　月　　日　～　竣工　　平成　　年　　月　　日　（　　日間）工事期間

（　） 工事概要

工事範囲

奈良工業

ＮＥＣ

パナソニック

パナソニック

パナソニック

パナソニック

日    東東    芝 内    外

パナソニック

日立製作所岩崎通信

三菱電機日立製作所ニチコン東    芝

三菱電機東    芝 日立製作所ダイヘン

三菱電機戸上電機東    芝ｴﾅｼﾞｰｻﾎﾟｰﾄ

東    芝

パナソニック

オ－デリック

日本電気

ヤマギワ大光電機小泉産業ＥＮＤＯ

岩崎電気三菱電機 東芝ﾗｲﾃｯｸ

八木アンテナマスプロ電工DXアンテナ愛    知

オムロン 東    芝 三菱電機

東    芝 三菱電機富士電機日立製作所

三菱電機富士電機戸上電機大垣電機ｴﾅｼﾞｰｻﾎﾟｰﾄ

新 岩 村

東    芝神保電器

富士電機日立製作所 三菱電機

日亜金属摂陽工業 ネグロス電工日動電工

高圧開閉器・遮断器

コンデンサー・リアクトル

継 電 器 類

配 線 器 具

ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

（　）

工事概要
電  気  設  備  工  事  特  記  仕  様  書

Ａ）　工 事 概 要

建物用途

建物構造

工事場所

工事名称

建築基準法　　第　　項（　　）

一般建築物 準耐火建築物 耐火建築物

ＮO 項目

配 線 用 遮 断 器

照 明 器 具

プルボックス

電 線 ・ ケ － ブ ル 

機　材　名　称 製　造　業　者　名適用

Ｇ）　メーカーリスト

ﾎﾟ-ﾙ取付型

BS 500 φ

（　ケーブル配管配線

調整試験

UHF/VHF材質（　　アルミ　　ＳＵＳ　）

本工事は下記の事項に従ってテレビ共聴設備工事の一切を施工する。
工事概要

コロガシラック ）配管

マスト支持材

アンテナ

ＢＬ規格品ＢＳ対応

最下部金具落下防止板付溶融亜鉛メッキ仕上げ自立型

UHF    EL

機器仕様

工事方式

機器別途機器取付配管のみ配管配線工事範囲

（　）

そ の 他

注）材料部品、機器及び規格等のない機材については、監督員の承諾を得ること。

テ
レ
ビ
共
聴
設
備

監
視
カ
メ
ラ
設
備

高
圧
引
込
設
備

拡
声
設
備

動
力
設
備

幹
線
設
備

受
変
電
設
備

分電盤より天井内及び、ＯＡフロア内迄は、予備回路３回路毎に１本の予備配管

（PF 28mm 又は、EP 31mm）を取付施工する。

ﾛ-ﾃ-ｼｮﾝ

機器仕様

関係諸法令

作成・登録
工事カルテの

労働安全衛生法第３０条第２項の統括安全衛生管理責任者には、（　建築工事　　電気設備工事

機械設備工事）の請負人を指名する。

機器材料、製品等は特記されたもの、又は同等品以上とし監督員の承諾を受ける事。

工事着工前に付近の状況を調査し、公害対策は工事竣工まで講じる事。

尚、責任施工のものは、材料製造者、施工下請業者、請負契約者連名とする。

各試験を必要とするもの、責任施工のもの等は、各合格書又は保証書を提出する。

に支障なきよう施工する。

完成原図は、監督員の承認の上、原設計図のCADデ－タを使用し修正を行うこと。

工事完成後に見えない地中埋設、コンクリート埋設、天井裏部分等の監督員指示箇所を撮影する。

現場代理人

管理者

検査合格書

公害対策

統括安全衛生

安全対策

別途工事
連絡協議

技術管理

Ｄ）　一般事項

完成図

項目及び特記事項は、　印の付いたものを本工事に適用する。

建築設備設計・施工上の運用指針

ニ．その他関係諸法規に基ずき完全に施工する。

ロ．必要な関係諸官庁への申請手続きは、全て請負人が代行し、その費用も請負人の負担とする。

「共通仕様書」により完全に施工する。

工事施工に当たり、優先順位は、下記順位による。

日本電気協会　内線規程専門部会

日本電気協会 電気技術規程使用設備編

国土交通大臣官房官庁営繕部監修

国土交通大臣官房官庁営繕部監修

日本建築家協会編

監督員とは、工事請負契約書に規定する監督員をいう。

最新年度版

最新年度版

最新年度版

最新年度版

１）現場説明 ２）本特記仕様書 ３）本設計図 ４）共通仕様書

適用

監督員

共通仕様書

優先順位

施工基準

工事写真

施工監理

イ．本工事は、工事請負契約書及び同約款を尊守し、現場説明書、特記仕様書、設計図及び

その指示に従い施工する。

ハ．本図は、工事の大要を示すものであるから、詳細位置等については監督員と打ち合わせの上、

請負人は、工事請負代金　500万円以上の工事について、工事実績情報サービス(CORINS)入力

システムに基づき、「工事カルテ」を作成し監督職員の確認を受けた後、財団法人日本情報総合

センタ－(JACIC)に登録するとともに、センター発行の「工事カルテ受領書」の写しを監督職員

に提出しなければならない。提出の期限は、以下のとおりとする。

(１)受注登録の期限は、契約締結後10日以内とする。

(２)竣工登録の期限は、工事完成後10日以内とする。

(３)受注登録の内容に変更があった場合は、変更があった日から10日以内に変更登録を行うこと。

機器材料

現場代理人は他の工事と重複して従事することはできない。また、現場代理人と請負人との直接

的な雇用関係を確認できるものを現場代理人届に添付して提出しなければならない。

内線規定

高圧受電設備規程

電気設備工事共通仕様書

処理等
発生材の

又、引き渡しを要しないものは「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に準じ、適確に処理する。

引き渡しを要するものは、監督員の指示する場所に整理の上、調書を添付し監督員に引き渡す。

保険等
請負人は工事の内容に応じた火災保険、建設工事保険等を工事目的物に付するものとする。

( ・ 建築工事　　・ 電気設備工事　　・ 機械設備工事)

工事写真に関しては、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　「工事写真の撮り方」に準ずる。

完成時に完成図を作成し、焼付製本3部（監督員指示によるｻｲｽﾞ）の上、原図・CAD及びPDFﾃﾞ-ﾀ共提出する。

建築主体工事、機械設備工事、その他関連工事について、その施工者と綿密に連絡を取り全工事

工事車両の出入りについては、危険防止に努めること。又、必要に応じて交通整理員を配置すると共に、

近隣家屋に騒音、振動等公害発生の無きよう留意し、工事全般に支障無きよう万全の策を講ずる事。

本工事は、契約規則、建設業法、電気事業法、電気設備技術基準、有線電気通信法、ＮＴＴ技術

基準電波法、有線テレビジョン放送法、消防法、建築基準法、及び労働安全衛生法等、関係諸法

令を尊守し施工する事。

日まで原則として請負人の負担とする。また引渡し日までの本受電費用一切も同様とする。

本工事に必要な仮設電力、ガス、水道等の引込工事費、負担金、基本料金、使用料金等は引渡し

工事日報、検査測定表、各種検査手続き控え、検査済書、完成写真、完成図書等

契約書、契約見積書、工程表、施工計画書（要領書）、施工図、製作図、工事写真、保証書、

この場合、原則として工事費の増減は行わない。

現場の納まり上必要な軽微なる変更は、監督員と協議の上、指示により施工する。

尚、設計図書に明記無き事項で、技術上、美観上、又保安上当然必要と認められるもの並びに、

設計図書は、工事の大要を示すもであり、着工前に施工図等を提出し、監督員の承諾を受ける事。

するよう努めること。

提出書類

設計図書

の選定等

下請業者

工事着工前及び完成引渡し時には、下記の書類を提出すること。詳細は監督職員の指示による。

　導を行うものとする。

　請負者は、以上のことについて、下請負人（再委託の協力者を含む）に対して、十分に指

　があった時点で速やかに警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行うものとする。

　な要求または業務の妨害)を受けた場合は、断固としてこれを拒否するとともに、不当介入

3 請負者は、暴力団員等による不当介入を受けたことが明らかになり、工程等に被害が生じた

1 請負者(請負人または受注者)は、暴力団員等(暴力団の構成員および暴力団関係者、その他

に関する通報制度」の徹底について）

暴力団員等に

よる不当介入
の排除

29）

32）

31）

30）

既存のコンクリート床、壁等の貫通部の穴明けは原則として、ダイヤモンドカッターによる。

Ｅ）　共通事項

尚、接地線は 1.6 mm 以上とする。但し、照明器具が送り端子付（定格電流 15A 以上）及び、末端器具に

ついては不要とする。

埋設標示ピン（コンクリ－ト、アスファルト部分）

を設ける。

とする。　）EP

受信点）に（工事着工前

インバーター始動型

蛍光灯、ＨＩＤ灯、その他対地電圧 150V を越える器具及び、防水器具等には、第Ｄ種接地工事を施す事。

（但し、製品及び、公共施設に無い物は除く）

樹脂モダンプレート）とする。新金属

テレビ電界強度測定を行う。

本工事費内にて、（

振動の発生源となる機器には、全て防振緩衝材等を設ける措置を施す事。

配線器具プレートは、（

接地極埋設付近に接地埋設標を取り付ける事。

地中線路には（

地中埋設管路（

ケーブル配線の位置ボックスは、適合するアウトレットボックス等を設ける事。

建物外壁面に埋設施工する場合各種位置ボックスは、結露対策を講ずる事。

各種位置ボックスは（

金属製位置ボックス及び、プルボックス内部は、絶縁ワニス２回塗りとする。

ＥＰＳ内、共同構内露出配管の塗装は（

屋外及び、外壁面施工による各種配管支持材は、ステンレス製又は、溶融亜鉛メッキ仕様とする。

建物 EXP.J 部分及び、振動機器接続箇所に使用の電線管は、ビニル被覆金属製２種可とう電線管を用いる。

設計図中 PF管は、合成樹脂製可とう管（

電線管で特記無きものは

二重天井内ケーブル工事に於いても、貫通部、壁内は適合電線管にて保護する事。

マンホール、ハンドホール内にてはケーブルの余長を見込む。

配線の色分けは共通仕様通りとし、ケーブルの場合は端末にて相別を施す。

13）

PF

）の協議による　　箇所工事竣工時

ステンレス

）及び、（公共施設型一般型

17）

16）

15）

14）

）難燃性自己消火型とする。二重管一重管

CPCD（

１）

２）

３）

５）

７）

８）

９）

18）

19）

21）

22）

23）

24）

25）

26）

照明器具は（

27）

28）

一般高力率ラピットスタート型

20）

高圧 低圧

）とする。否要

12）

11）

10）

６）

４）

配線の特記無きものは、エコ電線・ケ－ブルとする。

摘用 摘　用　事　項

二重天井内ケーブル配線の場合は、カラーケーブルによる色分けを行い、色種については監督員と協議の上

決定とする。

ハンドホール、プルボックス、盤内の電線、ケーブルには行先、用途、サイズ等を明記した名称札を取り付

ける事。尚、名称札材質及び、記入方法は監督員の指示による事。

露出配管工事を施工する場合は、施工前に素地こしらえ（エッチングプライマー等）と下塗りを行い、

施工後、仕上げ塗装（指定色ＯＰ２回塗り以上）を行う。

コンクリ－ト埋設配管工事において、ｽﾀｲﾛﾎ-ﾑ等の打ち込みの箇所（天井、壁）には原則として行わない。

ただし、プルボックスは鋼板又は、SUSとする。樹脂製　）を使用する。金属製

照明用スイッチで、１箇所に集合して取り付ける場合は、監督員と協議し、本工事費内にてネーム入り

スイッチを取付の事。

既設取り外し、再使用機器は、ワックス清掃及び、絶縁測定（必要に応じ本工事費内にて改修）し、

照明器具においては、ランプを新品に取り替えの上、再使用する事。

当該工事に於いて、既設配管、既設埋設配管、機器等があった場合監督員の指示により、本工事費内で迂回

等の工事を行う。又、撤去工事を行う場合は、既設電路設備等調査確認の上、機能に支障無き様処理する。

コンクリート製埋設表示杭(土壌部分）

弱電　）には、GL-300mm の深さに埋設標識ｼ-ﾄ(2倍長)を布設する。

長さ１ｍ以上の入線しない空配管、予備配管にはビニル被覆鉄線(1.2mm)を入線し、名札を取り付ける。

工事用電力・水

その他

別途工事と定期的に協議を行い工程等の調整を図ること。

また、工事区分について図示あるも必要に応じ協議のうえ工事区分の調整すること。

インタ－ホン

（　） 設　備太陽光発電

6kV CE-T     sq

PAS 7.2kV 200A(VT・LA内蔵）

38

1φ3W 6600V/210-105V3φ3W 6600V/210V

式

イ
ン
タ
　
ホ
ン
設
備

l
コロガシラック ）（ 配管　ケーブル配管配線

調整試験機器別途機器取付配管のみ配管配線

工事概要

工事方式

工事範囲

機器仕様

そ の 他

）による。別紙（ 機器姿図

本工事は下記の事項に従ってインタ－ホン設備工事の一切を施工する。

）複合単独自立型

警報表示　　　回線）

コロガシラック ）

（　）

壁掛型（

本工事は下記の事項に従ってガス漏れ警報設備工事の一切を施工する。

ガ
ス
漏
れ
警
報
設
備

工事概要

低圧配電盤専用回路分電盤専用回路

配管

受 信 機

そ の 他

）による。別紙（

副受信機 無有（　　　窓）

電源（

機器リスト機器姿図機器仕様

（　ケーブル配管配線工事方式

機器取付配管のみ配管配線工事範囲

主装置

機器仕様

制御機能

（　）

そ の 他

本工事は下記の事項に従って警備保障設備工事の一切を施工する。工事概要

監視機能

工事方式

工事範囲

警
備
保
障
設
備

3

（　）

電磁式

電源（

複合

コロガシ（　ケーブル

本工事は下記の事項に従って防火戸自動閉鎖設備工事の一切を施工する。

）低圧配電盤専用回路分電盤専用回路

）単独自立型

ラック ）配管

壁掛型

用    途

そ の 他

）による。

工事概要

別紙（

連動制御盤

機器リスト機器姿図機器仕様

防火シャッター 防火ダンパー）ラッチ式（防火扉

（窓

配管配線

調整試験機器別途

工事方式

機器取付配管のみ配管配線工事範囲

本工事は下記の事項に従って自動火災報知設備工事の一切を施工する。
工事概要

警報表示　　　回線）低圧配電盤専用回路分電盤専用回路

コロガシラック ）配管

受 信 機

そ の 他

Ｐ型　　　級　　　回線

）による。別紙（

）複合

副受信機 無有（　　　窓）

電源（

機器リスト機器姿図機器仕様

単独自立型壁掛型（

（　ケーブル配管配線

調整試験機器別途

工事方式

機器取付配管のみ配管配線工事範囲

自
動
火
災
報
知
設
備

（　）

防
火
戸
自
動
閉
鎖
設
備

本工事は下記の事項に従って太陽光発電設備工事の一切を施工する。

太
陽
光
発
電
設
備

連系する電力系統

電気錠 オートドア シャッター 各種設備

機器姿図別紙（ 機器リスト）による

デスク型 回路監視点数

設備運転監視設備異常監視防災監視防犯監視

自立型壁掛型

コロガシラック ）（ 配管　ケーブル配管配線

調整試験機器別途機器取付配管のみ配管配線

調整試験機器別途機器取付配管のみ配管配線

高圧一般配電線（三相３線、6.6kV、60Hz)

発電設備の種類 太陽電池発電所

設備容量 太陽電池容量　10kW相当

機器仕様 （紙別 。るよに）　機器リスト機器姿図

電力会社負担金 本工事 別途

藤　　原

呼 出 機 器 パナソニック

太 陽 光 発 電 機 器 京 セ ラ ＧＳユアサ シャ－プ パナソニック 三菱電機

電気設備工事標準仕様書・標準図

電気設備工事監理指針

平成25年版

平成25年版

ＬＥＤ型）とする。

使用電球、管球、ヒューズ等は納品数量の10%(小数点以下切り上げ最低1個）を予備品として納入する事。

UHF    EL26

）による。機器リスト別紙（ 機器姿図機器仕様

そ の 他

工事概要

工事方式

工事範囲

機器仕様

そ の 他

工事概要

工事方式

工事範囲

機器仕様

そ の 他

コロガシラック ）（ 配管　ケーブル配管配線

調整試験機器別途機器取付配管のみ配管配線

）による。機器リスト別紙（ 機器姿図

本工事は下記の事項に従って電気時計設備工事の一切を施工する。

本工事は下記の事項に従ってトイレ呼出設備工事の一切を施工する。

ラック（ 配管　ケーブル配管配線

調整試験機器別途機器取付配管のみ配管配線

）による。別紙（ 機器姿図

電
気
時
計
設
備

（　）

（　）
ト
イ
レ
呼
出
設
備

パナソニック

監 視 カ メ ラ 機 器

2 便所棟 １

電気設備工事　特記仕様書

E-01

船井郡京丹波町篠原地先

消防法施行令　第 15 項

低 圧 引 込

1

2

3 電　　　話

4

5

6

屋根付多目的施設 膜構造

木造

１ 1,367.76

53.46

1,421.22

国土交通大臣官房官庁営繕部監修「電気設備工事監理指針」平成25年版による。

各種下請業者、製造所等町内で供給できるものについては、極力町内業者及び町内産品を選定

京丹波町の発注する建設工事等における暴力団員等による不当介入の排除について（「不当介入　

　町発注工事等に対して不当介入をしようとするすべての者をいう。)による不当介入(不当

2 請負者は、前項により通報を行った場合には、速やかにその内容を記載した通報書

　により所轄警察署に届け出るとともに、監督職員に報告するものとする。

た後、施工すること。提出する概算単価は請負業者の提出した内訳金額とし、契約変更が生じた

場合の単価は、請負率を乗じた設計内訳書の価格とする。

運用マニュアル

監理技術者制度

当該工事が一時中止となった場合の取り扱いについては、「工事一時中止に係るｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ（案）」

「監理技術者制度運用マニュアル」（平成１６年３月１日、国土交通省）を準用する。

当該工事における施工体制や配置技術者等の取り扱いについては、

（平成２０年３月国土交通省）を準用するものとする。

工事一時中止

時の取り扱い

現場変更

敷地内禁煙 敷地内は禁煙とする。

本工事契約前に質疑事項等が無き場合は、法的及び技術上において本設計図施工内容を承諾した

ものと見なし、各種の検査合格をもって引き渡し完了とする。

その他

着工に先立ち焼付製本をＡ１サイズ３部及び、縮小版（Ａ３サイズ）３部提出のこと。

配線器具は、JIS大角型（白色）とする。ただし、スイッチについては、ワイドスイッチとする。

1

1

2

ラック ステップル止め）

ワイドスイッチ

3

電
話
設
備

本工事は下記の事項に従って電話設備工事の一切を施工する。

一般用（　　回路　　　W）

4

ステップル止め）

凡例

5

凡例

6

2 5

京都精工 名    神三    星配分電盤

配分電盤

現場変更に関して請負金額に増減が生じた場合、概算金額及び図面を監理者に提出し承諾を受け

-
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図面名称

工事名称

一級建築士319755号　小川　龍二
キタイ設計（株）

S=1:250
(A3版 S=1:500)

2

4

8

8

9

9

5

6

6

6

7

E(イ)

■
■

■■

■

(HIVE16) 

(HIVE16) 

ED

ED(ELB)

E5.5sq x  1

E5.5sq x  1

接地工事一覧表E(イ)

PB.1

PB.1

既設電灯引込盤主幹ﾌﾞﾚ-ｶ一次側より分岐

【電力会社に増設申請を行うこと。】

既設電灯引込盤 WH-1

L-A

配置図 S=1:250

---  埋設標示杭を示す。

---  埋設標示ピンを示す。

■

●

■

●

●

■

配置図

E(ロ)

4

(HIVE16) 

接地工事一覧表E(ロ)

ED(TEL) E2.0  x  1

(幹線)PB.4
(電話)PB.2

PB.5(幹線)
PB.2(電話)

電話保安器収納盤

3

(幹線)PB.4
(電話)PB.2

1

露出配管工事

EM-CET 38sq 電灯幹線【L1】(CP51)

3

露出配管工事

EM-CET 22sq 電灯幹線分岐(CP39)

2

1

C (CP19) 電話引込

5

EM-CET 38sq 電灯幹線【L1】(FEP50)

C 電話引込(FEP30)

地中埋設GL-600mm以上

（ただし、壁面は屋内：EP/屋外：CP電線管とする。）

露出配管工事

EM-CET 38sq 電灯幹線【L1】(CP51)

4

C (CP19) 電話引込

◆共通事項

・　電気設備については、電気事業法の基準に適法すること。

・　建築設備の構造は、H12建告1388号に適法すること。

・　消防設備等は、消防法第１7条の基準により設置すること。

露出配管工事

EM-CET 14sq (EP39) 電灯幹線【L1-1】

6

地中埋設GL-600mm以上

EM-CET 14sq 電灯幹線【L1-1】(FEP40)

8

地中埋設GL-600mm以上7

（ただし、壁面は屋内：EP/屋外：CP電線管とする。）

E5.5sq

E5.5sq

E5.5sq

E5.5sqx2

E5.5sqx2

E-02

露出配管工事（エントランスキャップ取付共）

---  プルボックス 300x300x200 SUS.WP

---  プルボックス 400x400x200 SUS.WP

---  プルボックス 400x400x400 SUS.WP

PB.1 ---  プルボックス 300x300x200

PB.2

PB.3

PB.4

PB.5

---  プルボックス 150x150x100 SUS.WP

EM-CE 5.5sq - 3C 1CE (FEP30) 外灯回路【T1】 T1

地中埋設GL-600mm以上

EM-CE - 3C 1CE (FEP30) 外灯回路【T1】 T13.5sq

9

（ただし、壁面はEP電線管とする。）

I

ワイヤレスインタ－ホン玄関子機（取付台：建築工事)

HPφ
300

H
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00
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桝
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U240水路跡

水路跡
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庭石

庭石

庭石

1
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布
団
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U
3
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桝

桝 桝

ﾋﾞﾆｰﾙﾊｳｽ

Gr

T

T

U
3
00

灯

ET

E

灯
量

U300

U300

U300

E

As

篠原体育館

小屋

小屋

プール

更衣室

花壇 花壇 花壇 花壇 花壇

倉庫
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Gr

桝

桝

T

T
ET

HPφ
300

U2
40

As

As

桝

桝
桝

桝
桝

桝

Co

Co

桝

浄

M

M

桝

京丹波町　和知共同作業所「ともども」

Gr

石桝
桝

桝

Co
Co

M

ﾊﾞﾙﾌﾞ

量

ﾊﾞﾙﾌﾞ

U1
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As

As

駐車場（16台）

U字溝（隣地との境界）

U3
00

4, 500

Gr

車路

量

F ﾊﾞﾙﾌﾞ

屋根付多目的施設

便所・倉庫

▼
延
焼
ラ
イ
ン
（
3m
）

▼延焼ライン（3m）

▼
建
物

中
心

線

▲
延
焼

ラ
イ

ン
（

3m）

▲
延
焼
ラ
イ
ン
（
3m）

▼
建
物
中
心
線

L-B

PB.3
PB.1

ス
ロ
ー

プ

F 4

駐車場(ﾎﾟ-ﾙ灯)
Gr
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図面名称

工事名称

一級建築士319755号　小川　龍二
キタイ設計（株）

盤 名 称

合計容量

主幹容量

幹線番号
電圧 Ｖ

分岐開閉器
備考

番号
回路

Ｐ　数

AF/AT

負荷名称
VA

負荷容量

電
磁
接
触
器

リ
モ
コ
ンMCB ELB
Ry

AC 1φ3W60Hz200/100V

22sq
WH

AC 1φ3W60Hz200/100V

【 L1 】

ET

電灯分電盤L-A送り200/100L1

電力量計検針窓x1窓付

屋内露出型鋼板製扉鍵付

電灯分電盤（L-A）

表面形電子式

電力量計(検定付)

2P  50/ 20A100

1

2

3

4

5

6

2P  50/ 20A100A 非常灯 100

R-2P  50/ 20A ﾘﾓｺﾝﾌﾞﾚ-ｶ

R-2P  50/ 20A

R-2P  50/ 20A

R-2P  50/ 20A

R-2P  50/ 20A

200

200

200

200

200

電灯（西） R1 774

ﾘﾓｺﾝﾌﾞﾚ-ｶ774

ﾘﾓｺﾝﾌﾞﾚ-ｶ774

ﾘﾓｺﾝﾌﾞﾚ-ｶ774

ﾘﾓｺﾝﾌﾞﾚ-ｶ774

電灯（西中）

電灯（中）

電灯（東中）

電灯（東）

R2

R3

R4

R5

換気扇（西） 174R6

R7

R8

R9

174

174

174

換気扇（北）

換気扇（東）

換気扇（南）

2P  50/ 20A100TR リモコントランス 36

ET（ELB)

ET

2P  50/ 20A

2P  50/ 20A

100

100

B

C

火災受信機 200

火災通報装置 200

200/100L1-1 35893P  50/ 30A

屋内露出型鋼板製扉鍵付

電灯分電盤（L-B）

AC 1φ3W60Hz200/100V 1

2

3

200

200

200

2P  50/ 20A

2P  50/ 20A

79倉庫・多目的便所電灯

83

2P  50/ 20A

男子便所電灯

女子便所電灯 107

結線図A参照MC1風除室・外部ﾌﾞﾗｹｯﾄ(入口)電灯2P  50/ 20A100T1 36

2P  50/ 20A100C1 100倉庫差込

2P  50/ 20A100C2 多目的便所差込 1300

2P  50/ 20A100C3 男子便所差込 321

2P  50/ 20A100 321C4 女子便所差込

2P  50/ 20A100 321女子便所差込

2P  50/ 20A100 321女子便所差込

C5

C6

2P  50/ 20A100C7 浄化槽制御盤 600

予備2P  50/ 20A100SP

ET（ELB)

ET

 TOTAL=3589VA
【 L1-1 】

MCB3P50AF30AT

2P  50/ 20A

2P  50/ 20A

2P  50/ 20A

2P  50/ 20A

2P  50/ 20A

2P  50/ 20A

100

100

100

100

100

100

C1

C2

C3

C4

C5

C6

100

100

100

100

100

100

差込(南西)

差込(南)

差込(南東)

差込(北西)

差込(北)

差込(北東)

予備2P  50/ 20A100SP

AS

RLTM RLMCX1 MC

X1

3A

TM1

OFF OFF A

TMn

n

COSn

M

n

COS1

M A

1 1

X1

1

AC100V

F

TM
n

結線図Ａ 屋外灯操作回路

結線図A参照MC12P  50/ 20A100T1 148駐車場ポ－ル灯

 TOTAL=5414VA

総TOTAL=9403VA

SP

SP

100

100

2P  50/ 20A

2P  50/ 20A

予備

予備

MCB3P100AF60AT

電灯分電盤L-B送り

94033P 100/ 75A

参考寸法 400Wx600Hx200D

屋外露出型SUS製扉鍵付(屋根付)

（注記2）　分岐開閉器しゃ断器は1Pｻｲｽﾞとする。【 2線式ﾘﾓｺﾝ(ﾜﾝｼｮｯﾄ）】　また、200V回路のﾘﾓｺﾝﾘﾚ-は2Pとする。 TR・・・ﾘﾓｺﾝﾄﾗﾝｽ

開閉器盤（WH-1）

【 既設電灯引込盤より 】

（注記1）　分電盤仕様：メ－カ－標準仕様・標準色塗装仕上げ（ｸﾘ-ﾑ色系)

参考寸法 700Wx1400Hx160D

100 2P  50/    SP 予備取付スペ－ス

100 2P  50/    SP 予備取付スペ－ス

100 2P  50/    SP 予備取付スペ－ス

100 2P  50/    SP 予備取付スペ－ス

号  記

1P15Ax1

1P 4Ax1  PL内蔵   　〃L

3：3路スイッチ 4：4路スイッチ

3：3路スイッチ 4：4路スイッチ

2P15Ax1

2P15Ax2　〃   

埋込型コンセント

埋込型ﾜｲﾄﾞｽｲｯﾁ(ｺｽﾓｼﾘ-ｽﾞ)

AC100V 3AAS 自動点滅器 参考品番　EE4413K

2線式リモコンスイッチ（ワンショットリモコン） 電灯設備図参照

　〃   

　〃   2P15Ax1　接地極付  

2P15Ax1　接地端子付  

　〃   2P15Ax1　抜止式

1

2

ET

2E

LK

R 警報ランプ付ブザ－

押釦

参考品番　EA5501

参考品番　WS65771

凡  例

ED(ELB)D     

・ EB(14・

・ EB(14・

 EB(14・ EB(14・

 EB(14・ EB(14・

 EB(14・ EB(14・

・ EB(14・

・ EB(14・

・ EB(14・

・ EB(14・

 EB(14・ EB(10・

 EB(14・ EB(10・

 EB(14・  EB(14・

・ EB(14・

・・  EB(14

 EB(14 ・・

 EB(10・

・

EP…接地銅板

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

EN

EH

EB

EC・EP

E(T V)

E(PBX)

E(TEL)

EAD

EL

ELL

ELA

ED

EB

EA

種 (ELB)

電話交換機用

電話保安器用

共同接地

避雷設備

低圧避雷器

種D     

種C     

接　　　地　　　極接地抵抗値記　号接地の種類

接地極の使用材料は下記による。

丸型アース棒は銅又は銅覆鋼製とし、Ｓ型アース棒は銅覆鋼製接地棒とする。

接地棒EBの長さは、1500ｍｍ以上とし、丸型10φ･14φはS型W=40としてもよい。

下記仕様にて施工に当たる事とし、指定抵抗値が得られた時点にて、監督員に報告のうえ承諾をもって、良とする。

尚、数量の増減にかかわらず、原則として請負金額の増減は行わないものとする。

A     種

B     種

B     種

・

高圧避雷器

・

医療用

通信用

測定用

テレビ保安器用

Ω以下 10

Ω以下 10

Ω以下 10

Ω以下 10

Ω以下 10

Ω以下 10

 10 Ω以下

Ω以下 10

Ω以下100

100 Ω以下

100 Ω以下

100 Ω以下

Ω以下   

Ω以下   

150/I Ω以下

EB…接地棒

   組 -1連)x2φ

   組 -1連)x2φ

   組 -1連)x1φ

   組 -1連)x3φ

   組 -1連)x1φ

   組 -2連)x3φ

   組 -2連)x3φ

   組 -2連)x3φ

   組 -2連)x3φ

   組 -1連)x1φ

   組 -1連)x1φ

   組 -2連)x3φ

   組 -2連)x2φ

   組 -2連)x2φ

   組 -2連)x3φ

組 -1連)x1φ

 EP(EP-0.9) -1

 EP(EP-0.9) -1

 EP(EP-0.9) -1

 EP(EP-0.9) -1

 EP(EP-0.9) -1

 EP(EP-0.9) -1

 EP(EP-0.9) -1

 EP(EP-0.9) -1

 EP(EP-0.9) -1

 -1連)x2φ

 -2連)x3φ

 -1連)x2φ

 -1連)x1φ

 -1連)x1φ

 -3連)x3φ

枚

枚

組

組

組

枚

枚

枚

枚

組

組

組

枚

枚

枚

EC

接地工事一覧表

備　考(参考品番：ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ)称          名

注記）　特記なきプレート種別は、新金属プレ－トとする。

A

B

C

D

E

F

【 ﾗﾝﾌﾟ光束 : 33000 lm 】

三菱 EL-C30002AN 2AHZ　相当品

LEDｸﾗｽ3000 高天井用ベ－スライト（AC200V)

My40W形 ウォ－ルウォッシャ

【 ﾗﾝﾌﾟ光束 : 2980 lm 】

三菱 MY-N430131/N AHTN　相当品

LED電球(60形)x1 ﾌﾞﾗｹｯﾄWP

【 ﾗﾝﾌﾟ光束 : 810 lm 】

LED電球(40形)x1 ﾌﾞﾗｹｯﾄ

【 ﾗﾝﾌﾟ光束 : 440 lm 】

三菱 EL-WCE2604C　相当品

三菱 EL-VE1702C　相当品

【 ﾗﾝﾌﾟ光束 : 360 lm 】

LED電球(25形)x1 ﾌﾞﾗｹｯﾄWP

三菱 EL-WVE1702L/H　相当品

LEDｸﾗｽ300　屋外ポ－ル灯(ｺﾝｸﾘ-ﾄ基礎共)

【 初期照度補正タイプ 】

【 ﾗﾝﾌﾟ光束 : 3070 lm 】

【 昼白色/4800K 】

（現場塗装)

黒色

1300

100

100
600

100

(水勾配をとる)
表面モルタル仕上

相当品三菱  EL-M3001N/K + PL7640DS(ﾎﾟ-ﾙ4m)

30B

三菱 EL-CB31013　相当品

LED 直付形非常灯　高天井用　BT付　（ﾐﾆﾊﾛｹﾞﾝ30W相当)

照明器具参考姿図

分電盤リスト・凡例・接地工事一覧表・照明器具参考姿図

立上り、立下り

地中埋設工事

床インペイ工事

天井インペイ工事

露出配管工事

架空配線工事

木部ステップル止め

分電盤リスト

アウトレットボックス

プルボックスPB

露出丸型ボックス

ノーズルプレート付   　〃NP

電灯分電盤 盤結線図参照

壁付換気扇   機械設備工事  

天井埋込換気扇 　〃      　〃

NO

NO

電灯回路番号

電灯回路番号 AC100V

AC200V

照明器具記号記号NO- 照明器具姿図参照

VE製

I

D

ワイヤレスインタ－ホン親機 参考品番（DXｱﾝﾃﾅ)　DWP10A1

同上のｾｯﾄ機器ワイヤレスインタ－ホン玄関子機

38sq

14sq

参考寸法 600Wx700Hx160D

弱電端子盤

E-03

-

ジョイントボックス

【 ﾎﾟ-ﾙ内過電流遮断器15A取付共 (FMN-15A同等品)】

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事



図面名称

工事名称

一級建築士319755号　小川　龍二

S=1:100
(A3版 S=1:200)

キタイ設計（株）

S=1:100平面図

500

電灯設備図

台数照明器具番号

凡例

設置箇所

FEW

1500 1500

FEW

1500

FEW

FEW

1500

R7 R7

R8

R8

R9R9

R6

R6
NP

NP

NP NP

NP NP

NP

NP

5.5

5.5

RS

R1

R1

R1 R2 R3 R4 R5

R2 R3 R4 R5

R2 R3 R4 R5
PB.A

PB.A

PB.A

PB.A

PB.A

PB.A

PB.A

PB.A

PB.A

PB.A

PB.A

PB.A

PB.A

PB.A

PB.A

5.5

6

DCBA

1 2 3 4

5

10P

5.5

5.5

PB.B PB.B PB.B PB.B
5.5

5.55.5

5
0
0

2
,
5
2
2
.
7

2
,
5
2
2
.
7

1
2
,
0
0
0

2
,
2
9
8

2
,
2
9
8

Y1

4
,
7
1
7
.
2

2
,
1
0
0

2
4
,
0
0
0

2
,
2
9
8

2
,
2
9
8

1
2
,
0
0
0

1
,
3
0
8
.
6

1
,
3
0
8
.
6

2
,
5
2
2
.
7

2
,
5
2
2
.
7

5
0
0

Y2

1500

FEW

1500

FEW

X11X10X9X8X7X6X5X4X3X2X1

500

5,5005,5005,5005,5005,5005,5005,5005,5005,5005,500

56,000

55,000

1500

FEW FEW

1500

天井照明

A 15

5.5

5.5

5.5

10P
〃

〃

〃

〃

電　灯　回　路

電気設備については、電気事業法の基準に適合すること。

建築設備の構造については、H12建告1388号に適合すること。

2.0EM-IE

EM-IE 5.5sq

x

x

EM-IE 5.5sq x

EM-IE 5.5sq x

EM-AE 1.2 - 10P

 2

 2

 3

 5

E2.0 (EP19)

E2.0 (EP25)

E2.0 (EP25)

E2.0 (EP31)

(EP25)

露出配管

露出配管

露出配管

露出配管

露出配管

特記なき配管配線は下記による。

特 記 事 項

A

xEM-IE 2.0

xEM-IE 5.5sqE2.0 ( EP39 )

1 2

3 4 5

xEM-IE 5.5sqE2.0 電灯回路

電灯回路

( EP39 ) 3 4 5

B

露出配管工事

露出配管工事

2

6

4

6

22.0EM-IE x

xEM-IE 5.5sqE2.0 3 4 5

露出配管工事

6

C

xEM-IE 5.5sqE2.0 電灯回路

露出配管工事D

4 ( EP25 ) 4 5

---  プルボックス 150x150x100

---  プルボックス 300x300x200

電灯回路

電灯回路

電灯回路( EP31 )

RS

記号 回路数

9L

2線式ﾘﾓｺﾝｽｲｯﾁ一覧表（ﾜﾝｼｮｯﾄﾘﾓｺﾝ）

照明（西）　【R1】

照明（西中）【R2】

照明（中）　【R3】

照明（東中）【R4】

照明（東）　【R5】

換気扇（西）【R6】

換気扇（北）【R7】

換気扇（東）【R6】

換気扇（南）【R9】

回路番号

WR6009

参考品番(ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ)

※ 照明器具－プルボックス間の配線は、EM-EEF 2.0-3C 1CEとする。

PB.B

PB.A

L-A

E-04

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事

平面図（屋内多目的グラウンド）



図面名称

工事名称

一級建築士319755号　小川　龍二

S=1:100
(A3版 S=1:200)

キタイ設計（株）

S=1:100平面図

非常照明設備図

X11X10X9X8X7X6X5X4X3X2X1

500500

5,5005,5005,5005,5005,5005,5005,5005,5005,5005,500

56,000

55,000

5
0
0

2
,
5
2
2
.
7

2
,
5
2
2
.
7

1
2
,
0
0
0

2
,
2
9
8

2
,
2
9
8

Y1

4
,
7
1
7
.
2

2
,
1
0
0

2
4
,
0
0
0

2
,
2
9
8

2
,
2
9
8

1
2
,
0
0
0

1
,
3
0
8
.
6

1
,
3
0
8
.
6

2
,
5
2
2
.
7

2
,
5
2
2
.
7

5
0
0

Y2

7,500

7 ,500

7,500

7 ,500

7,500

7 ,500

7,500

7 ,500

7,500

7,500

電灯PB電灯PB電灯PB電灯PB

A

特記なき配管配線は下記による。

特 記 事 項

2.0EM-IE x  2 (EP19) 露出配管非常照明回路 E1.6

--- 非常照明器具を示す。

建築設備の構造については、H12建告1388号に適合すること。

電気設備については、電気事業法の基準に適合すること。

EM-EEF : 600V 耐燃性ポリエチレン絶縁電線 JIS C 3612 を使用すること。

6,200

6 ,2 00

6 ,2 00

6, 20 0

6,2 00

6 ,200

6,20 0

6, 200

6,200

L-A

E-05

30B

30B

30B

30B 30B 30B 30B

30B

30B

30B30B

30B

30B

30B

30B

30B

30B

30B

30B

6,200

30B

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事

平面図（屋内多目的グラウンド）



図面名称

工事名称

一級建築士319755号　小川　龍二

S=1:100
(A3版 S=1:200)

キタイ設計（株）

S=1:100平面図
特記なき配管配線は下記による。

特 記 事 項

コンセント回路

〃

〃

X11X10X9X8X7X6X5X4X3X2X1

500500

5,5005,5005,5005,5005,5005,5005,5005,5005,5005,500

56,000

55,000

5
0
0

2
,
5
2
2
.
7

2
,
5
2
2
.
7

1
2
,
0
0
0

2
,
2
9
8

2
,
2
9
8

Y1

4
,
7
1
7
.
2

2
,
1
0
0

2
4
,
0
0
0

2
,
2
9
8

2
,
2
9
8

1
2
,
0
0
0

1
,
3
0
8
.
6

1
,
3
0
8
.
6

2
,
5
2
2
.
7

2
,
5
2
2
.
7

5
0
0

Y2

2E
2E2E

2E

2E

C1

C2 C3 C4 C5 C6

C2 C3

C2

C3

C4

C5

C6

C4

C5 C6

C5

C6

IE B

C

L-A

2E
I

建築設備の構造については、H12建告1388号に適合すること。

電気設備については、電気事業法の基準に適合すること。

EM-IE 2.0 x 10 E1.6 (EP39)
※露出配管工事

2.0EM-IE x  2 (EP19) 露出配管E1.6

2.0EM-IE x 露出配管E1.6

2.0EM-IE x 露出配管E1.6

 4

 6

(EP25)

(EP31)

電話保安器収納盤(300Wx300Lx100D)

【屋内露出鋼板製扉鍵付】

E-06

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事

コンセント・電話・インタ－ホン設備図 平面図（屋内多目的グラウンド）



　３）特記なき配管配線は下記の通りとする。

ＥＭ－ＡＥ　０．９－　２Ｃ（ＥＰ１９）

H5P

H

　２）地区警報は一斉鳴動方式とする。

収容露出型機　器　収　容　箱

火災通報装置用子機火災通報専用電話機

消防機関，関係者宅　１６ヶ所（ＭＡＸ）　通報用
火　災　通　報　装　置

自動火災報知設備系統図・凡例

キタイ設計（株）
一級建築士319755号　小川　龍二

工事名称

図面名称

×２

３２１
H

H5P

H5P

AC 100VAC 100V

GL

自 動 火 災 報 知 設 備 系 統 図

凡　例

記　　号

５回線　　　　　　壁掛型Ｐ型２級火　災　受　信　盤

事記称名

特　記

電気設備については、電気事業法の基準に適合すること。

消防用設備等の設置、維持については、消防法第17条による技術基準により設置、維持すること。

建築設備の構造については、H12建告1388号に適合すること。

　１）火災受信盤の表示内訳は下記の通り。

３Ｌ自火報

２Ｌ予　備

５Ｌ合　計

電話保安器～火災通報装置間電話配線共

-

E-07

収容露出型機　器　収　容　箱x4

x3

受　信　所　板

１０ｋΩ

収容露出型　縦型機　器　収　容　箱

ＬＥＤ　２４Ｖ表　示　灯

地　区　音　響　装　置 ＤＣ２４Ｖ　８ｍＡ

２種差動式分布型検出器

引込箇所空　気　管

終　端　抵　抗

露出配　管　配　線

警 戒 区 域 境 界 線

メッセンジャー付　取付金具付空　気　管

Ｐ型２級発　信　機

Ｎｏ．１　～　　３警　戒　区　域　番　号

ＮＨ－ＨＰ　１．２－　２Ｃ（ＥＰ１９）

ＮＨ－ＨＰ　１．２－　５Ｐ（ＥＰ２５）

NH-HP : 消防庁告示　耐熱電線　を使用すること。

EM-AE : 警報用ポリエチレン絶縁耐燃性ポリエチレンシ－スケ－ブル　JIS C 4396 を使用すること。

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事



S=1:100

平面図 S=1:100

キタイ設計（株）

(A3版 S=1:200)

一級建築士319755号　小川　龍二

工事名称

図面名称

自動火災報知設備図
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別 図、凡 例及び 系統 図を参 照

H
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平面図（屋内多目的グラウンド）



図面名称

工事名称

キタイ設計（株）

S=1:50
(A3版 S=1:100)

一級建築士319755号　小川　龍二

電灯ｺﾝｾﾝﾄ・ﾄｲﾚ呼出設備図

室　名

台数照明器具番号

凡例

スロープ
UP

棚

SS

男子便所
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スロープ
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L L

LK LK
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棚
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ET

ET

2

ET

ET 1

R

平面詳細図 Ｓ＝１：５０

【 電灯設備図 】

平面詳細図 Ｓ＝１：５０

【 コンセント・トイレ呼出設備図 】

E

女子便所入口

1 E 1

男子便所入口

2E

外部ﾌﾞﾗｹｯﾄ

多目的便所
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B

倉庫

2

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X6a X7 X8 X9 X10 X11 X12

900 85 730

2,700

85

85

600 215 1,000

9,900

4,500

2,500 1,000 215 600

2,700

73085

85

90085

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X6a X7 X8 X9 X10 X11 X12

900 85 730

2,700

85

85

600 215 1,000

9,900

4,500

2,500 1,000 215 600

2,700

73085

85

90085

男子便所

B

女子便所

2

C 3

L

T1

T1 T1

T1

棚

T1

3

女子便所

多目的便所

倉庫

L-B

1

2

AE

多目的便所

(PF16)(PF22)

倉庫

浄化槽制御盤

(機械設備工事)

EM-EEF 2.0-2C E2.0x2 (EP25) C7

L-B
C1 C3

C2

C4

C5

C6

※各配線入線

壁面部分立ち上げ配管(EP39)x3

〃

〃

電灯コンセント回路

〃

〃

トイレ呼出回路

特 記 事 項

特記なき配管配線は下記による。

(PF*)

電気設備については、電気事業法の基準に適合すること。

建築設備の構造については、H12建告1388号に適合すること。

--- 面台隠蔽部分は、PF電線管にて保護すること。ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ共 （*：配管ｻｲｽﾞを示す。）

1.6EM-EEF － 3C

－EM-AE 2CAE

EM-EEF － 3C 1CE2.0

EM-EEF －2.0 2C

1.6EM-EEF － 3C 1CE

1.6EM-EEF － 2C

0.9

木部ステップル止め

木部ステップル止め

木部ステップル止め

木部ステップル止め

木部ステップル止め

木部ステップル止め
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平面詳細図（便所・倉庫）



工事名称

図面名称
S= -

(A3版 S= -)

キタイ設計（株）

機械設備図 特記仕様書

M-01

一般事項D)

      ・一般建築物　　・準耐火建築物　　・耐火建築物

機械設備工事特記仕様書

A) 工事概要

着工      年    月    日  ～  完成      年    月    日（    日間）    

・近隣商業　　　・商業　　　・準工業　　　・工業　　　・工業専用

・第一種低層住居専用　　　・第一種中高層住居専用　　　・第二種住居　　　・住居

工事名称

工事場所

建物構造

建物用途

用途地域

工事期間

工事種目B)

No 工事種目 新設 増設 改修 撤去 備　考

1

2

3

4

5

適用 適用 No 工事種目 新設 増設 改修 撤去 備　考

建物概要C)

No 名　　称

合　　計

構 造 階 数 延面積（㎡） 備　　考

用適

書様仕通共

準基施 工

図成完

項目および特記事項は、○印のついたものを本工事に適用し、それ以外のものについては建築工事

特記仕様書に準ずること。

・日本建築家協会共通仕様書(最新版)

イ.本工事は、工事請負契約書および同約款を遵守し現場説明書・特記仕様書・図面・施工標準図および

ハ.本図は、工事の大要を示すものであるから、詳細位置等については監督員と打合せの上、その指示

ニ.建築設備設計・施工上の指導指針

ヘ.長寿社会対応住宅（国土交通省住備発第63号）

　

報告する。

おいて不法無線局を搭載していると疑わしい車両を確認したときは、速やかに監督職員にその旨

請負人は電磁法を遵守し、不法無線局を搭載した工事車両を使用しないものとする。また、現場に

守遵法磁電の

両車係関事工

   場合は、監督職員と協議するものとする。

 3.請負者は、暴力団員等による不当介入を受けたことが明らかになり、工程等に被害が生じた

   行うものとする。

   請負者は、以上のことについて、下請負人（再委託の協力者も含む）に対して、十分に指導を

   の第1号）により所轄警察署に届け出るとともに、監督職員に通報するものとする。

 2.請負者は、前項により通報を行った場合には、速やかにその内容を記載した通報書（別記様式上

   時点で速やかに警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行うものとする。

   または業務の妨害）を受けた場合は、断固としてこれを拒否するとともに、不当介入があった

   発注工事等に対して不当介入をしようとするすべての者をいう。）による不当介入（不当な要求

関する通報制度」の徹底について）除排の入介当不

るよに等員団力暴

E) 共通事項

地中埋設の鋼管類は防食処置を行う。またコンクリート貫通箇所はプラスチックテープを巻きモルタル埋めとする。

配管には空気だまりのないように施工し、図示以外で施工必要箇所には空気抜き弁を取付ける。

自家発電機設備における試運転用油量は、オイルタンクの約１/3とする。

本工事にて取り付ける機器の結線調整はすべて本工事とする。

防火、防煙ダンパー類は、国土交通大臣が定めたもの及び同認定を受けたものを使用する。

防火区画貫通に関しては、関係諸法規に基づき完全に施工する。

機械設備工事内で電気設備を含む場合には、別途電気設備工事に準ずる。

機械設備工事内で建築工事を含む場合には、別途建築工事に準ずる。

外壁に取付のパイプフード等は指定色仕上げとする。

屋外配管の保温については、全てSUS巻き仕上げとする。

コンクリート製の会所、汚水会所、浄化槽との硬質塩化ビニル管の接続部は砂付加工の工場製品を使用し、漏水防止を図る。

機械の据付、配管支持については、地耐力を考慮し、「建築設備耐震設計施工指針」を参考とする。

特記事項項目適用種目 種目 適用 項目 特記事項

・石綿2層管｛JIS K 6741原管｝

・ステンレス鋼管・ポリ粉体ライニング鋼管(PA)

屋内架空： ・水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管(VA)｛JWWA K 116｝

給水の引込工事、その他については各市町村の条例規則により完全に施工のこと。

使用する50A以下の弁は管端コア付弁、65A以上はライニング弁とする。

ライニング鋼管には管端防食継手(埋設部は外面樹脂被覆形）を使用。ライニング鋼管に

他のそ

水 質 試 験

継 手 ・ 弁 等       

  
飲料水適性試験を行う。（1箇所)

具

他そ

衛

なお、管末屋外水栓は凍結防止水栓とする。

水栓類は節水コマ付き、フラッシュバルブは節水型とする。

別図器具リストによる。なお特記なき附属品に関しては

備

設
具

器
生

衛

器生

の

・排水用ビニルライニング鋼管（DVLP）

曲がり部はできる限り大曲がりエルボを使用し排水の流通をよくすること。

・煙試験　　・通水試験　　・満水試験

ＰＳ立管：

屋内埋設： ・硬質ポリ塩化ビニル管（VP）｛JIS K 6741｝

屋外架空： ・硬質ポリ塩化ビニル管（VP）｛JIS K 6741｝

屋外埋設：

・単独式　　・合流式　　・屋内分流屋外合流式

そ の 他

漏 れ 試 験

配 管 材 料

式方

備

設

気

通

水

排

・ステンレス鋼管

屋内埋設： ・水道用硬質ポリ塩化ビニル管(HIVP)｛JIS K 6742｝

・ビニルライニング鋼管(VD)

・ポリ粉体ライニング鋼管(PA)

屋外架空： ・水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管(VA)｛JWWA K 116｝

・ビニルライニング鋼管(VD)

屋外埋設： ・水道用硬質ポリ塩化ビニル管(HIVP)｛JIS K 6742｝

・本工事　　・別途工事

配 管 材 料

事工込引

金入加・担負

方 式

備

設

水

給

メーカー標準品取り付けのこと。

 屋内架空：  ・硬質ポリ塩化ビニル管（VP）｛JIS K 6741｝

・ポリ粉体ライニング鋼管(PD)      

・直圧式　　・加圧式　　・重力式　　・蓄圧式    1

2

3

有価材の処分については、監督職員と協議を行い、適切に処分すること。

各ﾘｽﾄの数量は、平面図等から数量を再確認すること。

ｼｯｸﾊｳｽ症候群の原因となる化学物質を使用しないこと。

・本工事　　・別途工事

完成原図は監督員の承諾により原設計図の電子デ－タを、修正の上これを使用することができる。

完成時に完成図を作成し、3部焼付製本（監督員指示によるサイズ）の上、原図・CADおよびPDFデ－タ

工 事 写 真

理管術技

のなき様施工すること。

技 能 士 配管施工　　熱絶縁施工　　冷凍・空気調和機施工　　建築板金施工

等格合査検 書

建築工事との取合い コンクリート部分の梁・壁・床の貫通部補強および仕上部分の軽量鉄骨天井下地、同壁下地の開口部補強

所事員督監 務 規模　・１号　　・２号　　・３号　　・４号　　・５号　　・設けない

備品は監督員との打ち合わせによる。

針指理監事工

産業廃棄物の処理等 請負人は「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」等に準じ、適確に処理するものとし、事前に施工計画書

を提出の上、監督員の承諾をうけること。　特別管理産業廃棄物（ 有 ・ 無 ）

策対害公 工事着工前に付近の状況を調査し、公害対策は工事完成まで講じること。

機 器 材 料 等 機器材料、製品等は別紙指定表、JIS、JWWA、認定品および、設備機材等評価名簿に記載されている

労働安全衛生法の統括安全衛生管理責任者には、（・建築工事　　・電気設備工事　　・機械設備工事）

の請負人を指名すること。

統括安全衛生管理者

別途工事の連絡協議

　　　　　保管管理

シンナー等の シンナー等については、工事現場に放置することなく、保管を厳重に行い盗難を防止すると共に、保管

等収回のンロフ 冷媒にフロンを使用している機器の撤去においては、メーカー等によりフロンガスを全量回収し、大気

放出をしない処理を行うこと。また、施工に当たっては特定フロンを使用した材料、工法を用いないこと

録登の報情績実事工 請負人は工事請負代金 500万円以上の工事について、工事実績情報システム（CORINS）に基づき登録を

行うこと。

等険保

(・建築工事　　・電気設備工事　　・機械設備工事)

策対全安 工事車両の出入りについては、危険防止に努めること。また、必要に応じて交通整備員を配置すると共に

近隣家屋に騒音、振動等公害発生のなきよう留意し、工事全般に支障なきよう万全の策を講じること。

また、施設運営についても監督員と協議を行い、支障なきように努めること。

提 出 書 類

契約書、契約見積書、工程表、施工計画書（要領書）、施工図、製作図、保証書、工事日報、検査測定表

各種検査手続き控え、検査済書、完成写真、完成図書

等定選の者業請下

処の材生発 理 等 請負人は、(1)建設副産物の発生抑制(2)リサイクル活動の推進(3)建設副産物の処理の適正化等の推進を

行うため、書面により提案を行い監督員に協議報告を行うこと。

他のそ

本工事契約前に質疑事項等がなき場合は、法的および技術上において本設計図施工内容を承諾したものと

みなす。

着工に先立ち焼付製本3部（A1二ツ折り）・3部(A3二ツ折り)提出のこと。

 　監理責任者と協議を行い施工方法を決定する。

2）施工における調整を必要とする箇所が認められた場合には、設計内容と同等の代替案を作成し、

 　を作成する。

1）請負者は施工計画作成に先立ち、既存建物に関する当該項目の主旨に基づく調査を行い、報告書

1）施工、材料及び製品の試験、見本等の作成、製品検査等に要する費用。

報告と共に施工方法の調整を行う。

工事の変更、改造等が行われている場合もあるため、施工に先立ち十分な調査を行い管理責任者への

設計図書に記載している既存建築物状況については、改修工事設計において確認不可能な設計及び等査調設既

 　後片づけ。

3）工事用機器、材料などの取入れに必要な搬入口及び通路の設置とこれに伴う補強、養生、

2）工事施工に必要な敷地周辺の障害となるものの移設と復旧。用費るれま含に費

事工び及囲範事工

設 計 図 書 設計図書は、工事の大要をしめすものであり、着工前に施工図等を提出し、監督員の承諾を受ける事

なお、設計図書に明記無き事項で、技術上、美観上、また保安上当然必要と認められるもの、並びに

現場の納まり上必要な軽微な変更は、監督員と協議の上、指示により施工する。この場合、原則

として工事費の増減は行わない。

定 期 点 検 引渡し後、定められた時期に監理責任者の立会いのもとで工事全般にわたる定期点検を実施する。

定期点検により発見された、施工の不備に起因する故障又は破損の修理及び交換の費用は請負者の

負担とする。

※ 実施時期及び定義

　1）引渡し後1年　　建築本体及び設備機器を対象とし、設備機器の瑕疵期間を満了する。

　2）引渡し後2年　　建築本体を対象とし、瑕疵期間を満了する。ただし、重大な過失があった場合

　　　　　　　　　　はその瑕疵期間を5倍に読み替えるものとする。

別途工事と定期的に協議を行い工程等の調整を図ること。また、工事区分について図示あるも必要に

屋外埋設： ・ポリエチレン被覆鋼管（PLP）｛JIS G 3469｝

・ガス用ポリエチレン管（PE）｛JIS K 6774｝

・要　　・不要

料材管配

負 担 金 等

ス

備

設

ガ

・蒸気ボイラ　　・温水ボイラ　　・温水発生機

・電気温水器（瞬間式）　　・ガス湯沸器（瞬間式含む）　　・電気温水器（貯湯式）

備

設

湯

給

煙 導 材 料

料材管配

そ 他の

源熱

給 湯 ボ イ ラ ー

方 式   ・個別方式　　・中央方式　　・中央個別方式  

・鋼板製　　・ステンレス製　　・亜鉛鉄板製    

・都市ガス　　・プロパンガス　　・灯油　　・Ａ重油　　・電気  

・塩化ビニル管（VU） （浴室系統）｛JIS K 6741｝　　・SUS製スパイラルダクト

換

気

設

備

4.ガラリボックス

3.給気ダクト

2.排気ダクトにおける外壁から１m 部分

1.全熱交換ユニットにおける本体から外壁までの給気および排気ダクト

下記のダクトには防露工事を行うこと。

送風機据付については、防音、防振に注意して施工のこと。

・亜鉛引鉄板　　・ステンレス板　　・塩ビ板

・アングル工法　　・コーナーボルト工法

・パイプファン　　・有圧換気扇　　・レンジフード　　・ストレ－トシロッコファン

・換気扇　　・天井埋込型換気扇　　・全熱交換ユニット

他のそ

フ ー ド

法工のトクダ

ダ ク ト 材 料

機風送

   ・亜鉛鉄板製スパイラルダクト｛JIS G 3302｝　・アルミフレキダクト　・ステンレス板

-0.6  ℃

33.8  ℃

 ・ファンコイルユニット　　・ファンコンベクター　　・エアーハンドリングユニット

排水管　：

   

・硬質ポリ塩化ビニル管（VP）｛JIS K 6741｝
       

冷媒管　：・脱酸銅管（L）

空

気

調

和

設

備

式方

熱 源

機源熱 器

機和調気空

件条度湿温計設

料材管配

・中央方式　　・個別方式　　・中央・個別方式　　・マルチ方式

・都市ガス　　・プロパンガス　　・灯油　　・Ａ重油　　・電気

・吸収式冷温水機　　・空冷式チリングユニット　　・空冷式蓄熱ユニット

・温水ボイラ　　・蒸気ボイラ　　・温水発生機　　・ヒートポンプチラー

・温風暖房機　　・ガスヒートポンプエアコン　　・電気パネルヒーター

22.0  ℃

26.0  ℃   

        

     

     

  場　所

  時　期

  冬　期

  夏　期

湿度（RH）温度（DB）

屋　　内

成行　％

成行　％

屋　　外

温度（DB） 湿度（RH）

冷温水管：・水道用亜鉛めっき鋼管（SGP-W）

冷却水管：・水道用亜鉛めっき鋼管（SGP-W）

・耐熱性ビニルライニング鋼管（HTLP）

・耐衝撃性硬質塩化ビニル管（HIVP）

・コンベクター　　・電気式ヒートポンプエアコン（氷蓄熱・ﾙ-ﾑｴｱｺﾝ含む）

    

・鋼鈑製　　・ステンレス製　　・亜鉛鉄板製

     
膨張管　：

自 動 制 御

料材トクダ

法工のトクダ

料材導煙

そ の 他

蒸気管　：・配管用炭素鋼鋼管（SGP-A）

・水道用亜鉛めっき鋼管（SGP-W） ・耐熱性ビニルライニング鋼管（HTLP)

・圧力配管用炭鋼鋼管（SCH40）

・中央制御　　・個別制御

・亜鉛引鉄板　　・グラスウールダクト　　・サイレントフレキダクト

・亜鉛引鉄板製スパイラルダクト　　・アルミフレキダクト　　・ステンレス板

・アングル工法　　・コーナーボルト工法

冷媒配管サイズは参考のため各メーカーの仕様に基づいて決定すること。その際の

増減は行わないものとする。

・配管用炭素鋼鋼管（SGP-B）｛JIS G 3452｝

4

5

給 水 設 備

備設気通水排

衛 生 器 具 設 備

備設スガ

給 湯 設 備

・サイクル扇（天井扇）

既設建物はつり、穴あけ等に関してはダイヤモンドカッターを使用する。

施工に際し、既設内容、取り合いを良く調査して、既存設備の機能を低下せしめてはならない。なお、当該工事においては、

既設配管等があった場合は、監督員の指示により、本工事で迂回等の工事を行う。また撤去工事は、特に既設配管の行先を

確認の上安全に処理する。

・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編)(平成25年版)、及び

　同上　設備・環境課監修公共建築設備工事標準図(機械設備工事編)(平成25年版)

・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編)(平成25年版)

　 標仕により完全に施工すること。

ロ.必要な関係諸官庁への申請手続きは、すべて請負人が代行し、その費用も請負人の負担とすること。

　 に従い施工すること。

ト.その他関係諸法規に基づき完全に施工すること。

共提出すること。

工事写真の提出に関しては、監督員の指示による。なお写真撮影は、国土交通省大臣官房官庁営繕部

監修 営繕工事写真撮影要領（平成24年版）・同解説 工事写真の撮り方 建築設備編に準ずること。

建築主体工事、電気設備工事、その他関連工事について、その施工者と綿密な連絡をとり全工事に支障

施工のものは、材料製造所、施工下請業者、請負契約者連名書とすること。

各種検査を必要とするもの、責任施工のもの等は、各合格書または保証書を提出すること。なお、責任

は建築工事とするも、事前に施工図を作成し、監督員、建築工事業者承諾の上とすること。

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修機械設備工事監理指針（平成25年版）に準ずること。

もの、または同等以上のものとし、各資料を提出の上、監督員の承諾をうけること。

このことは、品番記載の機材にも適用すること。

応じ協議のうえ工事区分の調整をすること。

数量についても作業前、作業終了後の確認等確実な管理を行うものとすること。

請負人は工事の内容に応じた火災保険、建設工事保険等を工事目的物に付するものとすること。

工事着工前及び完成引渡し時には、下記の書類を提出すること。詳細は監督員の指示によること。

建物内埋設配管はすべてスラブより吊ること。（支持金物はSUS製とする。）

・硬質ポリ塩化ビニル管（VP・VU）｛JIS K 6741｝ ・卵形管

・耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（HTVP）｛JIS K 6776｝

・配管用炭素鋼鋼管（SGP-B）｛JIS G 3452｝

・耐火二層管｛JIS K 6741原管｝

気密試験後、点火試験を行い燃焼の確認、機器調整を行うこと。

他

別種

の

のス

そ

ガ

試 験

・都市ガス（13A）　　・プロパンガス　　・その他（   ） 

埋設で合成樹脂被覆鋼管の接続は、合成樹脂被覆メカ継手、サ－ビスコックは合成樹脂

被覆ボ－ルバルブとする。

液化石油ガス法、ガス事業法、高圧ガス取締法および、ガス機器設置基準に基づいて施工

を行うこと。

・配管用炭素鋼鋼管（SGP-B）｛JIS G 3452｝屋内架空：

          

・配管用炭素鋼鋼管（SGP-B）｛JIS G 3452｝屋外架空：

屋内埋設： ・ポリエチレン被覆鋼管（PLP）｛JIS G 3469｝

・ガス用ポリエチレン管（PE）｛JIS K 6774｝

・銅管（M）｛JIS H 3300｝　・保温付被覆銅管｛JCDA 0008｝　・被覆銅管

58.1  ％

69.2  ％

・断熱材被覆銅管｛JCDA 0009｝

・亜鉛鉄板｛JIS G 3302｝　・グラスウールダクト　・サイレントフレキダクト　・塩ビ板

備設房厨

空 気 調 和 設 備

備設気換

7

8

9

8

9

し

尿

浄

化

槽

設

備

造構

材 質

処

処

処

処

山

そ 他

め

質

式

象

力能理

理 対

方理

水理

止

の

・地上式　　・地下式　　・半地下式

   

      

       

      

・FRP製　　・コンクリート製

・単独浄化槽　　・合併浄化槽　　・小規模合併浄化槽

・接触ばっ気　　・長時間ばっ気　　・沈殿分離ばっ気　　・分離接触ばっ気

BOD（20mg/ ）　　COD（  mg/ ）　　T-N（  mg/ ）　　T-P（  mg/ ）

別紙図面参照

6

別紙図面参照

機

そ

接 続

器 本

調

の 他

整

体

房

備

設

厨 ・本工事　　・建築工事　　・別途工事    

・本工事　　・建築工事　　・別途工事    7

6 し 備

一級建築士319755号　　小川 龍二

船井郡京丹波町篠原地内

建築基準法別表第一 （第　項）　　消防法施行令別表第一 ｛第 　 項 　 ｝

ホ.京都府福祉のまちづくり条例等を参考に施工を行うこと。

選定するよう努めること。

各種下請業者・製造所等郡（町）内で供給できるものについては、極力郡（町）内業者および府内産品を

京丹波町の発注する建設工事等における暴力団員等による不当介入の排除について（「不当介入に

 1.請負者（請負人または受注者）は、暴力団員等（暴力団の構成員及び暴力団関係者、その他町

保温工事については、府内保温保冷協会組合員等府内業者とする。

屋外土中埋設配管においては、埋設標示テープ、標示ピンおよび標示杭を設ける。（排水管を除く、ただし圧送管は設けること）

・ 21人槽　　 4.2 m /日

・嫌気ろ床接触ばっ気　　・担体流動浮上ろ過方式

3

・不要　　・要（ ・簡易鋼矢板　　・木製矢板　　・鋼矢板）

設槽化浄尿

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事



工事名称

図面名称
S= -

(A3版 S= -)

キタイ設計（株）

機械設備図 機材等指定表

M-02

アリャキ芝東(株)

アリャキ芝東(株)

アリャキ芝東(株)

アリャキ芝東(株)

アリャキ芝東(株)

アリャキ芝東(株)

ルラテ(株)

LIXIL(株)

成化ワイダ (株)

ズムテスシエクッニソナパ コ (株)

ズムテスシエクッニソナパ コ (株)

製立日 作 所(株)

製立日 作 所(株)

製立日 作 所(株)

ズムテスシエクッニソナパ コ (株)

ズムテスシエクッニソナパ コ (株)

ズムテスシエクッニソナパ コ (株)

ズムテスシエクッニソナパ コ (株)

ズムテスシエクッニソナパ コ (株)

ズムテスシエクッニソナパ コ (株)

ズムテスシエクッニソナパ コ (株)

ズムテスシエクッニソナパ コ (株)

ズムテスシエクッニソナパ コ (株)

ズムテスシエクッニソナパ コ (株)ズムテスシエクッニソナパ コ (株)

ズムテスシエクッニソナパ コ (株)

ズムテスシエクッニソナパ コ (株)

ルラテ(株)

ルラテ(株)

ルラテ(株)

LIXIL(株)

LIXIL(株)

LIXIL(株)

一級建築士319755号　　小川 龍二

ネ ポ ン(株)

所作製立日

機電菱三

(株)

(株)

(株)トキメックラ スキアン ィデ

所作製立日

機電菱三

(株)

(株)

ダ イ キ ン 工 業(株)

所作製洋東(株)

業工晃新

工鉄和昭

(株)

(株)

(株)ダ イ キ ン 工 業

ヤ 工 業リャキ洋東 (株)

製立日 作 所

業工重菱三

業工ンキイダ

機電菱三

(株)

(株)

(株)

(株)

業工重菱三 (株)

機電菱三 (株)

(株)ダ イ キ ン 工 業

機  械  設  備  機  材  等  指  定  表

配
 
管
 
付
 
属
 
品

接

材

合

保
 
温
 
材

き
 
ょ
 
う
 
及
 
び
 
蓋

排
 
水
 
金
 
具

阻
 
集
 
器

ボ
 
イ
 
ラ

冷
 
凍
 
機

空
 
気
 
調
 
和
 
機

床
　
暖
　
房

ダ
 
ン
 
パ
 
｜
 
類

送
 
風
 
機

警
 
報
 
装
 
置

ガ

ス

器

具

類

吹

出

口

及

び

吸

込

口

ガ
 
ス
 
漏
 
れ

湯
 
沸
 
器

電
 
動
 
機

防
　
振
　
装
　
置

濾
 
過
 
器

温
 
泉
 
装
 
置

換
 
気
 
扇

全
 
熱
 
交
 
換
 
器

ポ
 
ン
 
プ

便
 
槽

浄
 
化
 
槽

厨
 
房
 
機
 
器

消
 
火
 
装
 
置

製
 
缶
 
類

水
　
槽

冷
 
却
 
塔

自
 
動
 
制
 
御
 
機
 
器

油

面

制

御

業産木高 (株)

イナンリ

マロパ

ンマーハ

ツリーノ

陶 器機東

(株)

(株)

(株)

(株)

(株)

ンヒイケ(株)

ルネ ェウハ武山

ズルーロトンコンソンョジ河横

(株)

(株)

ッナリク プ(株)

ンダードタスラカタ

テ ン レ スススナ

ン ウ ェー ブ 工 業サ

(株)

(株)

(株)

工鉄藤伊 (株)

物鋳西福

所工鋳川谷長

レドイダ

所作製島小

ウソネカ

(株)

(株)

(株)

(株)

(株)

オオタケファンドリー(株)

工鉄藤伊 (株)

業工鉄友

物鋳西福

所工鋳川谷長

レドイダ

所作製島小

ウソネカ

(株)

(株)

(株)

(株)

(株)

(株)

オオタケファンドリー(株)

備装クンタ本日 (株)

所作製ンナイセ

業工器機和昭

所究研技工

(株)

(株)

(株)

視監央中 盤

器機御制動自

器機御制面油

桝

桝製脂樹

成化ンロア

成化澤前

ンロキタ

学化水積

(株)

(株)

(株)

(株)

(株)ブ リ ヂ ス ント

(株)三 樹 脂菱

(株)ホ ー コ ス

(株)業工松森

(株)ノクテルベ

ムテスシアクア水積 (株)製 水 槽Ｓ Ｕ Ｓ

鋼 板 製 水 槽

ベ ル テ ク ノ(株)

業工器容本日 (株)

森 松 工 業(株)

スコーホ (株)

菱 脂樹三 (株)

ト ンスヂリブ(株)

ムテスシアクア水積 (株)

Ｆ Ｒ Ｐ 製 水 槽 一 体 形 形ルネ及 び パ

(株)三 樹 脂菱

(株)ブ リ ヂ ス ント

ムテスシアクア水積 (株)

類缶製・道煙

所工鉄倉島

ノクテルベ

工鉄成三

スコーホ

三 和 工 業

(株)

(株)

(株)

(株)

(株)

森 松 工 業(株)

器機火消

送 水 口・口水放

消 火 栓 箱

ノ ズ ル

重 防 災 工 業川

所作製堀売立

ク ラ コ

所作製井横

所作製田初

所業工設建

所作製浦北

工機栓火消

キチーホ

災防美能

ンタッニ

(株)

(株)

(株)

(株)

(株)

(株)

(株)

(株)

(株)

(株)

(株)

房厨 機 器

所作製西中

機理調本日

ッナリク プ

大 洋 厨 房

(株)

(株)

(株)

(株)

流 し 台

示 品表クーマＳＩＪ製クッチスラプ品部成構槽化浄

浄 化 槽

空真 ポ ン プ水給動電

(株)

(株)

(株)

荏 原 製 作 所

川 本 製 作 所

日 立 製 作 所

鉄 工 所組沢野宇

所工鉄田前

所作製野神

所作製原荏

(株)

(株)

(株)

(株)

器換交熱全

ダ ク ト フ ァ ン付井天

含 む

換 気 扇

を       

日

尾

金

衛
 
生
 
陶
 
器
 
及
 
び
 
附
 
属
 
器
 
具

業産原長 (株)

電
 
線
 
・
 
ケ
 
｜
 
ブ
 
ル
 
及
 
び
 
附
 
属
 
品

ノガルオ

カスア(株)

(株)

の も  た  し  を  示  表  の  旨  

い定 てけ受を認の会員委                                             

務業定認線電熱耐・火耐

の               

用使に事工線配般一

も     る      す                     

の               

用使に事工線配般一

も     る      す                     

の               

用使に事工線配般一

も     る      す                     

示 品表クーマＳＩＪ

示 品表クーマＳＩＪ

               

プーテルニビ

ブーリス着圧

子端着圧

熱 ルブーケ耐・火耐

     

     

     

る  

 

               

示 品表クーマＳＩＪトグン クダィテイラ

器機許特

業工ムゴ海東

ーョキンシ

工化敷倉

本岡造製器機

(株)

(株)

(株)

(株)

(株)

舎 電 

作 所製川安

所作製立日

機電士富

機電綱神

(株)

(株)

(株)

(株)

(株)

機電菱三 (株)

機電菱三

クッミトイ本日

(株)

(株)

ガ ス阪大 (株)

の               

用使に事工線配般一

も     る      す                

の               

用使に事工線配般一

も     る      す                

の               

用使に事工線配般一

も     る      

上同  

す           

 

の               

用使に事工線配般一

も     る      

上同  

す           

 

の               

用使に事工線配般一

も     る      

上同  

す      

の               

用使に事工線配般一

も     る      

示 品表クーマＳＩＪ

示 品表クーマＳＩＪ

示 品表クーマＳＩＪ

示 品表クーマＳＩＪ

示 品表クーマＳＩＪ

示 品表クーマＳＩＪ

示 品表クーマＳＩＪ

示 品表クーマＳＩＪ

示 品表クーマＳＩＪ

示 品表クーマＳＩＪ

CV.CE.CVV  

IV.VV.OW.DV

類ルブーケび及線電

ぴ線脂樹成合

品属付上同

トクダアロフ

管線電うと可

品属付上同

品属付上同

管脂樹成合

品属付上同

属 管金

式気電

式スガ

電
 
線
 
管
 
類
 
及
 
び
 
附
 
属
 
品

     

     

     

     

     

 

 

 

上同  

す      

明 

                  

                  

クッテルマタ (株)

のもた

同認定を受けび及のも

大臣が定めた通交土国

性 能 評 定 品災防の

菱

業工重菱三 (株)

機精ンシイア (株)

品定認会業工器集阻本日

エ アンドエ ルアリテマー ー(株)

長

火耐

G GPT ・ L マーク表示品

の も  た  れ  さ  付  貼  が  票  

格合定検の会協安保スガ

証 圧高は又票格の会協

査検器機ス本日(財)

カチニユ

暖床

ーパスロプ恵三

procNAA

(株)

(株)

(株)

サ トミ

業工線電菱三

業工気電河古

業工学化友住

(株)

(株)

(株)

(株)

証  

ーセ築 ン タ建本日(財)

カ ー の 内ーメ上同

業工研空 (株)

業工和久喜 (株)

風機製作所送ヤツミ

研理コヨート

所作

所作

所工

所工

製

製

鉄

鉄

島

立

山

部

増

日

谷

武

(株)

(株)

(株)

(株)

(株)

(株)

所作製原荏(株)

所作製倉鎌

機電菱三 (株)

(株)

所作製立日(株)

所作製原荏(株)

ィフューザーデモネア

ー サ ル 形バニユ

口出吹状線

吸 込 口

・ 防 煙 ダ ン パ ー火防

ン

ン

パ

パ

ー

ー

ダ

ダ

火防

煙防

ダ ン パ ー

ダ ン パ ー

キッャチ

整調量風

吸 込 口び及吹 口出

排 煙 機

機風送心遠

送 風 機

ス 付クッボ音消

報警れ漏スガ 装 置

式気電

温 水 式

分類 機材名 適用範囲 製造者名 分類 機材名

ドル製造ンピス本日

設住熱冷立日

脂樹三

信 和 産 業

業工研空

ヤ 工 業リャキ洋東 (株)

(株)

(株)

(株)

(株)

(株)冷 却 塔

工

(株)

(株)

(株)

所作製洋東(株)

(株)ダ イ キ ン 工 業

業工晃新

工鉄和昭

(株)

(株)

機電洋三 (株)

機工村木 (株)

デ ィ ゼ ルーマンヤ (株)

東 洋 製 作 所

ータルィフーアエ本日

ドル製造ンピス本日

ンーリイバ本日

和調気空洋東

富 士 電 気

機電菱三

(株)

(株)

(株)

(株)

(株)

(株)

(株)

機工村木 (株)

業総崎矢

業工熱冷重川

作製原荏 所

製立日 作 所

(株)

(株)

(株)

(株)

業工熱冷重川 (株)

製立日 作 所(株)

(株)ダ イ キ ン 工 業

(株)ダ イ キ ン 工 業

作製原荏 所(株)

クーヨ菱三 (株)

機電菱三 (株)

クーヨ菱三 (株)

作製原荏 所(株)

機電菱三 (株)

製立日 作 所

ヤ 工 業リャキ洋東

(株)

(株)

東 芝(株)

工鉄田前 所(株)

昭 和 鉄 工(株)

ヒ ガ イ ダ ムワカラ(株)

業工熱冷重川 (株)

ヒ ガ イ ダ ムワカラ

業工熱冷重川

汎マクタ 用 機 器

ライボ原荏

(株)

(株)

巴 商 会(株)

(株)

(株)

日 立 製 作 所

ネ ポ ン

業工煙無本日

巴 商 会

昭 和 鉄 工

(株)

(株)

(株)

(株)

(株)

製造者名

ァ ニルユイ ットコンフ

ンジ 式ンエスガ

形ジーケッパ 空気調和機

形ジーケッパ 空気調和機

ィ ータルフー

自

アエ

空形トッニユ 気調和機

冷 温 水 機収吸きだ直

グ ニユンリチ ッ ト

鋳 鉄 製 ボ イ ラ

形取巻動

機凍冷収吸

遠 心 冷 凍 機

温 水 発 生 機

ライボ易簡用湯給

スコーホ (株)

物鋳西福 (株)

所工鋳川谷長(株)

レドイダ (株)

所作製金合村多喜(株)

陶 器機東 (株)

陶 器機東 (株)

陶 器機東 (株)

ルカミケヤイダ

成化山金

業工綿石森大

(株)

(株)

(株)

ントスヂリブ

業工ーロベ本日

業工ムゴ洋

レ

東

フート

(株)

(株)

(株)

(株)

所作製山本(株)

所作製ケタシヨ(株)

所作製山本(株)

ンベ  (株)  

マ ンシフ (株)

所作製ケタシヨ

所作製山本

ンベ  

マ ンシフ

業工ーロベ本日

(株)

(株)

(株)

(株)

(株)

ブルバ和大(株)

ブルバ巴

ブルバ吉三

ブルバ洋東

(株)

(株)

(株)

所工鉄本栗

ムエーケーオ

(株)

(株)

ブルバ和大(株)

ル

ブルバ吉三

ブバ洋東

(株)

(株)

ツッキ(株)

品形成の外以記上

筒び及板温保 品示表クーマＩ ＳＪ

品示表クーマＩ ＳＪ

品示表クーマＩ ＳＪ

品示表クーマＩ ＳＪ

品示表クーマＩ ＳＪ

上 )( 同

弁止逆

弁形玉

弁切仕

Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 品

品示表クーマＩ ＳＪ

プッラトスーリグ

具金水排

蓋び及うょき

具器属付器陶生衛

栓水

器陶生衛

材温保

ムーォフンレチスリポ

材温保ルーウスラグ

ー 材温保ルウクッロ

板鉄鉛亜

棒接溶

手継振防

プッラト気蒸

弁節調度温

用気(弁圧減 蒸 )

弁イラフタバ

弁グンニイラ

弁鉄鋳

青 銅 弁

板

弁

所作製ケタシヨ

所作製山本

ン 

ンマシフ

業工ーロベ本日

所作製東日

(株)

(株)

(株)

(株)

(株)

(株)

品格規ＳＡＳ

グンィテッィフ洋東

作 所製久多

(株)

(株)

(株)

ンケンリ(株)

属立日

手継東

手継管鋼本

(株)

(株)

中 越 可 鍛

住 友 金 属 工 業

シ ー ケ ー 金 属

(株)

(株)

(株)

古 河 電 気 工 業

住 友 軽 金 属

(株)

(株)

ト ー ア ト ミ ジ

昭 和 電 工 建 材

ー浅 野 ス レ ト

(株)

(株)

(株)

工 所鋳川谷

本栗 鉄 工 所

(株)

(株)

久 保 田 鉄 工(株)

タボク

オオタケファンドリー

日 本 鋼 管

住 友 金 属 工 業

(株)

(株)

(株)

(株)

日 本 水 道 鋼 管 協 会

品格規

品格規

日 本 水 道 鋼 管 協 会

鋼

直 管 ・ 異 形 管( )

ク 表 示 品ーマ水

ク 表 示 品ーマ水

ク 表 示 品ーマ水

ク 表 示 品ーマ水

ク 表 示 品ーマ水

示 品表クーマＳＩＪ

示 品表クーマＳＩＪ

示 品表クーマＳＩＪ

示 品表クーマＳＩＪ

示 品表クーマＳＩＪ

示 品表クーマＳＩＪ

示 品表クーマＳＩＪ

示 品表クーマＳＩＪ

示 品表クーマＳＩＪ

示 品表クーマＳＩＪ

示 品表クーマＳＩＪ

示 品表クーマＳＩＪ

手

手

継管ルニビ化塩質硬

水排 化塩質硬用

製撃衝耐用道水

化塩質硬用道水

継管ルニビ

手継管ルニビ

管鉄鋳用水排

鋳 鉄 管ルイタクダ

衝 撃 性耐用道水

ビ ニ ル 管化塩質硬

化ビニル管塩質硬用道水

ビ ニ ル 管化塩質硬

管鉛用道水

鉛 管

被ンレチリポ層面 膜1外( )

管 用 炭 素 々 管

管鋼きっめ鉛亜用道水

管々鋼素炭用管配力圧

配

レ

管グンイラ体粉

管鋼グンニイラ体粉

用 ポ リ チ ン

レリ ンチエポ用道水

ニ 管鋼グンイラルニビ

化塩質硬面外内用道水

管イ 鋼グンニラルニビ

硬 化塩質用道水

式 縮 継 手伸ズーロベ

ス 手継管綱レンテス

手継管銅

手継管ルニビ

レチエリポ ン 管 継 手

管形異鉄鋳ルイタクダ

手継管水排

手鋼 継用管体粉リポ

継グ 手用管鋼ンニイラ

手継管製鉄鋳鍛可

管 継 手

着色ポリエチレン鋼管

二 層 管

ス テ ン レ ス 管

銅 管

鋳 鉄 管

ヒ ュ ー ム 管

ポ リ エ チ レ ン 管

ビ ニ ル 管

鉛 管

コ ー テ ィ ン グ 鋼 管

ポ リ 粉 体 鋼 管

ラ イ ニ ン グ 鋼 管

鋼 管

手

継

管

分類 機材名 適用範囲 製造者名 分類 機材名 適用範囲 製造者名 分類 機材名 適用範囲 分類 機材名 適用範囲 製造者名 適用範囲 製造者名

 

ベ  

暖 房 機 ク サ カ ベ

三 菱 重

リ ン ナ イ

(株)成 研

(株)三 進 ろ 過 工 業

(株)東 洋 濾 水 機

(株)

(株)

ミ ウ ラ 化 学 装 置

理 水 化 学

(株)東 西 化 学 産 業

(株)ト ー ケ ミ

業工研空 (株)

業工属金田和 (株)

テ ッ クアエ立協 (株)

所作製速浪

業産光丸

(株)

(株)

スクッニユ(株)

テ ッ クアエ立協 (株)

イケッニ (株)

業産リモジフ

業産光丸 (株)

(株)

Ｆ Ｆ 式 温 風 暖 房 機

(株)鶴 亀 温 水 器 工 業

(株)ダ イ リ ツ

(株)ダ イ リ ツ

鋼

鋼

水 道 エ

ニ

エ

鋼

ガ

合

ンーリクジフ 工 業(株)

(株)環 境 創 研

(株)ア ム ズ

旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事



工事名称

図面名称
機械設備図

キタイ設計（株）
一級建築士319755号　　小川 龍二

S=1:250
(A3版 S=1:500)

配置図（改修後）
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屋根付多目的施設

以降平面詳細図参照

圧送管

水路に放流

穴開け・荒補修（本工事）

点検口桝（TC-1）

450x450x400H（WPM-A450）

以降平面詳細図参照

同上ﾎﾞｯｸｽ

（貸　付）

（BOX共）

（BOX共）

（本工事）

量水器 40A

止水栓 40A

GV-40

　※ 量水器廻りの仕様については所轄水道課の基準に準ずること。

-

既設配管に接続（本工事）

既設量水器 13A（移設品）

同上ﾎﾞｯｸｽ（本工事）（新設）

止水栓 13A（新設）（量水器ﾎﾞｯｸｽ内取付）

GV-13（BOX共）（新設）

　※ 量水器廻りの仕様については所轄水道課の基準に準ずること。

体育館へ -

※ 既設配管位置は不明な為、本図は参考とすること。

本工事建物

-

-

既設屋外消火栓

-

既設給水管より分岐（本工事）

Ｓ＝１：２５０配置図（改修後）
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工事名称

図面名称
機械設備図 配置図（改修前）

キタイ設計（株）
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ﾊﾞﾙﾌﾞ

U1
50

As

As

篠原体育館

プール
小屋

更衣室

倉庫
京丹波町　和知共同作業所「ともども」

ﾊﾞﾙﾌﾞ

ﾊﾞﾙﾌﾞ

Gr

ﾊﾞﾙﾌﾞ

-

屋外消火栓 水栓（13mm）・水栓柱撤去（本工事）

体育館へ

Ｘ

ＸＸ

Ｘ
ＸＸ13 -

量水器 13A（移設）（本工事）

同上ﾎﾞｯｸｽ撤去（本工事）

止水栓 13A撤去（本工事）

凡例

撤去部分を示す

給水管切り離し（本工事）

給水管切り離し（本工事）

※ 既設配管位置は不明な為、本図は参考とすること。

※ その他不要な物及び既設品に不良品があった場合は、監督員の指示に従い適切に処理すること。

撤去機器ﾘｽﾄ｛屋外｝

FRP製受水槽　　容量 2,100 L

付属品共
1

ｺﾝｸﾘ-ﾄ流し撤去（建築工事）

FRP製受水槽撤去（本工事）

配置図（改修前） Ｓ＝１：２５０
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工事名称

図面名称

キタイ設計（株）

機械設備図 S=1:100
(A3版 S=1:200)

一級建築士319755号　　小川 龍二

2
,
5
2
2
.
7

2
,
5
2
2
.
7

2
,
2
9
8

2
,
2
9
8

2
,
3
5
8
.
6

2
,
3
5
8
.
6

2
,
2
9
8

2
,
2
9
8

2
,
5
2
2
.
7

2
,
5
2
2
.
7

5,5005,500

500

X1 X2 X4X3

5,500 5,5005,5005,500

55,000

5,500

X5 X6 X7 X8 X9

500

5,5005,500

X10 X11

1500

FEW

FEW

1500

1500

FEW

1500

FEW

FEW

1500 1500

FEW

1500

FEW FEW

1500

ｹﾞ-ﾄﾎﾞ-ﾙ場

5
0
0

2
,
5
2
2
.
7

2
,
5
2
2
.
7

1
2
,
0
0
0

2
,
2
9
8

2
,
2
9
8

Y1

4
,
7
1
7
.
2

2
,
1
0
0

2
4
,
0
0
0

2
,
2
9
8

2
,
2
9
8

1
2
,
0
0
0

1
,
3
0
8
.
6

1
,
3
0
8
.
6

2
,
5
2
2
.
7

2
,
5
2
2
.
7

5
0
0

Y2

FD

新設機器ﾘｽﾄ FEW-1,500｛ｹﾞ-ﾄﾎﾞ-ﾙ場｝

有圧換気扇

3風　　量 1,500 m /h　　静　　圧 30 Pa　　羽根径 300φ

型　　式 低騒音形

電　　源 1φ-100V　　電気容量 65.0 W

参考品番 EWF-30BSA
8

付属品　 ﾊﾞｯｸｶﾞ-ﾄﾞ,SUS製ｳｪｻﾞ-ｶﾊﾞ-（防虫網付）,取付枠｛内6台｝

　　　　 ﾊﾞｯｸｶﾞ-ﾄﾞ,SUS製ｳｪｻﾞ-ｶﾊﾞ-（FD・防虫網付）,取付枠｛内2台｝

M-05

Ｓ＝１：１００平面図

（ｹﾞ-ﾄﾎﾞ-ﾙ場）
※ ☆印の機器については、24時間換気とする。

　 （ｽｲｯﾁに表示を行うこと。）

注記
1.

特記事項

建築設備の構造については、H12建告1388号に適合すること。

FD
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旧和知第二小学校屋内多目的グラウンド建築工事

☆

☆

平面図（屋内多目的グラウンド）



工事名称

図面名称
機械設備図 平面詳細図（便所・倉庫）

キタイ設計（株）
一級建築士319755号　　小川 龍二

S=1:50
(A3版 S=1:100)
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衛生器具リスト

器　具　名 参考品番

洋風大便器 CS230B SH230BA,TCF6621,YH60N,（床給水・床排水）

建築工事化粧鏡 大型鏡

小便器 UFH500 TG600PN,T9R,（壁給水・壁排水）

掃除用流し SK22A TK22,T23AEQ20,TN114,T9R,HH04060,T37SGEP,（壁給水・床排水）

車椅子対応便器 CS20AB SH30BA,TCF4721AMV86,TCA53,YH500x2,（壁給水・床排水）

化粧鏡 止め金具共YM6090F

取付金具共ﾍﾞﾋﾞ-ｼ-ﾄ YKA24

手すり L形,取付金具共T112CL10

手すり

手すり 小便器用,取付金具共

はね上げﾀｲﾌﾟ,取付金具共

T112CU2

T112HK8

はめ込み洗面器 L525RCU TLC11AR,T6PM1,TLC4A1F,TK525,（壁給水・壁排水）

ﾏ-ﾌﾞﾗｲﾄｶｳﾝﾀ- ML60

ﾏ-ﾌﾞﾗｲﾄｶｳﾝﾀ- ML60

ｵﾆｯｸｽｼﾘ-ｽﾞ,L=1,985,ﾌﾞﾗｹｯﾄx3

ｵﾆｯｸｽｼﾘ-ｽﾞ,L=2,055,ﾌﾞﾗｹｯﾄx3

横水栓（掃除用） T28AUNH13

洗面器 L270C TEN77G1,T7PW1,TL220D,（壁給水・壁排水）

付　属　品

合
 
 
 
 
 
計

備　考

男
子
便
所

女
子
便
所

1φ-100V,321.0W（便座）1 3 4

多
目
的
便
所

1 1 2

3 3

1 1

1 1 1φ-100V,1,280.0W（便座）

1 1

11

11 3 5

1 1

1 1

2 2 4

1

1

1

1

1 1 1 3

1 1 1φ-100V,0.6W（自動水栓）

桝リスト

記　号 名　　称 寸　　法 深　さ

1

ふた形　式 備　考

5

6

7

8

2

3

4

配管勾配は1/100とする。

リスト中の深さについては参考につき、現地測量の上決定すること。

施工に関しては、所轄の下水道基準に基づき完全に行うこと。

防臭桝

〃

塩ビ製小口径桝

防臭桝

塩ビ製小口径桝

防臭桝

塩ビ製小口径桝

〃

300φ

300φ

300φ

〃

100A-200φ

100A-200φ

100A-200φ

〃

-

-

-

90Y

〃

90Y

90Y

〃

1

付属品　 SUS製ｳｪｻﾞ-ｶﾊﾞ-（防虫網付）,木枠

6参考品番 EX-25EK -C

3

電　　源 1φ-100V　　電気容量 18.5 W

風　　量 690 m /h　　羽根径　 250φ

型　　式 電気式ｼｬｯﾀ-格子ﾀｲﾌﾟ

換気扇

新設機器ﾘｽﾄ FEW-690｛男子便所｝新設機器ﾘｽﾄ FEW-690｛女子便所｝

1

付属品　 SUS製ｳｪｻﾞ-ｶﾊﾞ-（防虫網付）,木枠

6参考品番 EX-25EK -C

3

電　　源 1φ-100V　　電気容量 18.5 W

風　　量 690 m /h　　羽根径　 250φ

型　　式 電気式ｼｬｯﾀ-格子ﾀｲﾌﾟ

換気扇

1

付属品　 SUS製深形ﾌ-ﾄﾞ（防虫網付）,天吊金具

参考品番 VD-20ZC 9

電　　源 1φ-100V　　電気容量 49.0 W

風　　量 250 m /h　　静　圧　 50 Pa

型　　式 低騒音ﾀｲﾌﾟ

天井埋込形換気扇

新設機器ﾘｽﾄ FEC-250｛多目的便所｝

3
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露出ﾀﾞｸﾄ
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40
以降配置図参照

圧送管

4
0

点検口桝（TC-1）

450x450x400H（WPM-A450）

浄化槽（21人槽）｛詳細図参照｝

BBA-50 45

T28KUNH13(BOX共)

GV-20    (BOX共)

掃除用水栓

COA-100 T5A-65

以降配置図参照
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GV-30(BOX共)
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※ 床排水金具のﾄﾗｯﾌﾟのわんについては樹脂製とする。
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浄化槽用制御盤（壁掛形）

ﾌﾞﾛﾜ-ﾎﾟﾝﾌﾟ（下部）
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平面詳細図 Ｓ＝１：５０

（便所・倉庫）
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1

2

切替BOXの接続口（青）に接続

切替BOXの接続口（赤）に接続

放流管

φ40

揚水管

φ40300x160

汚泥引き出し管散気管掃除口

φ50

移送管

φ50

嫌気濾床槽
固液分離槽

排水ﾎﾟﾝﾌﾟ槽

担体
反応
槽

1 2

排水ポンプ移流管

φ125

φ
2
0
青

φ
2
0
赤

流入管

φ125 450x200

清掃孔 薬剤筒 集水管

φ40

消毒槽

担体

濾過槽

平　面　図
S = 1/40 S = 1/40

スラブ平面図

ア
ン

カ
ー

寸
法

点検蓋

アンカー位置

点検蓋

φ4503-φ600

支柱4-φ200

S = 1/10
ﾌﾞﾛﾜ・切替BOX　据付図（参考）

切替BOX13

φ20散気（青）

φ20逆洗（赤）

φ13-φ20

異形ソケット

φ
2
0

ブロワ

ゴムホース

φ13（付属品）

S = 1/40
断　面　図

散気管 担体 逆洗管

φ125 φ50

移送管 掃除口

φ50

臭突口

φ75

薬剤筒 放流管

φ40

濾材

嫌気濾床槽

固液分離槽

担体反応槽
排水ポンプ

排水

ポンプ槽

消毒槽

担体

濾過槽

流入管

 

 

タテ上端筋

タテ下端筋

5-D13

5-D13

D13-200@

D13-200@

5-D13

5-D13

S = 1/40
配筋断面図

タテ上端筋

タテ下端筋

5-D13

5-D13

D13-200@

D13-200@

5-D13

5-D13

  

GL

ヨコD13-200@

フ－プD10-200@

手筋4-D13

ヨコD13-200@

D16  

S = 1/NTS
アンカー取付図

浮上防止具

名　　　　称

ターンバックル

サイズ

5/8 4

数量（個）

開口仕様

 

 

点検蓋（丸型）

1500K（安全荷重 15kN）

FRP製

PP製

ロック付

種類

蓋

枠

備考

設計仕様

型　式

認定番号

適合認定番号

処理対象人員

日平均汚水量

流入水水質

流出水水質

CXU2-21P

4-14K-H-008-2

型01CafOa0213884

21 人

BOD  200 mg/L

BOD   20 mg/L

4.2 m /日3

    
槽　　　名

固液分離槽

嫌気濾床槽

担体反応槽

担体濾過槽

消毒槽

排水ポンプ槽

有効容量（m ）3

2.11

3.11

1.12

0.77

0.05

0.07

 

 流　入

循環水
固液分離槽

嫌気濾床槽

担体反応槽

担体濾過槽

消毒槽

排水ポンプ槽

放　流

ブロワ

青

赤

切替

BOX

［注　記］開口の表示は内径寸法とする。

　　　　　全高は外寸とする。

仕　　　　　様台数

1

2

ブロワ

品　　名

排水ポンプ

13 A x 120 L/分 x 0.02 MPa x 130 W

40 A x 110 L/分 x 4.0 m x 150 W

YLP-120N

32PN2.15S

フロ－シ－ト

工事名称

図面名称
浄化槽設備図

一級建築士319755号　　小川 龍二
キタイ設計（株）

S=1:30
(A3版 S=1:60)

詳細図

M-07
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工事名称

図面名称

キタイ設計（株）
一級建築士319755号　　小川 龍二

200350

4
5
0

操作パネル図

1

2

3

1

ポンプ

1 2 3

4

5

6

1

2

3

1

ボタン

［電源］ランプ

［漏電］ランプ

［過負荷］ランプ

［警報停止］ボタン

1

2

3

4

5

6

ランプ ポンプ

［自動/手動］ランプ・ボタン

［入/切］ランプ・ボタン（No.1）

［入/切］ランプ・ボタン（No.2）

［満水　（AWL）］ランプ

［高水位（HWL）］ランプ

［低水位（LWL）］ランプ

函体仕様

本体

扉

取付板

塗装色

1.6mm  SPCC

1.6mm  SPCC

1.6mm  SPCC

5Y7/1（ベ－ジュ系）

S=1/10
函体寸法図

側面図正面図

コンセント

A12A11

回転灯 回転灯

コンセント

単線系統図

1φ 2W 100V 60Hz

RN

ELCB-11

2P

ELCB-12

2P

ELCB-13

2P

30/15AT 30/15AT 30/15AT

2P

MCCB-20

5A5A
A

11

A

12

1E121E11

52-11 52-12

操作電源コンセント

（2コ口）

ポンプ

RN-CUV-12UV-11

M12

150

W

M11

150

W

No.2No.1

操作回路図

30/6AT

PB

リレーボード

PL

RLRL BZ

52-11 52-12

ポンプユニットパワーサプライ

RL

J3
J1 J2

CN1

CN4 CN2 CN5
J3

ポンプ

CN1

CN2

CN2

CN3 CN4

CN6

1 3 5 1 2 3 4 5 6

32154321432121214321

1E121E11-11

ELCB

-12

ELCB

RC

NC

0V 24V 24V 0V

1

1 2 3 4 5 1 2 3 4 1 2 3 4 5

43218765432121

NC

RC

2 3
警報停止

有電圧無電圧

回転灯

B1 B2 BR BN

P-P-P-
LWLHWLAWL

C1

L1H1A1

浄化槽設備図 S=1:10
(A3版 S=1:20)

制御盤図、回路図

※ 2次側配管・配線工事（本工事）
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